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はしがき 

 

◆◆◆◆本書の意図について本書の意図について本書の意図について本書の意図について 

 実際の定期試験において、すくなくとも 80％の点数を確保したい。そのように希望し、またそれだけ

の努力をなしうる諸君に対して、最も有効な手助けとなるようにと、本書は意図されている。 

 一般に、試験で出題されるうち、すくなくとも 8 割はかなり高度ないわゆる難問が含まれているのが

常である。なお、ここでいう難問とは、いたずらに煩雑な愚問やいたずらに奇をてらった奇問をさして

いるのではなく、On Campus の徹底的な暗記を要求するものや、総合的な暗記力を要求するただの穴埋

め問題のことである。とにかく、80％以上の点数を確保するには、標準的な穴埋めは確実に解き、なお

かつ、高度な難問もなんとか解きほぐさなければならない。したがって本書では、高度な難問ばかりで

なく、必要な場合は標準的な問題も適宜とり入れて、英語一列の全体を的確に把握できるようにと意図

されたはずだった。 

 しかし、その意図を踏まえたシケプリを用意するには多大な労力が必要であるが、筆者にそこまでの

余裕も英語力も無かった。筆者の苦手科目が英語であることは言うまでもない。あくまで訳文・スクリ

プトを中心に構成されているため、注意していただきたい。 

 

◆◆◆◆諸君の努力について諸君の努力について諸君の努力について諸君の努力について 

 何ごとかをなし遂げるためには、それなりのきびしい鍛錬が必要である。しかし熱意だけが空回りし

たり、むやみに悲壮感にひたったりしても無意味である。必要なのは沈着冷静な努力である。また、自

分は頭が悪いのではないかと劣等感にさいなまれている諸君がいるかもしれない。これも無意味である。

実際の学問においても最後にものをいうのは根気とささやかな好奇心であり、試験勉強においてもまた

同様である。 

 本書が想定しているのは、もともと英語がよくできる諸君だけでなく、むしろ、いまひとつ成績が伸

びないが、なんとか単位をとるためにもがこうと考え、そして最後までもがき続けうる諸君である。 

 

◆◆◆◆本書の活用について本書の活用について本書の活用について本書の活用について 

    英語一列は俗に「暗記」一列と称されることもあり、その定期試験は教科書を片手に解けば非常に簡

単なテストである。しかし、選択肢にはよく考えられた紛らわしいものもある。テストの形式上、訳本

を頭に入れること以上に必要なのは、テキストを読み込むことである。読んだ量が成績に比例する教科

でもあり、油断してかかると大きな差が生じてしまう。本書「難系」ならぬ「シケ系」を活用し、諸君

が効率よく On Campus の全体像を把握することを願ってやまない。 

 

 最後に、本書の執筆にあたって、英Ⅰシケ対の白浜妥知氏には実に辛抱強い心からのご協力をいただ

き、勝手に張り切る小野田に最後まで付き合ってくれました。ここに厚く感謝の意を表します。 

2010 年 6 月 

英語一列シケ対 

小野田 実真 
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§1 過去問分析 

 英語一列のテキストが「the Universe of English」から「On Campus」に変更されたのは 2006 年のこ

とである。したがって、本書では 2006 年度以降の過去問を対象に調査した。その結果を以下に記す。 

 

2009年度

Chapter ページ 行

1 文中の（）欄に当てはまる適切な形容詞を選択

2 下線部の適切な言い換えを選択

3/（2） 下線部の具体例を2つ選択

4 文法的に不適切な語を抜き出す

1 文法的に不適切な語を抜き出す

2/（4） 文中の（）欄に当てはまる適切な接続詞を選択

3/（6） 文中の（）欄に当てはまる適切な形容詞を選択

C 6 58 46-84 1/（6） 文中の（）欄に当てはまる適切な文を選択

1/（4） 文中の（）欄に当てはまる適切な前置詞を選択

2 下線部の内容を描写

3 下線部を表す図を選択

4 句を挿入する位置を選択

5 本文と合致するものを選択

E 8 -/(4) 内容が一致するものを一つ選ぶ

F 2 -/(5) ディクテーション

G 13 -/(4) 内容が一致するものを一つ選ぶ

H 創作 -/(7) 正誤問題

2008年度

Chapter ページ 行

1/（4） 選択式空欄補充

2 選択式空欄補充

3 換言

4 並び替え

5 並び替え

1 換言

2 itが指すもの

3/(5) suchの具体例正誤

4 換言

5 換言

1 内容を絵で正しく表現されたものを選ぶ

2 換言

3 選択的空欄一文補充

4/（5） 選択的空欄一語補充

D 11 128 50-63 -/(5) 文法問題

E 10 -/(4) ディクテーション

F 4 -/(9) 正誤問題

G 11 -/(10) 要約文に単語を入れる

H 創作 -/(4) 与えられた問題に答える

6 62 132-165

リスニング

出題形式

大問
出題範囲

設問

29-6312811D

A 1 4 43-68

B

出題形式

2

大問
出題範囲

設問

A 1

4 40 102-136

1-30

C

リスニング

B 5 46

1-42
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2007年度

Chapter ページ 行

1/(4) 選択的空欄一語補充

2/(3) 選択的空欄一語補充

3 on the other hands の指すもの

4 換言

5 換言

1/(3) 並び替え

2 選択的空欄一語補充

3 選択的空欄一文補充

4 選択的空欄一語補充

5 選択的空欄一語補充

C 5 46-47 17-30 - 段落整序

1 選択的空欄一語補充

2/(2) 選択的空欄一語補充

3 選択的空欄一語補充

4 our の指すもの

5 換言

6 選択的空欄一語補充

7 換言

E 2 -/(5) 与えられた質問に答える

F 5 -/(5) 要約文に単語補充

G 7 -/(4) ディクテーション

H 創作 -/(4) 読まれた質問と選択肢に答える

2006年度

Chapter ページ 行

1 換言

2 換言

3 are の主語

4 動作の主体選択

5 類語指摘

6 feel の主語

1 選択的空欄一語補充

2 選択的空欄一語補充

3 選択的空欄一語補充

4 選択的空欄一文補充

1 内容把握

2 内容把握

D 7 80 215-228 1 段落整序

E 1 4 43-57 1/(4) 選択的空欄一語補充

F 2 -/(6) 正誤問題

G 創作 -(5) ディクテーション

62-86

30-32

大問

B

注2）便宜上ハイフン（-）で示した箇所がある。

注1）設問の()内は解答すべき問題数・2問以上のみ表示

C 5 50

38-51

大問
出題範囲

2

58-60

D 10 118-120 180-197

設問

出題範囲
設問

A

B 6

出題形式

38-84

リスニング

出題形式

6-3512-13

A 3 158-175

リスニング

10 108-110
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年度 年度 年度

章 章 章

○ ○ ○ 3 0 R R R 3

○ 1 ○ ○ 2 L RL L 4

○ 1 ○ 1 R 1

○ 1 ○ 1 R L 2

○ ○ ○ 3 ○ 1 R RL R 4

○ ○ ○ 3 0 R R R 3

○ 1 ○ 1 L R 2

0 ○ 1 L 1

0 0 0

○ ○ 2 ○ 1 L R R 3

○ ○ 2 ○ 1 R RL 3

0 0 0

0 ○ 1 L 1

10

11

12

13

4

5

6

7

8

9

5

Reading &Listening

09 08 07 06 計

1

2

3

Reading Listening

1

2

3

4

1

2

3

4

11

12

7

8

6

7

8

9

13

12

13

10

11

08

5

6

9

10

07 06 計09 08 07 06 計 09
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§2 試験対策 

 全節の調査結果をもとに問題を見渡してみれば、英語一列の試験は概ね以下のようであると言える。 

� Reading, Listening の大問数は各 4 問程度。 

� Reading は穴埋めが主体で、教科書 1 ページ程度のまとまった英文が出題。 

� 注釈のある箇所が出題される可能性が非常に高い。 

� 初見で解けない事は無いが、曖昧な選択肢も存在する。 

� 教科書を手元に置いて解けば非常に簡単である。 

� ほぼマーク式。 

� Session 毎に出題頻度が大きく異なり、前年の出題箇所はあまり考慮されていない。 

� 同じ文章が出題されたことはない。 

� 試験時間は 70 分。リスニングは試験開始 30 分後、約 25 分である。 

� リスニング問題には事前に目を通しておくことが望ましい。 

� リスニング終了後、残り時間は 15 分。 

なお、問題やスペースの都合上、本文の表現を若干変更して出題している場合がある。 

 

対策としては、訳本を読み込むよりもテキストを繰り返し読んでおく事をお勧めする。労力のかかる

試験対策しかできない英語一列であるが、不可になる人は例年ほとんどいないので、対策がうまく進ま

ないからといって神経質になる必要はないだろう。なお、「暗記一列」と称される科目ではあるが、初見

では全く解けない問題が存在するわけではない。暗記、フィーリングに頼った解答をするのもいいが、

迷った際には自分の英語力を信じて論理的に解答するべきだ。 

Reading は 4 題の出題のうち、3 題は 30~40 行程度のまとまった英文を対象にしており、教科書の穴埋

めが中心である。残り 1 題は、短文の並び替えや不要語を指摘する問題など、比較的短い文章を対象に

している。リスニング終了後、試験時間は残り 15 分であり、5 分見直しをすると考えれば、Reading に

かけられる時間は「前半 30 分」+「後半 10 分」となる。単純に考えると 1 題 10 分であるが、上述の出

題形式を考慮して、各人にあった解き方を考えてもらいたい。 

なお、丸暗記のみが強調されがちな英語一列だが、それぞれの文章を把握すると同時に、Session 全体

の流れを把握してほしい。そうすれば、出題箇所に自信が無くとも解答する事が出来るだろう。単純な

暗記に頼らない事が大切だ。 

ここまで試験の概要や対策について述べてきたが、まずやってもらいたいことは「過去問を 1 年分解

く」ことである。教科書を片手に取り組めば 30 分もかからないので、まずは敵を知ってほしい。 

 

最後に。 

 

健闘を祈る。 
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Introduction 

Saito Yoshifum 

The Games of Robert J. Fischer の序文に、イギリス人のチェス指しで、著者の Harry Golombek は、

その本に収められているチェスの試合の集まりを、「Bobby Fischer のプレイヤーとしての特有の性質」

を表すものだと表現している。Bobby Fischer は、1972 年に世界チャンピオンになったが、その後すぐ

に奇妙なことに真剣な試合から手を引き、他のすべてのチャンピオンシップの状況を拒否し、結果と

して不戦敗によってタイトルを失ってしまった伝説のアメリカ人チェスプレイヤーである。 

 しかし、多くの棋譜はどのような種類のチェスプレイヤーの「特性」を表せるのだろうか。このFischer

の試合の集積物はその名人がレイキャビクでの世界選手権においてどのように独特に振舞ったか、失

敗したかさえ私たちに伝えるのだろうか。それはルールや戦略の点において一般のチェスと何か独特

に異なるものの記録なのだろうか。そんなことはない。その本の中にあるのは、最も美しくさされた

チェスの試合以外の何物でもない。Fischer の「独特の資質」は超人的な方法において彼が精確に天文

学的な数の指手から非常に限られた適切な手を選んで組み合わせ、相手に壊滅的な打撃を与える攻撃

と、相手からの攻撃に揺らがない防御とを作り上げることに見て取れる。言い換えると、彼の独自性

は厳格に決められたチェスの規則体系の範囲内において顕現する。Golombek はこう述べることで

「unique」という語を使うことを急ぎ正当化している。 

 私は、彼のチェスは先人たちの影響をまったく受けていないといっているのではない。誰一人、い

わば真空の状態からはじめることなどできないし、すべての人、まったくの素人から最上級のグラン

ドマスターまで、は時代を超えたチェスの発展の、連綿と続く途切れることのない鎖の一部なのだ。 

 おそらく私たちはこの一匹狼のチェスの天才についてなされた明確な発言から、個人主義の時代に

は常に心に留めておかねばならないことを一般化できるだろう。あなたが今からかかわろうとし、深

く没頭するようになる長い伝統や慣習の基本的なルールを知らずに、本当に「独特の」ものや、「独

創的な」ものに出会うことなどないのである。 

 この文脈の中でもう一つ指摘しておきたいのは、独自性や独創性というのは、到達することを望む

目的ではなく、あなたがその活動を通して、自分を成長させようとする努力に比例する結果として、

無意識に得る特性なのだということである。それはちょうど、助けを求めるとすぐに飛び去ってしま

うが、彼が賛同することにあなたが最大限の努力をしているときに、気付かれないようにあなたを助

けに降りてくるいたずら好きの天使に似ているのである。 

 Pablo Picasso の初期の芸術家としての経歴は独自性や独創性がどのようにして、伝統や習慣の既存

の枠組みの中の、長い多大な労力を要する努力の結果として生まれてきたかを示す。私たちは彼のキ

ュービズムによる絵に大変親しんでいるため、彼は物を「独自の」方法で見る能力を賦与されて生ま

れてきたと考えがちであるが、それは正しくない。Picasso は十代前半は慣習の代表のような画家とし

て出発したが、基本的なスケッチを大量に自らに課すことで、徐々に自らの画法を形成していったの

だ。彼の親友の一人は、彼が捨てたスケッチシートの山は長い冬の間、ストーブの十分な燃料になっ

たという信じがたいほどの事実を証言する。彼の画法を真似すれば、あなたは無名の、第 2 の Picasso

の亜流になれるかもしれないが、彼が通った過程を飛ばすと、決して彼のような存在になることはで 

 

訳例 1 YOU 
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きない。 

 個人主義は民主主義の基本原理の 1 つであり、個人はともに作り上げる集合体、家族・社会・国家

などに優先するという考えは、異なるレベルの人間関係の規範に浸透している。人々は個人として目

立とうと、また他人とは「独特の」違いを持とうとしている。アメリカのテレビ番組は人々に「自分

自身」であることを推奨している。しかし、軽々しく他人と異なろうと努力しても、変人であるとい

う結果に終わることがしばしばある。私たちは人間社会のシステム全体の中でのみ「私たち自身のよ

うに」意味のある振る舞いができるのであり、それゆえ、まず第一にシステムを学ぶために大いに努

力する必要があることを常に気にかけておかなければならない。 

このセッションに使用した文章は、シカゴ大学の Norma Field 教授が 2002 年卒業予定の学生たちの

ために作った演説から取ったものである。これを読み、自分自身を育てるためにあなたは今、何をす

べきか考えてみなさい。 

 

 

Only You 

Norma Field 

私は、あなた方のどれほどが Robinson Crusoe を読んだことがあるかはわからないが、おそらくあな

た方は、それは独力で社会の基本になるものを作り上げた、無人島に置き去りにされた男についてか

かれた 18 世紀の小説だということは知っていると思う。いや、完全に独力というわけではない。なぜ

なら彼は、忠実な下僕である Friday の力を、彼を人食い人種から救出した後に得たからである。Crusoe

は多くの 18 世紀の思想家にとっては規範的人物であった。彼らは Crusoe に自然を支配することで文

化を作り上げたという理想を彼に見出したのである。Karl Marx は、思想家たちは Crusoe を何もない

ところ、というよりは自然の中から急に現れた完璧に孤立した人間だと誤解しているとして痛烈に批

判した。彼らは個人のように複雑なものを作るときに、歴史的に必要な過程を無視しているのだ(私は、

あなた方それぞれが、自らのことを個人であり、複雑なものだと考えていると確信している。それで

正しいのだ。)。彼は、｢人類とはただ単に群れているだけの動物ではなく、社会の中でのみ、自らを

同州の他の個体と明確に区別できる動物である。｣と書いている。社会の外での人の活動について考え

ることについて、彼はこう続けている。｢それは、共に住んで、互いに語る相手もいない中での言語の

発達と同じくらいばかげたものである。｣彼は個人の存在を否定しているわけではないことに注意して

ください。個人はもちろん存在しているが、それは Marx が社会的関係とよぶものから構成されたも

のとしてである。 

 Marx は社会関係を、権力に依存する、権力の差を生み出す経済過程の点から、詳しく説明している。

非常にしばしば学者(銀行員や政治の専門家も)は、経済の過程が、どのようにお金から離れた人間の生

活の詳細になるかについて考えることを忘れている。そこで、それをもう１つの目的から突き止めて、

あなたが何者であるかという視点から社会の関係について考えてみよう。例えばあなたが文字通りに

両親の生産物だとしたら、私たちは両親が出会った理由のすべてについて考えなければならない。私

たちは他の家族のメンバーや、自らが育った場所、どんな学校に通っていたか、見た映画、親や友人 
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の話す言葉(たとえ両方が英語だったとしても、それらは全く異なっていることもあるのだ)、あなたの

着ていた服についても考えなければならない。重要なものは場所を含む物だけではない。重要なのは

関係、あなたの生活の一部を作り上げている収入源・知識・技術・友人・隣人なのである。たとえば、

あなたの服はあなたのために選ばれたものだろうか。あなたが服を買えるとしたら、そのお金は、自

らで稼いだものだろうか、それとも自分に与えられたお金だろうか。あなたは車を使える立場にある

だろうか。それとも公共交通機関を自在に使える専門家になっていただろうか。 

 背景の多様性を体現する独特の存在であるあなたの能力とは何であろうか。私たちが社会的に生み

出されている部分、分析する部分を大変誇張しすぎたので、私はしばらくの間、再び作り出す部分、

むしろ、今の確固としたあなたに焦点を当てたいと思う。私は、ある児童書の編集者が、とても若い

作家、いや実は未来の作家でまだ高校にいる人だが、に向けて送った手紙から引用することで、その

ことを行おうと思う。 

 そして、あなたが私に伝えたことはあなただけが知っているということを忘れてはいけない。他の

誰も、あなたが何について知っているかということを正確には知らない。そういうわけで、あなたの

考えや感情を絵本の形で書きとめておくことは大変重要なことになるだろう。 

 その編集者の名前は Ursula Nordstrom であり、彼女は１９４０年から１９７３年まで Harper の児

童書部門の管理者であった。彼女は革新的な存在であり、｢悪い子によい本を｣作ろうとした人物で、

あなた方の多くは覚えているかもしれないが、Goodnight moon、Charlotte’s Web、Where the Wild 

Things Are といった本を世の中に送り出したのだ。この引用文はアフリカ系アメリカ人の作家・イラ

ストレータの John Steptoe への手紙からのものである。 

 私が始めてこの手紙を読んだとき、”only you”がすべて大文字であったので、私は即座に、これは

編集者から駆け出しの作家に送るためだけではなく、教師が生徒に送るためにも素晴らしいことだと

思った。私が明確に説明しようとしてきた理由から、それはどんな生徒に対しても当てはまるものな

のだ。しかし Nordstrom は誰も、｢誰もあなたが何について知っているかは知らない」と主張した後

に、｢考えや感情を書き留めておきなさい｣と助言していることに注目してほしい。私が思うに、彼女

は、世界が能力ある若者の独特の知識を見ることができることの重要性を強調していると思う。そし

てこれは、絵本の形式ではないとしても、何度も何度も要求されるだろうことであり、感情ではなく

考えのほうに重点が置かれるだろう(しかし、知識を形作る上では、感情的な動きがかなりの働きをす

ることを心に留めておきなさい)。あなたは自分の教育を、成長していく自分の知識を書き留める能力

を通じたあなたが知っていることとの出会いの連続だとさえ考えるかもしれない。その結果としてあ

なたは中に入ろうと要求している新しい知識に対してより確かな視点を持つことになる。 

 私はもちろん比喩的に内側と外側の言葉を使っている。私たちが経験から知っていることを｢あなた

だけが知っている｣のは、知識とはあなたの内側で、奇跡的に何もないところから発生するためではな

く、あなた方のそれぞれは世界との相互作用における独特の歴史の積み重ねであるからである。その

家庭に終わりはないが、私たちがそれについて関心を持つほど、世界に与えたり、世界から受け取っ

たりする活動は多くなる。 

[東京大] 
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Saito:    Today, I am very happy to be talking with Professor Norma Field, from the University of 

Chicago, who is actually the author of the main text of your reading material. Now thank 

you very much   Professor Field, for joining us on this English 1 program. 

Norma:  Thank you so much, it's a great pleasure for me, and I’m so glad you actually came to Otaru. 

Saito: When I first read the text of your address, I thought that it was a very good message 

probably designed to inculcate the students with the importance of society. But uhh...after 

reading uhh...some of Kobayashi Takeji's novels, knowing that you are an expert on them, 

uhh...I thought that the idea of individuality, uhh...or individual group dichotomy might 

have come from your experience of researching into Komabayashi Takeji's literature. Is that 

true? 

Norma:  Actually No. It's the opposite. (Laugh) 

Saito:    Oh... 

Norma:  It's the opposite. I had..I had...I was very far from imagining then that I might work on 

Kombayashi Takeji. umm...So probably it's (who...) the person that I was coming up with that 

address umm...that lead me to researching Takeji, and not the other way. Uhh..I...I think that 

in that address, I was thinking that there's inequality in uhh...how much people are...young 

people...all of us...are encouraged to feel individual. Some...some people...Some of us grow 

up being very much affirmed as individuals...Others of us do not. And there is a real 

imbalance between whether we feel totally free and self-determining, or feel utterly helpless 

and determined. Umm...Neither of which I think is a very uhh...useful way to be in the 

world. I'm a more...I'm a bleaker person now... than when I made that address... Both: 

(Laugh) 

Norma:  I find that...umm...the values I was trying to communicate then... umm...which I don't 

renounce at all, but I find it much more of a struggle...to say this is what I think is truly 

important in education and beyond...so what I'm beginning to learn now is...umm...the 

importance...the responsibility of being hopeful. Sometimes I feel being older now...that 

umm...the world is not going to get better in my lifetime. And then I say... but if you look at 

most of human history...it's dark. Most of human history is dark. Our age is probably not 

outstanding...in that sense... So then what are the...intellectual and...emotional 

and...umm...indeed spiritual kinds of discipline we need to...to live with hope? Which is I 

think an obligation we have to each other. 

[東京大] 
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Introduction 

Naokata Ishii 

通学中の電車内で、周囲を見渡してみなさい。どこかで「ダイエット」という言葉を見つけるだろ

うことは疑いようもない。週刊誌または月刊誌の編集者によると、「ダイエット関連の記事を載せたも

のはいつでもよく売れる。」そうだ。私たちの社会は消費者に効率的に体重をおとすことを約束する、

いわゆる「ダイエット」食品や運動装置であふれかえっている。なぜ人々は「体重をおとす」事に関

心を持っているのだろうか。 

まずはじめにこの問題を取り扱うよりも先に「太っている」ということは生まれついたある人の価値

とは全く関係ないということを覚えておく必要がある。実際太めの人は落ち着いていて親切だと考え

られていて、その一方で痩せた人は少し神経質だとみなされているかもしれない。社会全体としての

特定の体系の好みは、時とともに変わり行く。将来的に太った人が好まれる時代がくる可能性は十分

にある。 

一方で人も生物である限り「健康である」ということは、絶対的な価値をもっていくだろう。２０

〜３０歳の平均的男性の体重の４０％は筋肉であり、２０％は脂肪である。この脂肪の全ては、不要

なお荷物というわけではない。脂肪１ｇは９kcalのエネルギーになる。この数値は、グルコースの二倍

のエネルギーの水準である。言い換えると、脂肪は人の体にとって最良のエネルギー源である。医学

的にいえば、体脂肪率が１０％をきると、体の様々な機能が低下するとされている。逆に体脂肪率が

２５％を超えるー肥満と言われる状態になると、糖尿病や、心臓病にかかる可能性が高くなるのだ。 

社会的な体系の好みを無視すると、男性は、１０〜２０％、女性は１５〜２５％を保つのが、健康で

あるためには重要である。今日では、ダイエット、食事の量を減らすことで、脂肪を減らすことが、

大変一般的になっているが、この方法では、脂肪同様筋肉の損失になるのだ。すると結果として、基

礎代謝ー生命維持に必要なエネルギー消費の減少につながり、それによって、実際には、より体重が

増えやすい体になってしまうのだ。このセッションでは、体脂肪と健康についての関係の最近の発見

を紹介するとともに、毎日のウォーキング活動を通して効率的に体重を落とす方法について話し合お

うと思う。 

 

Walking Off Your Fat 

Naokata Ishii 

私はボディービルダーだが、最近はやや忙しかったので、十分なエクササイズをしていない。私は

腹の周りに少し脂肪を感じられる。専門用語で言えば、私が手にいれつつあるこのスペアタイヤは、

皮下脂肪、つまり体脂肪からなり、スポーツ科学の分野では最近このトピックについて研究が急速に

発達している。体脂肪は明らかにいいものではない。それは、アスリートだけではなく、私たちにと

っても、悪いものである。それは、脂肪は私たちの体系に健康を脅かす大きな影響を与えるからだ。

臨床実験では、肥満は、心不全や脳障害・糖尿病といった深刻な病気を引き起こしうることが明らか

になっている。しかし、肥満がこれらの病気を引き起こす実際の機構についてはいまだに明らかにな

っていない。学者たちはその関連について、多くの複雑で精錬された理論を考え付いているが、彼ら 

訳例 2 FAT 
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は、「なぜ重くてはいけないのか。」という簡単な質問に答えることは難しいと思っている。しかし、

脂肪組織は一種の内分泌器官であるということを示す最近の研究は私たちが健康と脂肪の関係を理解

するのに役立つ。 

脂肪組織は主に脂肪細胞からなっている。昔、脂肪細胞は、「レプチン」というホルモンを分泌して

いることが発見された。これは、脂肪細胞が本当に内分泌器官であると示したので大発見であった。

レプチンは脂肪組織が中性脂肪を蓄積したときに分泌される。レプチンは中枢神経に作用し、食欲を

減らし、交感神経を活性化させて脂肪の分解を促進する一方で、そうして太り始めた細胞をやせさせ

る。なぜレプチンが、体重を減少させる取り組みの中で、究極の武器だとみなされているかわかるだ

ろう。しかし慢性肥満ではレプチンが大量に分泌されていると最近の研究で示されているので、レプ

チンの分泌が必ずしも体重減少に結びつくわけではない。最近では「アディポネクチャン」と呼ばれ

る別のホルモンが発見されている。このホルモンは肝臓や骨格筋に影響して脂肪酸の代謝を促進して

いるように見える。これら二つのホルモン、レプチンとアディポネクチンは脂肪の代謝を改善する「良

いホルモン」とみなされている。 

しかし、脂肪細胞は体に悪影響を与えるホルモンを分泌していることが別の研究で示された。この”

レジスチン”と名づけられた”悪い”ホルモンは脂肪細胞や肝臓・骨格筋でのインシュリンの働きを阻害

する、普通の状況ではインシュリンは血糖値が一度上昇するとすい臓から分泌される。適量であれば

血糖値が下がり、良い影響をもたらす。しかし、レジスチンの量が多すぎるとインシュリンが効かな

くなり、血糖値が結果として下がらなくなる。この状況は「インシュリンレジスタンス」と呼ばれて

いる。これが原因でこの厄介なホルモンが「レジスチン」と呼ばれている。「インシュリンレジスタン

ス」は基本的に糖尿病の初期の兆候である。言い換えると脂肪細胞は棟脳病の引き金を引く物質を分

泌しているということが言える。 

レジスチンに加えて脂肪細胞は”cytokines”と総称されるホルモンのような物質を分泌している。こ

れらのサイトキネスの中の１つは、脂肪物質の血管への蓄積につながり、そうして動脈を硬化させて

狭めることを引き起こしているようだが、それらは明らかに良いことではない。つまり脂肪細胞は、

心筋梗塞や脳梗塞を引き起こす物質を分泌しているのだ。だから、私達は脂肪細胞がなぜ体に良くな

いかについて、適切な理由を少なくてもある程度理解した。ここまではわかったのだが、私達は増や

す傾向にある。不健康なスペヤタイヤを減らすために何をしていけばいいのだろうか。忍び寄る脂肪

に抵抗するためには、どのような手段が実際にとれるのだろうか。「Step」というのが実際にはキーワ

ードになるだろう。ウォーキングについて考えてみよう。 

ウォーキングは近年、運動の形としては大変一般的な形態になっている。それは丁度ジョギングの

ように、有酸素運動の一形態として分類されている。しかしジョギングとは異なり、ウォーキングは

関節や循環器にあまり大きな負担をかけないという利点がある。真剣なアスリート達は、ウォーキン

グは体にあまり効果を与えない、あまりに簡単な運動だとして一笑に付するかもしれないが、しかし、

それは正しくない。長い散歩をするということは、体脂肪の燃焼には大いに有効な方法であるのだ。

その上歩くことは、毎日行わなければいけないものであるから、あなたがそれを意識して運動の一形

態として取り入れれば、良い結果を積み重ねていくことができるだろう。 
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ウォーキングとランニングとは、全然違う運動の形態である。ランニングとは明らかに両足が離れ

ている瞬間がある動きであると明確に定められている。図１にランニングとウォーキングの簡単なモ

デルを示す。歩いているときは人の重心は片方の足の真上にあるときに最高点に達する。言い換える

と、歩いているときは私達は”逆さ振り子”のように左右の足が口語に動いているときに効率的に前進

している。この動きはしばしば”転がる卵の動き”と特徴づけられる。一方走っているときは重心は足

の真上にあるとき、実際には地面についている足の上にあるときに最低点に達する。この足は、体の

重心を斜め前方に移動させるようにすることで、あなたを前進させるばねのような働きをする。この

行動により、強力な推進力を得ることが可能になるが、次に自身を前進させられるようになる前に、

重心が足の真上に来るまで待たなければならないため、スピードを落とさなければならない。 

1973 年にT.J.DawsonとC.R.Taylorは、有名な科学誌ネイチュアーに、カンガルーの運動のエネルギ

ーコストを研究している興味深い記事を出版した。カンガルーは、自らの速度が６km/hになるまでは、

手、足、尾を使って自らを前進させる。この点までは、消費されたエネルギーの量は、スピードの増

加に比例して増えている。しかし一度、カンガルーの速度が 6km/hになると、カンガルーは跳ね始め

る。この点では、興味深いことに、スピードは増加しているのに、消費されたエネルギーの量は一定

である。これは、カンガルーの長いアキレス腱が効果的なバネとして働いているからである。人はカ

ンガルーのような長いアキレス腱を持っていないが、似た現象が観察される。1938 年にR.Margariaが

言ったところによると、平らな地面では、7.5km/hまでは走るよりも歩くほうが必要なエネルギーが少

ないそうだ。しかし速度が上がるとそれは逆になる。このことは、7.5km/hになると、歩くより走る方

が必要なエネルギーが少なくなることを意味する。そういうわけで、人はこの速度に達すると非常に

自然に走り出すのである。仮に歩き続けようとするならば、速度が増すにつれて、必要なエネルギー

も増加するだろう。 

7.5km/h以下で移動している際に、必要なエネルギーが少なくなる理由は恐らく、人が二本足で効率

的に歩く方法、図に示されたように逆振り子のように効率的にに歩く方法を手にいれたためであろう。

1km進むのに必要となるエネルギーが最小となるのは 3km/h〜5km/hで歩いた時だと一般に理解され

ている。それは、私たちの足の動きは固有に振動数をもっており、その自然な働きによって歩くとき、

速度は大体 3km/h〜5km/hになるためである。 

恐らく歩くときの標準的な速度は 4km/hだと聞いたことがあるだろう。そしてそれは、エネルギー

保存の観点からは明らかに最も好ましい速度である。しかし、ウォーキングを運動として取り入れる

際には、エネルギー消費量が最小よりも多い速度で歩く必要がある。7.5km/hで歩くとき、同じ速度で

走るのと同じくらいのエネルギーを必要とする。その上、走るときの伸びる動きから発生する長期の

筋肉疲労を避けることができる。7.5km/hで 30 分歩くと 300kcalを消費する。もしもう少し遅い速度、

5.5km/hで歩くと、同じエネルギーを消費するためには、70 分間歩かなければならない。その上重要

なことは、歩くときのエネルギーの半分は体脂肪から使用される。だからこのように運動をすれば、

わずか一ヶ月でほぼ 1kgもの体脂肪を落とすことが可能だということが分かるだろう。 

[東京大] 
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In the reading for today’s session, Professor Naokata Ishii explained some of the exercise benefits 

of walking. And luckily for us, walking is one of the cheapest and easiest forms of exercise. But to get 

the benefits of walking for exercise, it’s important to do it the right way. So we asked an expert, 

Professor Ishii’s assistant, Ms Maiko Kudo, to give us some hints. 

According to Ms Kudo, the most important point is to start with good posture. Proper posture is 

absolutely basic not just when you are walking or standing but also when you are sitting. 

・it keeps our bones and joints in the correct alignment so that we use our muscles properly. 

・it decreases stress on the ligaments holding the joints of the spine together. It prevents fatigue 

because with good posture we use our muscles more efficiently, and this means we use less 

energy. 

・it prevents backache and muscular pain. 

・it helps us look good! 

Ms Kudo started out by showing us how to sit down and stand up smoothly and safely. Looks 

really easy, doesn’t it? But do you sit and stand that elegantly? Then Ms Kudo moved on to standing. 

Here, she’s demonstrating how we should stand with our chins tucked in, imagining a straight line 

running from our ears through our shoulders and down to our feet. Finally, she showed us how to 

walk properly. This turned out to be way more complicated than we’d ever imagined. Most of us 

slouch along without thinking much about it, but it turns out that there really is an art to walking well. 

Ms Kudo said it was important not to bend forwards. We should look straight ahead, to a point 

about five meters in front. We should keep our arms balanced and moving naturally. When each foot 

hits the ground, we should make sure it’s the heel that hits the ground first. OK so far? Right then, 

now let’s focus our attention on the way our body weight shifts. We need to check that our weight is 

not being distributed unevenly, they favouring the outer or inner edges of our feet. Our strides should 

be longer behind than in front. And if we find ourselves moving sideways or upwards and 

downwards that means the weight shift is not being done properly. 

One more thing, don’t take really long strides. If you want to walk faster, it’s better to increase the 

number of steps you take than to lengthen your strides. Of course, there are other important elements 

besides posture to bear in mind if we want to make sure that our walking is effective exercise. We 

need to think about the correct way of breathing and of course we should wear the right kind of shoes. 

So it’s all a bit complicated. But as we learned from today’s reading, walking is a great way to get into 

shape. And because it’s something most of us do every day, we might as well try to do it right. 

[東京大] 
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Introduction 

Yujin Yaguchi 

多くの人たちはハワイと言うと暖かい日ざしや美しいビーチを連想する。そういったイメージは完

全に誤りというわけではないが、実際のハワイの景色は多くの人たちが想像するよりも多様性に富ん

でいる。特に印象的なのは何千年も昔に火山活動によって造成された高い山々や深い谷である。1866

年にアメリカの著名な作家、マーク・トウェインがカウアイ島を訪れた際、彼は深さ 3600 フィート以

上のワイメア峡谷の壮大さに驚愕し、それを「太平洋のグランドキャニオン」と呼ぶことにした。他

の島々も同じような景観を誇りにしている。マウイ島のハレアカラ山は 12000 フィート以上ある。ハ

ワイ島にはマウナ・ロアがあり、高さ 13367 フィートである。そしてこの峰に隣接してそびえている

のがハワイ諸島で最も高いマウナ・ケアであり、13796 フィートある。 

 マウナ・ロアとはハワイ語で「白い山」と言う意味であり、その山の頂上がしばしば冬に雪に覆わ

れるためそのような名前がつけられた。過去数十年において、天文学者たちはこの高い山の頂上が宇

宙を観測するのに世界で最も適していることを利用してきた。標高、澄んでいて乾燥した空気、安定

した気候、そして市街地の光からの十分な距離のために、科学者たちは天空から発せられる赤外線や

サブミリ波の慎重で精確な観測ができ、そのおかげでいくつかの重大な発見もあった。結果としてマ

ウナ・ケアの頂上は現在世界でもっとも大きな天文学の施設となっている。例えばＷ．Ｍ．ケック観

測所には世界で最も巨大な光学望遠鏡と赤外線望遠鏡がある。それぞれの望遠鏡は８階建の高さがあ

るのだ！日本の国家的天文学観測所には、すばると呼ばれる巨大で非常に精巧な望遠鏡がある。他の

国々も、例えばフランスやイギリス、ドイツもこの太平洋上の理想的な場から銀河系の調査ができる、

独自の望遠鏡を所持している。 

 この「天文学産業」は一般的に、雇用を創出したり観光産業を増加させたりすることでハワイ経済

に物質的な利益をもたらしたと考えられている。それに加え、多くの市民は自分たちの島が偉大な発

見がなされる場と考えることをおのしろく思うようになってきている。しかしながら同時に、マウナ・

ケアに天文学者がいることに対して複雑な思いを抱いたり、時として完全に反対する人たちも近年増

えてきている。これはなぜならマウナ・ケアはネイティブハワイアンの人たちに神聖な山と考えられ

ているからである。 

 今日のネイティブハワイアンとは、18 世紀終わりにジェームズ・クック船長や他のヨーロッパ人、

アメリカ人が到着したころに、もともとハワイに住んでいた人たちの子孫のことである。何世紀もか

けて彼らの国、ハワイ王国は破壊され、多くの伝統は変化してきた。しかし多くのハワイアンは自分

たちのことをネイティブハワイアンと考え続けている。現代の地方や連邦政府によってなされてきた、

少数派の権利の認証への政治的な動きを通じて、より多くのネイティブハワイアンたち（また彼らを

支援する人たち）は、彼らの伝統的な価値観や信条、言語を救出し維持していくことの重要性を見出

してきている。このような人たちにとって、今日のマウナ・ケアの山頂の状態はある種侮辱である。

なぜなら各国の望遠鏡がかつてから、また現在もネイティブアメリカンにとっての聖なる地に建造さ

れているからである。 

 天文学者はこれに反対している。彼らはマウナ・ケアは人類の進歩にとって必要不可欠と主張する。 

訳例 3 TRADITION 
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また人類すべて、もとろんネイティブアメリカンも含めた人類すべてのために、彼らが新しい発見を

し続けられるよう山頂を使い続け、これまで以上に発達した望遠鏡を導入したいと願っている。 

 次の２つの記事はこの両サイドの異なった立場を説明する。この対立が、未開と先進の衝突ではな

いと覚えておくことは重要である。ネイティブアメリカンは天文学者と同じくらい近代的で現代人で

ある。彼らは今日の現代社会において、少数派として獲得した権利を行使しようとしているのである。

また天文学者は科学のために科学を信仰しているわけではない。彼らは最低限ある程度、現代社会に

おいて環境を保護するのと同様に、ネイティブアメリカンの価値観を認めることの重要性は理解して

いる。これがまさに２つの立場の異なった主張をより難しくしているのである。しかしこのような類

の衝突は、科学的な進歩によって、特定の集団の価値ある伝統が脅威にさらされるといった形で、将

来的にまた日本を含めた世界のほかの地域でも増えて行きそうである。 

 

Why is Mauna Kea so Sacred to the Native Hawaiian People? 

The Royal Order of Kamehameha & 

Mauna Kea Anaina Hou 

 マウナ・ケアの山頂はハワイの人たちにとって様々なものの象徴である。マウナ・ケアの高層地帯

はワオ・アクア、創始者であるアクアの領域にある。また最上の聖なる地とも考えられ、千年も前か

ら科学的なポリネシアの口頭歴史や記録された歴史でもそのように知られている。そしてナ・アクア

（神聖な神々）やナ・アウマクア（神聖な先祖）の家であり、ハワイの人たちの創始者と考えられて

いるパパ（母なる地球）とワケア（父なる空）の接点でもある。それは言わば無限の広がりを持つ宇

宙と神々の境目となっている。すべての尊敬におけるマウナ・ケアは、代々伝わるハワイの人たちの、

創造へのつながりの頂点を象徴しているのである。 

 マウナ・ケアの問題は長く一触即発の状態である。これはなぜなら話し合いのうちに、宗教の自由

や、私たちの生まれた地への精神的なつながりを持つといった、基本的な権利が無視されたり奪われ

たりしたためである。 

 ネイティブハワイアンたちの見方としては、マウナ・ケアを取り巻くこの問題は、政治的なもので

も経済的なものでもない。これは宗教的で精神的な性質のものである。なぜならマウナ・ケアの高層

地帯はワオ・アクア、創始者であるアクアの領域にあるからである。マウナ・ケアは聖地あるいは崇

拝の地であるのだ。マウナ・ケアの聖地は人の手によって創られていないので他の聖地とは異なる。

アクアが人類に天国をもたらすため人類のために創ったのである。そのため人間の法がその尊厳を支

配することはなく、神々の法が支配するのである。 

 マウナ・ケアは多くの文化的スタンダードにとって典型的な崇拝の地ではないものの、我々の文化

的な理解や哲学において、それは最上級の聖地である。場の尊厳は、場の本質とマウナ・ケアにおい

て決定され、私たちが神聖なアイナ（大地）を歩くとき、私たちは私たちの意志の領域を歩くのでは

なく、神々の意思の領域を歩くのである。まさに命の息吹を二度とない、瞬間のうちに捉えられるの

がここなのである。生気を与える水が湧き出すのもここだけなのである。人間が受け入れられ、祝福

され、開放されそして天国にしたがって変換されるために、天国が開くのもここだけなのである。カ 
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フ（宗教上の守護神）のように、私たちのこの聖地に対するクレアナ（責任）はずっと続いているの

である。マウナ・ケアの尊厳を主張し、それを守っていくのは私たちの義務であり、そのためにそれ

の持つ偉大さと目的が人類全体に分かち合えられるのである。私たちはこの活動を続けることが許さ

れなければならない。 

 不幸なことに、この愛するハワイの歴史はすべてをさらけ出しすぎ、私たちの大地はわしづかみに

され、文化は価値を落とされ、また私たちの本質は以前のものがわからなくなってしまうほど消費さ

れ、換えられたのである。私たちが存在する今、物質的なものが取り去られても、神々に対する私た

ちの義務は奪うことができないことを知っている。 

 それぞれの文化に、人類に与えるものがあるように、ネイティブハワイアンの文化にもある。私た

ちは、人類の集約された知識に先祖の知恵をもって貢献するため、これまでどおりの道を続けられる

ようアクアに頼んできた。私たちはまた聴衆に、天国の聖地に入ったものは天国の法に縛られると言

われているので、ワオ・アクアの法と創造者の地への崇敬と尊敬の維持の責任を認めるよう頼む。 

 

There’s room for everybody 

Michael West 

 もしリリウオカラニ女王が今日に生きていたなら、彼女はもしかして天文学者だったかもしれない。

この考えは、星空の下ハワイの天文学者とマカリイというカヌーに乗ったネイティブハワイアンのグ

ループと一緒にセイリングをして楽しく過ごしていたときに思いついた。1893 年に退くまでハワイに

最後に君臨していた君主、リリウオカラニは偉大な知性と創造性を備えた女性だった。彼女は詩に情

熱を持っており、有名な“アロハ・オエ”を含む百を超える歌を作曲し、数ヶ国語話すことができた。

彼女は大統領や女王、王と共に会食した。また非合法に王国がのっとられた後も、ハワイの人たちの

権利のために不断に闘った。 

 しかしとりわけ彼女は抑えがたい知識欲の持ち主だった。1898 年の自著、“Hawai’i’s Story by 

Hawai’i’s Queen”の中で次のように語っている。“知識の獲得は私の人生全体における情熱であり、現

在においてもその魅力を失わない。” 

 私が想像するにもし彼女が今日に生きていたならば、ハワイアンに対する愛情と知識への欲望とい

う彼女の２つの大きな情熱が、マウナ・ケアの山頂で共に多くの問題を抱えていることに対して悲し

く思うであろう。「ホワイトマウンテン」の望遠鏡によってなされた、宇宙に関する多くの驚くべき

発見はきっと彼女を魅了したことだろう。 

 ひょっとするともしかして、少女リリウオカラニは天文学者になろうと思ったかも知れない。 

 マカリイ（ハワイのカヌー）に乗りながら、私たちは皆、なんとなんらかの道で探検家であること

か、と考えた。これは人間の性質の一部なのである。地平線を越えて何があるのか、古代ポリネシア

ンを新世界に向けて船出させた好奇心と、銀河の海を越えた世界を学ぶため、今日の天文学者に天を

観察させる好奇心とは同じなのである。 

 それなのになぜ、現在こんなにも多くの議論がマウナ・ケアを取り巻いているのであろうか。 

 多くの非難は天文学者のものである。長年にかけて、天文学者たちは無視や尊大さを通じて、一部 
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のハワイの人たちにとってのマウナ・ケアの神聖さに対して思いやりがなかった。より巨大でより性

能のよい望遠鏡を建設したいという熱望によって天文学者たちは、科学とは世界の単なるひとつの指

標にすぎないのであり、そのため自分たちとは違う世界の見方に敬意を表しなければならないという

ことを忘れた。マウナ・ケアは望遠鏡がそこに建設されるよりもずっと以前からハワイの人たちにと

って聖なる地であったのであり、天文学者たちはこの神聖な場の威厳を保存するのを助ける道義的な

義務を持つのである。 

 しかし異文化への思いやりというのは双方向なものである。科学もまた文化であり、文明の夜明け

までさかのぼることのできる古いものである。現在の天文学は人種、宗教そして言語を超越している。

一部のネイティブハワイアンや環境団体の、マウナ・ケアの望遠鏡の廃止や将来的な開発の禁止への

要求にもまた文化的な思いやりがない。なぜなら彼らにとっても最終的な精神の探求となる宇宙の探

検にともなう、天文学者が山に感じる親近感を無視しているからである。 

 確かに、これから先もハワイの人たちのマウナ・ケアに対する敬愛を、近代社会では的外れの単な

る古代の迷信の名残と考えたり、自分たちはマウナ・ケアにどんな望遠鏡も望めば建設を許されるべ

きだと考えるたりする天文学者もいるだろう。 

 同様にネイティブハワイアンの中にも、マウナ・ケアに天文学者が存在することを、外国の侵略者

が自分たちの国をいまだ支配していることの目でわかる例だとする人や、すべての望遠鏡を排除し山

を元の姿に戻さなければ満足しないという人もいるだろう。 

 しかしこれらの２つの極端な見解には我々の多くに占められた、共通の基盤がある。私たちのケイ

キ（子供）がハワイアンだろうがなかろうが、文化的遺産を守るため、星を学ぶため、彼らの望むよ

うにマウナ・ケアを礼拝し、常に歓迎されていると感じられるのを確かにするほど、このハワイの島々

にはアロハスピリットがある。わたしたちは怒りや、過去の権利の侵害における罪にとらわれて過去

に生きることはできない。 

 リリウオカラニ女王が言うように、“世界はとどまることはできない。私たちは前進か、または後進

しなければならない。” 

 私はマカリイをヒロ・ベイの入り江につけ岸辺に戻っていきながら、もしリリウオカラニが今日生

きていたら、彼女は確かにマウナ・ケアの山頂にはハワイアンとノンハワイアン、天文学者と非天文

学者、みんなの居場所があると言ったに違いないと考えた。 

[東京大] 
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Hula has been an important part of Hawaiian culture for many generations. Native Hawaiians, 

both men and women, have been performing hula for centuries.  

This is, Mamina Koga, a former graduate student of the University of Tokyo, performing Hula on 

Ala Moana Beach in Honolulu Hawaii. Ms Koga, who is a specialist in ethnomusicology, has been 

studying hula for more than five years.  

Hula looks easy, doesn’t it? But actually it’s not easy at all. It takes years practice just to get the 

basic steps right. And learning the proper movements is only the beginning. Anyone who is seriously 

interested in learning hula also needs to understand its history and its cultural significance for native 

Hawaiians.  

Today we usually see hula being performed to music to the accompaniment of ukulele or guitar. 

But in the old days, hula was the accompaniment to chanting or poetry. A chanter recited a poem, and 

the hula performance repeated and reinforced the chanter’s spoken words through expressive body 

movements.  

Some chants celebrated the king and his family. Others prayed for a good crop, or welcomed 

visitors. Some were dedicated to gods and goddesses while others were love poems. The poems were 

chanted with drums, made of gourds or wood.  

Sometimes only one man or woman would perform, but at othertimes as many as two hundred 

people would be dancing in perfect unison. The performances trained very hard to make their hula 

performances perfect. They all lived in the same place, called halau, and they practiced together 

everyday. In the halau, the dance movements were defined and taught by the master teacher or kumu 

hula, who made sure that the hula tradition would be preserved and handed down to the next 

generation of Hawaiians.  

In the last two hundred years or so, since Hawaii’s contact with the Euro American world, hula has 

undergone many changes. But in Hawaii today hula is still considered a vital aspect of Hawaiian 

tradition. For Native Hawaiians in particular, hula provides an important cultural anchor, connecting 

them to the traditions of the Hawaiian Islands.  

Anyone interested in understanding the culture and society of Hawaii has to try and understand 

the significance of hula. That is why Ms Koga has been studying hula for many years. Professor 

Yaguchi hasn’t been studying hula for quite as long, so he thought it was a good chance to pick up 

some hula tips. Somehow, though, competed expert, he looks a little awkward, don’t you think? His 

hips don’t swing as smoothly as hers. His arms are not level. His head is tilted. His posture isn’t very 

good at all. His steps are very uneven. And I have to say that I think his smile is far less charming. 

Well, it seems he has a long way to go. 

[東京大] 
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Introduction 

Takeshi Saito 

 フェルマーの最終定理の歴史は、17 世紀のフランス人数学者 Pierre de Fermat が自分が読んでいた

数学書の余白にラテン語で次に述べるこちらをからかうような文を書いたことから始まる。「3 乗の数

は 3 乗の数 2 つの和にはならず、4 乗の数は 4 乗の数 2 つの和にはならない。そして一般的に 2 乗より

大きな任意の累乗の数は同じ指数の累乗の数 2 つの和にはならない。私はこの定理について実に驚く

べき証明を発見したが、その証明を記すにはこの余白は狭すぎる。」 

 フェルマーは、方程式 xn+yn=znは n≧3 の場合、自明でない整数解、すなわち xyz≠0 を満たす整数解

をもたないと主張した。しかしフェルマーが言うには、その余白には彼が発見した素晴らしい証明を

書き記すのに十分なスペースがない、ということだった。この定理に対して、その後何世紀にも渡り

多くの優れた数学者が挑んだ。これは、フェルマーが証明することなく作成した数学に関する幾つか

の記述のうち最後まで証明されずに残ったものだったのでフェルマーの最終定理として知られてい

る。 

 フェルマーがこの証明抜きの定理を考案してから 300 年以上も後になって、東京大学の谷山豊と志

村五郎という二人の若い日本人数学者が、当時全く知られていなかった論理的つながりによってフェ

ルマーの最終定理と結びついた、この問題解決に重要な手がかりを発見した。その手がかりとは、楕

円曲線とモジュラー形式という数学における二つの主たる題目の、全くもって予期せぬ驚くべき関係

であったのだ。楕円曲線が古代ギリシャまでその歴史をさかのぼれ、フェルマー自身がその復活に一

役買うほど長い歴史を持っているのに対し、モジュラー形式の研究は、ほんの 19 世紀までしかその歴

史をさかのぼれないような比較的新しい分野である。これらの起源によって、両者は全然別の題目で

あると思われてきたため、その間のつながりを立証することは数学的に偉大な業績であると考えられ

た。 

 1993 年、Andrew Wiles は谷山と志村によって発見されたつながりの大部分の証明を発表し、それ

によりついにフェルマーの最終定理を解き終えた。彼の発表は 7 年間一人で努力した成果であった。

しかし彼の発表はまだ完全にフェルマーの最終定理の物語のハッピーエンドになったわけではなかっ

た。発表後少ししてから、その証明に重大な欠陥があることがわかったのだ。1994 年にフェルマーの

最終定理が最終的にそして決定的に解決される前に、Wiles は世界中からの集中的な興味の視線にさら

されながらもう一年努力の日々を耐えなければならなかった。 

 このセッションでは、どのように谷山と志村が東京大学キャンパス内で出会い、その共同作業によ

りどのようにして、最終的に数学史上最も重要な発見のうちの一つを導くことになった理論を綿密に

作り上げたかについて紹介しよう。 

 

Fermat’s Enigma 

Simon Singh 

1954 年 1 月、東京大学のある若く才能のある数学者がいつものように、彼の部門の図書館を訪れた。

志村五郎は Mathematische Annalen 誌の第 24 巻を一冊探していた。特に、ドイリングが書いた虚数 

訳例 4 MATHEMATICS 
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乗法の代数理論の論文を探していた。特に厄介で難解な計算の助けとして必要だったのだ。 

 だが、その巻はすでに貸し出されていたので、志村は驚くと同時に困ったなと思った。借りたのは

谷山豊であり、彼はキャンパス内の、志村とは反対側の場所に住んでいて、志村にとってはそういえ

ばそういう人もいたなぁ、という程度の知り合いであった。志村は谷山に、厄介な計算を終わらせる

ためにその雑誌が至急必要であることを説明し、いつ返却予定かを丁寧に尋ねる内容の手紙を送った。

数日後、志村の机の上に一枚のはがきが置かれていた。谷山は、彼もまた丁度同じ計算に取り組んで

いて論法上の同じ点で行き詰まっている、と返事を書いたのだった。谷山は、お互いに考えを出し合

って、よければ一緒に問題を解決してはどうかと提案した。一冊の図書館の本をめぐるこの偶然の出

会いによって、数学史の流れを変えることになる共同研究が始まった。 

 1954 年に彼らが出会った頃、谷山と志村は丁度数学者としての仕事を始めたばかりであった。伝統

的に若い研究者は、彼らのまだ羽根が生えたての頭脳を導く教授の指導を受けるものであったが、谷

山と志村はこの形の見習い期間を拒否した。第二次世界大戦中、実質的な研究は停止してしまってい

て、1950 年代になるまで数学の教授陣は復活しなかったのだ。志村曰く、教授陣は「疲れ果て、やる

気もなく、幻滅している状態だった」。それに比べ、戦後の学生たちは情熱的で学ぶ気に満ちあふれて

いたので、彼らはすぐに、前進する唯一の方法は自分たちで自分たち自身に教えることであると悟っ

た。学生たちは定期的にゼミを開き、最新の技術や発見を順番に教え合った。普段は投げやりな谷山

であったが、ゼミでは猛烈な推進力となった。彼は、年上の学生には未知の領域を探求するよう勇気

づけ、年下の学生に対しては父親的な役割を果たした。 

 谷山はうっかり者の天才の典型であり、それは彼の外見にも表れていた。彼はきちんと靴紐を結ぶ

ことができなかったので、一日に何回も靴紐を結ぶくらいならいっそのこと靴紐を全く結ばないこと

にした。志村が几帳面である一方、谷山は怠惰と言ってもよいほどだらしなかった。驚いたことに、

これが志村が素晴らしいと思った谷山の特性なのであった。志村曰く「谷山は多くの間違いを犯す才

能に恵まれている。それもほとんどが正しい方向に。私は彼のこの才能をうらやましく思い、彼の真

似をしようとしたが、結局良い間違いを犯すことが非常に難しいことが分かっただけで徒労に終わっ

たよ。」 

 学生たちは西洋から遠ざかっていたので、ゼミでは時折ヨーロッパやアメリカでは一般的に流行遅

れだと考えられている題目を取り扱った。谷山と志村は、とりわけ時代遅れな題目であったモジュラ

ー形式の研究に興味をひかれた。モジュラー形式は数学の中でも最も奇妙で不思議な研究対象のひと

つであった。モジュラー形式は数学の中でも最も難解な存在のひとつであるが、20 世紀の数論者マル

ティン・アイスラーはモジュラー形式を五つある基本的操作のうちのひとつだと考えた。すなわち加

法、減法、乗法、除法、モジュラー形式の五つということである。モジュラー形式には無限の対称性

を表すという面白い特性がある。谷山と志村が研究したモジュラー形式は無限通りの方法で移動、切

り替え、交換、反射、回転が可能で、しかしなお元の状態を保つため、数学の研究対象の中でも最も

対称性を有している。 

 不幸なことに、モジュラー形式は描くことはもちろん想像することさえできない。なぜなら、モジ

ュラー形式は双曲空間と呼ばれる四次元空間に存在するからである。人間はありきたりの三次元世界 
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で暮らすことを余儀なくされているので、双曲空間を理解し取り扱うのは難しいが、四次元空間は数

学的には妥当な概念であり、モジュラー形式にこのような非常に高度な対称性を与えているのがこの

特別な次元なのである。画家のマウリッツ・コルネリス・エッシャーは数学的な発想に惹かれ、自分

のエッチング作品や絵画の一部に双曲空間の概念を持ち込もうと試みた。図 1 はエッシャーの Circle 

Limit IV だが、これは双曲世界を二次元のページにはめ込んだものである。 

 モジュラー形式は数学の中では非常に自立した存在だ。とりわけ、楕円方程式とは全く関係ないよ

うに見える。モジュラー形式はとてつもなく複雑なもので、研究される大体の理由がその対称性であ

り、19 世紀になって初めて発見されたのだ。楕円方程式は古代ギリシャまでその歴史をさかのぼるこ

とができ、対称性とは何の関係も持っていない。モジュラー形式と楕円方程式は数学の世界の中でも

全く異なる領域に存在し、誰もこの二つの間にわずかでもつながりがあろうなどとは誰も信じたりし

なかったであろう。しかし谷山と志村は、楕円方程式とモジュラー形式は実質的には同一のものであ

ると言って数学界に衝撃を与えた。この二人の無所属の数学者によると、モジュラー形式と楕円方程

式の世界は統合することが可能であるということだった。 

 1995 年 9 月、東京で国際シンポジウムが開かれた。これは多くの若い日本人研究者にとって、世界

の他の国々の研究者に自分たちが学んだことを誇示するまたとない機会だった。彼らは自分たちの研

究と関係のある 36 の問題を一つにまとめて配った。それにはつつましやかな導入が付いていた――こ

れらはまだ解決されていない数学の問題です。じっくり準備したわけではありませんので、これらの

中には自明なものやすでに解決済みのものもあるかもしれません。参加者の皆さんにはこれらの問題

のうちどれか１つにでも論評を加えていただけたらと思います。 

 これらの問題のうち 4 つが谷山によるものであり、それらはモジュラー形式と楕円方程式の不思議

な関係をほのめかしていた。これらの無邪気な問題が、最終的には数論の革命を引き起こすことにな

るのだった。そのシンポジウムで谷山が出した問題はすべて、各々のモジュラー形式は実は姿を変え

た楕円方程式であるという彼の仮説に関係していた。全ての楕円方程式はモジュラー形式と関係があ

るという考えはとても奇妙だったので、谷山の問題を見た者はそれらを変な意見としてしか見なさな

かった。谷山の唯一の理解者である志村は、谷山の考えには力と深さがあると信じていた。志村はシ

ンポジウムの仕事をしながら、その仮説を世界の他の国々の研究者が無視できないレベルにまで発展

させようと谷山とともに努力した。志村はモジュラー形式と楕円方程式の世界の間にある関係を裏付

ける証拠をもっと見つけたかった。1957 年、志村がプリンストン高等研究所に招待されて、二人の共

同作業は一時的に停止してしまった。アメリカで客員教授として過ごして二年の時が経ち、志村は谷

山との共同作業を再開しようとした。しかし、この共同作業は決して再開されることはなかった。1958

年 11 月 17 日、谷山豊は自殺したのだった。 

  

 短い経歴の間に谷山は数学に対して多くの急進的な考えを提案した。シンポジウムで彼が出した問

題には彼の素晴らしい洞察が含まれていたが、彼の洞察はあまりにも時代に先んじていたために、そ

れが数論に計り知れない影響を与えるのを彼自身が生前に見届けることはなかった。ハーバード大学

教授 Barry Mazur は谷山‒志村予想の出現を目撃した人だ。曰く「それは素晴らしい予想でした。し 
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かし、あまりにも時代に先んじていたので、最初は無視されてしまったのです。初めてこれが提案さ

れたときは、あまりにも衝撃的であったため、取り上げられることがありませんでした。一方には楕

円曲線の世界が、もう一方にはモジュラー形式の世界があります。どちらの数学分野も集中的に研究

されてきましたが、別々に研究されてきました。そこに谷山‒志村予想が現れたのです。これは全く異

なる二つの世界の間に橋がかかっていることを告げる重要な予想でした。数学者は橋を架けるのが大

好きなのです。」 

 数学における橋の価値は莫大なものである。その橋によって、遠く離れた島々に住んできた数学者

の集まりが意見を交換し合ったり互いの世界を探検したりできるようになる。数学は無知の海に浮か

ぶ知識の島々から成り立つ。たとえば、外形と形状を研究する幾何学者たちでいっぱいの島もあれば、

数学者たちが危険性と可能性について議論する確率の島もある。そのような島々が何十何百もあり、

それぞれの島で独自の言語が使われ、その言語は他の島の住人には理解不能なのだ。谷山‒志村予想は、

二つの島をつないで、初めてお互いの住人が話すことを可能にするであろうという素晴らしい潜在力

を秘めていた。谷山‒志村予想はモジュラー形式の世界を通して楕円問題に近づくことで、数学者たち

がそれまで何世紀もの間未解決のままであった楕円問題に取り組むことを可能にしたのだった。 

[東京大] 
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In March 2005, a German eye doctor with a keen amateur interest in mathematics, discovered after 

a 50 days search, using his personal computer, what was at the time world’s largest prime number.  

A prime number is simply one that cannot be divided by any other number except 1 and itself. So 

21 is not a prime number, because it can be divided by 3 and 7. But 3 and 7 are both primes, because 

nothing will divide into either of them. The primes are the building blocks of mathematics, the 

numerical equivalent of atoms. 

The prime number doctor Novak discovered was more than 7.8million digits long and was 

written, 225964951-1. When interviewed by the press, doctor Novak was reluctant to talk much about his 

discovery. But Simon Singh, the author of today’s lesson, wrote in a British newspaper that this 

discovery was a big deal. He said the discovery of a new biggest prime symbolized humankind’s 

progress, in confronting a challenge of epic proportions. 

The Greek scholar Euclid has shown that there is an infinite number of primes. But finding the 

primes becomes increasingly difficult as they become bigger. So you can imagine how unusual doctor 

Novak’s discovery of a 7,816,230digit prime number was. Singh argued that it was such a major 

breakthrough that it deserved to be reported in the front page of any national newspaper. 

Still not convinced of the magnitude of doctor Novak’s discovery? What you may ask does this 

exploration mean? Well, Prime numbers actually generate direct benefits to society. Prime numbers 

are used to encrypt messages. That is, to turn a message into a form, essentially a code, that is 

unreadable to anyone who doesn’t have a special key to decode it. The way encryption is done today 

relies on the strange property that multiplying prime numbers is relatively easy (what, for example, is 

7 times 13?), but working out what the 2 prime numbers are that multiply together to give a certain 

result is much harder, (what 2 numbers, for example, do you multiply together to get 323?). Indeed, 

with very large numbers, it becomes virtually impossible to solve such problems. And this leads to 

effectively unbreakable codes. 

Thanks to the mathematics of primes and these codes, it is possible for individuals to send credit 

card details over the Internet, and for banks to transfer money securely. And thanks to primes, our 

e-mails can be encrypted and made safe from prying eyes. Prime numbers mean that our privacy can 

be protected. 

And if that still isn’t enough for you, and if you want to have a more direct personal financial 

benefit, then primes can deliver again. RSA, an encryption corporation in the United States, offers 

$20,000 to anyone who can work out which 2 primes multiply together to give this number: 

 

310741824049004372135075003588856793003734602284272754572016194882320644051808150455634

682967172328678243791627283803341547107310850191954852900733772482278352574238645401469

1736602477652346609 

[東京大] 
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Introduction 

Yuko Fujigaki 

 物事は数値化されるとそれら自身の実体を持つように思える。例えば偏差値や視聴率、教育的な評

価や調査による評価までも考えてみよう。いったん物事が数値に置き換わると、客観的で普遍的に適

用できる、つまり脈絡がなく、どこでもあてはまるような物事になるように思われはじめる。 

 この節のための文章はある特定の数が定義された瞬間に戻ることの重要性とその数が生み出された

過程を注意深く考えることの重要性を主張している。立ち止まってその数の定義の中で何が無視され

ていて何が重要とみなされているかを考えることは良い考えだ。あるいは別の言い方をすると、どの

ように「雑音」と「信号」が区別されてきたのか。このような種の判断によると、近似化の方法は異

なり、算出の仮定も異なり、今度はそのことが異なる数値を導きだすだろう。近似化の過程や仮定の

構築を省いたり、算出された数値を普遍的に適用できる客観的な結果として扱ったりすることは重大

な誤りだ。 

 「国際化」は今日の世界のどこにでもあるキャッチフレーズである。例えば「世界標準」といった

一般概念で話すことは、どのような文脈やどのような文化でも受け入れられる世界標準や変数といっ

たものが実際にあるという考えを促進させる。しかしながら、普遍的に受け入れられる標準的な変数

があるということは本当に真実なのか。実際には重要な変数はいつも故意に選ばれたもので、問題に

なっているある特定の調査計画のテーマや目的に依存するものである。重要な変数はこの理由から文

化的、歴史的な文脈に従って変わる可能性が高いものである。国際化が文化的に特定の変数の強制的

な輸出につながるということは心配なほど起こる可能性があることだ、つまり強力な文化の変数が、

その変数がおそらく全くもって不適当であるだろう他の文化にたやすく押し付けられてしまいかねな

いということだ。このことは今日の科学技術社会論の中心にある主要な問題のひとつだ。 

 

Objectivity and the Assessment Process 

Yuko Fujigaki 

 物理学や化学といった近代の実験に基づいた科学の理論的な枠組みは仮説的で理想化された体系に

基づいている。物理学者として私の友人がかつて物理学は近似化の科学だと言った。言い換えれば、

物理学はいつも本質的なことと無視できることを区別しようと努力している。物理学が本質的だと解

釈した要素だけがさまざまな公式の形で表現される。その一方で無視しても差し支えないものはすべ

て無視される。それゆえそれの問題はいつも近似化を通して解決される。 

 たとえば高校物理では摩擦や空気抵抗は簡潔な運動方程式を引き出すために無視される。しかし私

たちが覚えておかなければならないことは、実験室や理想化された体系だけでなく高校での近似化で

も無視されている摩擦や空気抵抗は実際には職務中になされる実用的で応用的な科学の本当の本質の

大部分を構成している。「信号」（S）を考慮しなければならないものとして、「騒音」（N）を無視でき

るものとして理解するときは、私たちは SN 比が実験室的な（つまり理論的な）科学と現場での（つ

まり実際の）科学の間でかなり異なっているかもしれないという事実を見失わないようにしなければ

ならない。 

訳例 5 OBJECTIVITY 
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 信号と騒音、つまり重要なことと重要でないことの定義におけるこのような種の相違、不一致とさ

えいってもよいが、は名古屋で 1990 年代に起きた干潟の埋め立てについての議論のなかにとてもはっ

きりとみられる。1994 年から 1998 年の間に名古屋市と名古屋港の機関は藤前干潟の一部を埋め立てる

ことを目的とするプロジェクトの査定を行った。公聴会がそのプロジェクトが潜在的に環境に与える

影響についての公式の査定について議論するために開かれた。その地域の住民はその計画に強く反対

し、公式報告の環境査定にもきっぱりと反対した。最終的に名古屋市長は 1999 年にその計画をあきら

めざるを得なくなった。 

 重要な問題はどのように「使用割合」を算出するかであった。それは例えばシギやチドリといった

鳥たちがどれだけ提案されたプロジェクトの対象となる地域を使っているかを示すことを目的とした

データであった。論争の中心にあったのは提案された埋立地がシギやチドリが冬をすごすために飛ん

でくる干潟を根本的に変えてしまうだろうという事実だった。その地域はこれらの鳥のための国際的

に認められた日本の冬の港だった。 

 「使用割合」のようなものは客観的な測定の種類に思えるかもしれないが、実際には一方、そのプ

ロジェクトの推進派と他方、独自の調査を行った独立した非政府組織とが計算した使用割合の間には

とても大きな差があった。市の査定はその割合を 0.0%から 10.7%の間のどこかであると算出した。他

方で、NGO はその割合を 31%から 96%の間であると算出した。この不一致はどのように使用割合を決

めるかの定義の違いから結果として生じた。プロジェクトの推進派では使用割合は「昼間に提案され

た地域を、そのとき水没しているかどうかに関係なく、使っている鳥の割合」確かめた結果として定

義された。対照的に、NGO が使った定義は「提案された計画の地域が水没していない間にどれくらい

の割合の鳥がえさを食べているか」であった。市は NGO の使用割合の定義を「鳥がその土地をもっ

とも使いやすい状況で行われた調査はただ単に鳥の日常生活の１つの側面を観察しただけにすぎな

い」という理由で批判した。 

 

プロジェクト推進派は自分達の調査を行い、4 日分のデータを集めた。1994 年の 2 月 15 日、5 月 12

日、5 月 19 日、そして 9 月 6 日。5 月 19 日は小潮、乃ち潮の満ち引きの差が最も小さくなる日であり、

残る３日はその逆で最も大きくなる上げ潮の日であった。これらの日は年間の平均値を算出する目的

で選ばれた。その調査というのは、ある指定された場所での鳥の数を日の出から日の入りまでの間の

１時間毎に数えるというものだ。言い換えれば、1 日の平均値を算出する為に、この調査は土地が水没

していようがしていまいが日の出から日没までの 1 時間毎のデータを使ったということだ。これは、

最後の算出は「日の出から日没までに指定された全てのエリアで観測された鳥の総計数の内の埋立予

定地に来た鳥の数の率」に基づいているということを意味していた。 

 一方で NGO も調査を行い、プロジェクト推進派とは異なる４つの日のデータを集めた。1994 年の

2 月 17 日、3 月 27 日、4 月 24 日そして 5 月 8 日である。これらの日は NGO が、干潟を鳥が一番使い

そうな時に鳥の観測をできる様に選ばれた日であった。NGO 調査員は指定区で干潮 3 時間前から満潮

3 時間後迄の 1 時間毎に鳥の数を数えた。このやり方はその土地が最も頻繁に鳥に利用される時間帯に

焦点を当てており、これらの日やこれらのやり方によって NGO は使用率（使用割合）を「全ての指 
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定区の鳥の数の総計中の、殆ど干潟が水没していない時間における藤前干潟に餌をとりにきた鳥の数

の割合」と定義した。プロジェクト推進派と NGO の調査結果においてあの様に差を生じさせたのは、

日の選び方と使用率の定義の相違なのだ。 

 ならば、干潟を埋め立てるという名古屋市の計画を推進するかどうかを決定する上で、どちらの使

用率を採用すべきであったのか。プロジェクト推進派は無作為抽出を使っており。これこそ「客観的

数値」として捉えるべきだと主張していた。一方で NGO 側は、指定区が最も頻繁に使用された時間

帯から抽出した代表的な数字こそ正しい使用率であると主張した。 

 プロジェクト推進派と NGO との間の議論の核心は、使用率の定義の仕方、その近似方法、そして

どの種のサンプルがデータに使われるべきかという問題である。2 つの調査は測定のタイミング（いつ

データを収集したか）の点で異なるだけでなく、実際の測定方法の点でも異なっていた。これらの差

異はどう近似すれば（見積もれば）ベストか、近似の中で何が強調されるべきかということでの異な

る意見により生じた。言い換えれば、何を無視できて何を不可欠なものとして捉えなければならない

か、要は、S／N 率の食い違いがあったわけだ。プロジェクト推進派は、使用率は無作為抽出によって

見積もられるべきだ、つまり、1 年を通しての平均を確定することによって、そして 1 日の平均を確定

することで近似化すべきだと確信していた。これはデータを特定の期間にあの特定のやり方で集める

という彼らの決定の基盤である。一方で NGO は使用率を、鳥が最も指定区に集中する間に焦点を当

てることで見積もりをした。これら 2 つの近似方法のどちらが埋立予定地の影響の査定に用いられる

べきなのか。 

 NGO の使用率の数値は、現場で得たその地域の知識を反映するよう作られている。一方プロジェク

ト推進派の数値はエンジニアプログラミングにさえ使われうる手段としてや、理想的な工学システム

に適している数値として見なされている。しかしこの科学的ランダムシステムに基づく理想化された

計算では、干潮と満潮の違いが無視されてしまっていた。NGO のやり方はそれにも関わらず潮の差を

無視してはいけない不可欠なものとして捉えようとした。これは理想と現実の間で生じた S／N 率の

相違の良い例である。 

 名古屋での議論の核心にある基本的な問題は、「どちらがより科学的なのか」という見地のもとで見

積もり（近似）や計算方法の定義における違いを議論してきたことである。プロジェクト推進派は、

どんな工学計画にも使われる無作為抽出が「客観的数値」であると主張した。推進派は近似された査

定で科学をつくり、査定の過程にはいつもある価値判断が含有されることを認識しなかった。彼らは

自分達の科学的方法の限界を認識できなかったので、NGO が提案した異なる形での客観性には対応で

きなかったわけだ。それは実際の地域状況という現実に一致した数値を持ち出す必要性を含んでいた

のだが。プロジェクト推進派には見積もられた査定には必ず近似が含まれており、近似には必ずなに

が重要でなにが無視できるかといった相対的な重要性に関する価値判断が含まれるということが理解

できなかった。彼らは、全ての所謂客観的データの用意に含まれるものの一部であるこの様な価値判

断は不可避にデータの集め方やデータの性質そのものに影響を与えるということを理解し損ねたわけ

だ。 

[東京大] 
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How do you prove that you are really you? When you take an exam at Komaba, you might be 

asked to put your photo ID on the desk. So you prove that you are really you with the photograph. 

But do you think your ID photo really represents you accurately and objectively? 

In her controversial book on photography, the American critic Susan Sontag challenged the 

common assumption that photographs accurately represent reality. Sontag argued that in fact, the 

“cameras rendering of reality must always hide more than it discloses”.  

When we’re reading a newspaper, we don’t often stop to ask ourselves what a photograph might 

be hiding, avoiding, or distorting. For most of us, a photograph seems as real as a real view through 

some kind of real window. But, do you think photographs accurately and objectively capture the 

reality of an event?                                      

Well, part of the problem here is that it’s just so difficult to define the meaning of “reality”.  

So perhaps a better way to approach the issue of the question of reality of photographs is to think 

of these visual images in the same way that Professor Fujigaki approaches numbers. Professor 

Fujigaki warns us that “things seem to take on a life of their own when they’re turned into numbers” 

and “they stopped to seem objective”. So she encourages us to be mindful of the process of 

approximation and the construction of “hypothesis”. Photographic images too, easily take on a life of 

their own and start to seem objective. So perhaps we should treat photographic images in the same 

way that Professor Fujigaki encourages us to treat numbers. What we should focus on is the process, 

not the product. We should be thinking about how a photographic reality is constructed.  

So, let’s think of how a photograph is made. Think for you do when you take photographs. What 

are some of the things that are involved in making an image?  

1. Maybe first, you identify an object or a scene. Are you taking a photo of a person, a tree, something else?  

2. And then, maybe you decide on the angle. Are you shooting straight ahead, to the right, the left, the back, the front?  

3. Next, composition. How are you going to arrange the objects?  

4. And then, cropping. You’re going to crop the image, what are you going to include? What are you going to leave out?  

5. And finally, you’re going to focus: what are you going to focus on?  

These are just a few of the things, we all think about when we’re taking a photograph whether we 

think about them consciously or not. And of course nowadays, with digital cameras, there’s also the 

question of digital manipulation. Using software, we can easily decide, after the photograph is already 

on our computer screen, how much to crop, what colors to emphasize, what a degree of contrast is 

going to be. Or we could even combine two or more images to make a composite image showing 

something that never really existed.  

Just as numbers can make data seem “objective”, photographs can make visual data seem real. So 

in order to assess the “reality”, it’s important to be highly conscious of the process by which those 

visual images were created. 

[東京大] 
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Introduction 

Junichi Murata 

我々が「プルシアンブルー」とは何であるかを知っていると言うとき、知っているということを何

だと考えているのだろうか。百科事典を開けば、この特定の色についての比較的詳細な説明を容易に

見ることができる。それは、ドイツとフランスで 1704 年にほぼ同時に発見されたもので、動物の血ま

たは肝臓からできた一種のナトリウム塩が加熱され、硫酸鉄を加えられたときに偶然得られる青い沈

殿物からなる無機顔料である、とおそらくわかるだろう。また、この色に関する他の多くの出来事や

説明を目にすることもできるだろう。そしてそれらは、例えば、なぜこの特定の青色が「プルシアン」

と呼ばれるのかなどということを理解する助けとなるだろう。 

このようにして、「プルシアンブルー」という色についての多くの情報を得ることができるだろう。

これは、その色が何であるかを今知っているという意味なのだろうか。確かに、今となってはそれに

ついての様々な質問に答えることができ、この意味では、その色についていくらかの「専門的」知識

を今持っていると言うことができる。しかし、以前にその色を一度も見たことがなく、読んだ説明に

実際にプルシアンブルーを表したものがなかったらどうだろうか。その色がどのように見えるかがま

だ全くわからないのだから、その色の本質的な特徴を把握したとはおそらく感じられないだろう。実

際に、いくつかの濃淡の異なる青色を見せられたら、それらの中でプルシアンブルーを特定すること

は、まだできないだろう。 

「百聞は一見にしかず」という有名な諺は、この状況によく当てはまる。この諺によれば、直接の

経験によって得られた知識は、間接的な記事や記述によって得られる知識と比べて本質的に異なって

いて、時にはより重要であるということだ。その諺がとてもよく当てはまるようないくつかの種の物

事や出来事がある。色はこの種の物事の中で最も典型的な場合のうちの一つだが、感覚や様々な感情

の場合でもまた、似たような状況を目にすることができる。 

例えば、腰痛とはどのようなものであるのかを知ることは何を意味するのだろうか。10 年以上前、

私は突然、背中に激しい痛みを起こし、動き回るのが難しくなり始めた。この経験をする前から、誰

かが腰痛だと言うとき、それが何を意味するのかを私は理解していて、その人に同情することができ

ると考えていた。しかしそれを自分自身で経験した後は、腰痛に苦しむ人への同情的な理解はさらに

深くなった。少なくとも、私にとってはそう思えた。 

また、例えば、子供を失ったときに親が感じるような悲しみがどのようなものかを知ることは何を

意味するのだろうか。たとえ我々が彼らの状況に深く同情したとしても、彼らの悲しみの中には、我々

が経験することのできない根本的な要素があるように思われ、この意味で、彼らの悲しみを我々が理

解し知ろうとすることには、打ち破ることのできない本質的な限界がある。たとえ我々が彼らの状況

についてどんなに多くの情報を持っていたとしてもだ。 

 我々はよくこのような状況を次のように表す。我々が「内側」からしか理解できないものが世界に

はあるのだ、と。この「内側」の空間はふつう精神や魂の空間と呼ばれ、この「内側」と「外側」の

間の関係に関わる問題は哲学者たちの間で「心身問題」と呼ばれている。重要なのは、我々がこの「内

側」に、部屋の内側に達するのと同じようには達することができないということである。つまり、我々 

 

訳例 6 SUBJECTIVITY 
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は閉じた鞄を開いて内側にあるものを見つけるようにはそれを開くことができないのである。苦痛や

悲しみの内側の側面は外側の（身体的・生理学的な）側面と同様には扱うことができず、心を知るこ

とと体を知ることは本質的に異なっているのだ。 

 おそらくあなたはこれらの例に暗に含まれる意味が少し曖昧だということに気づいているだろう。

一方で、これらの例は、内側を知ることは他人に対する理解を深めたり高めたりするために重要であ

るということや、内側を知ることが対人関係を強めることに貢献するということを示している。他方

で、これらは逆の方向に解釈される可能性もある。これらの例は、私の状況と他人の状況は厳密には

同じではないので、他人の経験を我々が理解し知ることには常に本質的な限界があるということを示

し得るのである。 

この曖昧さは極端な意味で次の例により明らかになる。誰もが、すべての人はある時点で死に、人

は自分自身の死を受け入れなければならないということを知っている。私は自分の死を避けることが

できず、誰も私の代わりに死ぬことはできないということを知っている。この意味で私の死は人生の

中で遭う最も私的・個人的な出来事である。しかし、私は自分が死ぬということがどういうことなの

か知っていると言えるのだろうか？ 私はそれを他の誰よりもよく知っていると言えるのだろうか？ 

明らかに、否である。なぜなら私は死を体験したことがないし、それに死を経験してしまったら、私

はもう死んでしまったので、死についてのいかなる知識も持てる立場にいなくなるからである。この

意味で、私が自分の人生における最も根本的で私的な出来事について純粋に知ることは論理的に不可

能である。確かに、私は生物学的、社会学的、心理学的な観点では自分の死についてのかなりの知識

を持っている。しかし、これらの多様な種類の知識は外側の知識の領域に属しており、内側からの知

識の獲得には役に立たないのである。これが「百聞は一見にしかず」という一見どうということのな

い諺の一つの解釈となるだろう。 

 この結論は少し思いがけないように思われるだろうか？ 確かにそうだろう。もしこの結論がその

ように思われるなら、我々はもう一度初めから、ここまで追ってきた話題を再考し、改めなければな

らない。そのような試みは、知識についての新しい話題を探し求める試みとなるだろう。その中で、

死ぬということがどういうものなのかという問題をより適切に理解するために、我々が純粋な知識を

獲得できることを私は望んでいる。 

 

Dying a Death 

Allan Kellehear 

 

 死とはどのようなものかを書いた本はたくさんある。それらは残酷な内容である。全ての本が、ぞ

っとするような細部まで記述してある。息切れのことについては息切れするような語り口で記述され

ているし、吐き気のことについては吐き気がするように説明されているし、痛みやひきつけについて

は苦痛になるほど詳しく描写されている。私の言うことは、若い医者が死んだ患者を開胸して蘇生さ

せようとした試みについての次の文章の例を読めばわかるだろう。 

 『細動する心臓をつかんだときの感覚は、盛んにうごめくうじ虫が入った濡れたゼリー状の袋を手 
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に持つようだ、と書いてあるのを読みましたが、実際そのとおりです。心臓を握った手ごたえが急速

になくなってゆき、心臓が血液に満たされていないのだとわかりました。また、私が心臓の中身を送

り出そうとすることも意味のないことなのだとわかりました。なんといっても肺に酸素がいっていな

かったからです。けれどそれでも私は諦めずに蘇生を続けました。そして突然、あまりの恐ろしさに

呆然とするようなことが起きたのです。それまで完全に魂が抜け出て死んでいた McCarty が、もう一

度頭をのけぞらせ、死んだ目を開き、うつろで何も見ていないかのように天井を見つめ、地獄の犬が

叫んでいるかのような恐ろしいしわがれた叫び声で遠い天に向かってほえたのです。後になって初め

て、私が聞いたのは McCarty の臨終の喉声で、死んだばかりの男の血中酸度が上がったために起こっ

た喉頭の痙攣による音だったのだと気がつきました。それは彼が私にもうやめてほしいと伝えていた

のではないかと思います。私が彼を生き返らせようとしたのはただ無駄なだけでした。』 

ちょっと詳しすぎると思わないだろうか。まったくそのとおりで、これらの種の本は波乱万丈の死

の物語なのだ。本を開き、シートベルトを締めて第一章を読んで衝撃に備えたら、“ウィーン”、サド

伯爵でさえ自己主張訓練が必要に思えるような解剖映像の連続である。 

 しかし本を読んで死について分かるようになっているだろうか？ それらの本で死が実際にはどん

なものか分かるだろうか？ せいぜい、そういう死についてのどぎつい話で分かるのは、周りにいた

傍観者や意思や看護師などに死がどのように見えたかぐらいだ。それらの話はイベントや世話をする

人の体験として書かれている。その体験の中心にいる人にとって死がどういうものなのかちっとも分

かりやしないのである。 

死ぬ人間にとって死とはどういう体験なのだろうか？ 他の関係する日々の体験から、貴重な洞察

の方法が会得できる。 

私は 17 歳のとき、交通事故にあった。私たち３人が土曜の深夜にハンバーガー屋に行くことにした。

家から４ブロック近くきたとき、子供を家に急いで送っていた女性が運転する車が私たちにぶつかっ

た。ある犬と散歩していた人が事件を見ていた。彼が言うには、彼女の車は反対車線で私たちの車に

衝突したそうだ。彼女はスピードを出していた。私たちの車は一回転し、ホイールの縁がアスファル

トを掘り返すぐらいタイヤが外れた。縁は道をえぐりながら、車は宙にはじけ飛び、電信柱に滑って

突っ込んだ。車は柱に巻きつくほどに曲がり、大音響とともに地面に滑り落ちた。女性の車のエンジ

ンは衝突の衝撃ではじき出され、衝突場所から数メートル離れたところに横たわっていた。 

 私たちの車の中では何が起こったのだろうか？ 

相手の車が衝突したとき私たちは話していたのだが、私はその話題を覚えていない。私にはヘッド

ライトがちらりと見えた。衝撃があり、それによって会話はとまった。そして私たちはさかさまにな

った。転がるとき、私は車の天井に落ちることから身を守るために頭上に手をあげた。鼻の中はほこ

りっぽいにおいがした。大きな爆発がもうひとつあり、あちこちに急にぐいと動かされ落とされたよ

うな感じがした。ほこりとガラスがあちこちにとんだ。車が止まると、私は車を運転していた友人に、

これじゃハンバーガーはとても食べられないね、と言った。その事故のせいで私は骨盤を骨折した。 

見物人にとって、その事故は私が思い出すよりもずっとひどいもののようだった。しかし私にとっ

てそれは、誰かが激しいドスンという音を立てると同時にジャガイモの大袋に入って丘を転がり落ち 
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るのにとても似ていた。もし私が犬の散歩のときにそれを目撃していたら、もっと怖かったことだ

ろう。 

レーストラックにいるスポーツ解説者は、群集が落下や衝突を目撃するように述べることはできて

も運転手や同乗者が体験するようには述べられないのだ。 

実際の話、衝突の体験はまったく楽しいものではなかったが、私が後で聞いた目撃者の劇的な話に

は程遠かった。両方とも「本当の」話であるが、異なる観点から生まれてきたものだったのだ。目撃

者の話は私たちの衝突が見物人にとってどのようなものだったかを伝えた。私の話は、中にいた私に

とってどのように思えたかを語っていた。 

ある夜の夕食会で、私の母の椅子がなんのはっきりした理由もなしに壊れた。私たちは彼女のそば

に駆け寄ったが、意識がなかった。彼女はゆっくりと意識を取り戻し何が起こったかをたずねた。私

たちから見れば、最後には床に衝突する音で終わる断続的な一連の動きの中彼女は一瞬そこにいて、

つぎには意識を失った。それは劇的で恐ろしかった。誰もが衝撃を受け、悲しんだ。 

私の母は十分に回復すると会話を思い出し、急に片側へ説明のつかない動きがあり、そして暗闇が

あったと言った。しかしこのはっきりしない中でさえも、彼女はまるでぐっすり寝ているかのような

心地よさと安心感があったことを思い出した。彼女はパニックを起こしている主人や客よりも良い状

態だった。 

医師が失神した人について述べるとき、彼らは暑さの影響や長時間立ちっぱなしだったこと、ある

いは心臓の機能不全、体内の水分の動き、脅威やショックに対する心身の反応のことを言う。 

失神したことのある人にそれがどんなものだったか聞いてごらんなさい。そうすると彼らの証言は

不思議の国のアリスの１ページ、あるいは私の母の、暗くビロードのような平和な場所の話のように

聞こえるだろう。 

死ということになると、死ぬことが本当はどんなものか知っている人はほとんどいず、中でもそれ

を経験したことのない人はそうだということを覚えておきなさい。非常に年を取った人たちはよく、

自分が中年またはもっと若いように感じるという。蘇生した人たちは一貫して楽しい気分だったとい

う。昏睡状態から回復した人たちはしばしば夢を見ているような、または夢は見ずに眠い状態だった

という。死に関する最も悪い噂はどうやら直接体験が最も少ない人たちから来るようだ。それはいつ

だってそういうものではないか。 

[東京大] 
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Every year in the autumn the University of Tokyo has homecoming day. On our campus, Komaba 

graduates of all ages are welcomed ‘home’ for one-day visit. Here, some Komoba alumni and family 

members have joined with faculty to attend a special Homecoming Day lecture and campus tour. 

They are learning about Komaba’s rich variety of splendid trees and attaching new nameplates to 

some particularly notable specimens.  

The topic for today’s session is subjectivity. We’ve been thinking about how difficult –indeed, how 

impossible—it is to really know what it’s like to be someone else, to have someone else’s experiences. 

It’s even difficult to imagine being ourselves at a different age. Can you imagine how different the 

Komaba campus might seem to you if you came to a homecoming day 25 or 30 years from now? How 

different would it feel to walk through the main gate again, aged forty or fifty?  

Everybody’s experience of the Komaba campus is surely unique. And our subjective perception of 

our surroundings changes as we ourselves change and age. But what about non-human life forms at 

Komaba? Have you ever wondered what the Komaba experience is like for one of our campus cats? 

Or even for one of our splendid campus trees? Take this large white oak tree for example, the one 

facing the main gate. You’ve provably walked past this tree hundreds of times. Have you ever tried to 

see Komaba from the perspective of this big oak tree? Have you ever wondered if it has its own 

tree-like awareness of all the human beings busily coming and going through Komaba’s main gate?  

It might surprise you to know that there are almost as many full-grown trees on our campus as 

there are our first year students. A survey conducted in 2003 recorded 2794 trees on campus, that were 

at least ten centimeters in diameter. Maybe you know which high schools sent the most incoming 

students in your year, but do you know what kind of trees are the most common at Komaba? Can you 

guess? Well, the most common Komaba tree is the shuro, which is a kind of palm tree. In 2003, we had 

473 shuro trees on campus. Another common tree is the icho, or gingko tree, which makes the central 

avenue a glorious golden yellow in autumn and provides Todai with its current logo. In 2003, we had 

134 ginkgo trees on campus. We also had 112 keyaki, or zelkova trees, 140 enoki or hackberry, and 144 

somei yoshino cherry trees.  

At the other end of the scale, we had just six apricot trees, one venerable olive tree, and single 

pomegranate. Maybe for you, trees are just trees. But today, when you leave the class room, why not 

take a look around at some of our trees and try to experience Komaba from a different perspective. Of 

course, it is not possible for us to turn ourselves into trees, even for half an hour. And there are serious 

philosophical complexities involved in any attempt to imagine ourselves inhabiting the subjectivity of 

another person or life-form. But the effort of making that kind of imaginative stretch can give us a 

fresh perspective on things that we’ve come to take simply for granted. 

[東京大] 

SUBJECTIVITY Listening Script 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 7 章 

VOICE 



第 7 章 VOICE  §1 本文訳 

43 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Introduction 

Jun Ishibashi 

漫画、アニメ、ハローキティなどのキャラクターグッズのように、カラオケは日本生まれの娯楽の

世界的には一般の形式だ。私の意見でカラオケに関して言えば、それは中国からのものであり、それ

が本当に世界中に広まったのだ。今では世界中のどんな中国人の集団にとっても、カラオケ抜きのパ

ーティはほとんど考えられないものなのかもしれない。 

この事実を個人的に痛感したのは 1996年、私が日本の電気系の会社で働いていた最後の年のことで

あった。当時私は日本に滞在しながら、会社の東南アジアとの仕事のネットワークを支援していた。

あるとき東南アジアの近隣の国々から来る顧客のために製品のセミナーを開きに、シンガポールにあ

る地区本部を訪れたが、その顧客の 90％は中国出身だった。セミナーの締めくくりのイベントはシン

ガポール湾の辺りの巡遊であった。私たちはクリフォード埠頭で巡遊船に乗り、シャンパン、素晴ら

しい日の入りの眺め、特別な広東料理、豪華な夜のパノラマを楽しんだ。別の言い方をすれば、私た

ちはこの手のイベントの普通のプログラムに従った。 

船が湾の中ほどに来たとき、大声を上げている人からの声が我々を中に招き、我々はそこがメイン

の船室が前にビデオの投射システムのための巨大スクリーンが付けられたカラオケルームに作り変え

られた所であると気がついた。突然巡遊船では大音響の歌唱パーティが起こった。そこにいる皆は船

からの比較できないほどの夜景を楽しむよりも歌うことのほうが好きなようであることに気付いた驚

きから私がまだ完全に立ち直っていない間に、唯一の日本からの訪問者として私はほぼすぐに歌うこ

とを期待された。 

私にとっての問題は、どうやって曲を選ぶかであった、なぜなら曲の表示がすべてマンダリン語と

広東語でなされていたからだ。(両方とも私は理解できない)。すると、ある旋律が頭の中に浮かんだ

ので、それを隣にいる同僚に口ずさんだところ、『－あぁ、それは「花心!」だよ』と、曲名を教えて

くれて、音楽が流れ始めた。それは、帰納昌吉の『花』で全て広東語の字幕つきだった。私はオリジ

ナルである日本語版を、記憶をたどりながら歌い、音楽が、“泣きなさい、笑いなさい”というサビの

部分にさしかかると、聴衆全員が広東語で応えてくれた。 

 6 ヵ月後、私はまたシンガポールでのセミナーに共に参加した仲間といたが、今度は日本のツア

ーに招待していた。私は、彼らを栃木の工場に招待して、日光の観光もした。夜には、私たちの泊ま

っていた有名な日本旅館で、みんな浴衣と丹前に着替え、畳の宴会場に集まり、日本伝統のお膳料理

を楽しんだ。しかし、ここでも夜をしめるのにカラオケは欠かせなかった。 

 このセッションの文章は中華系アメリカ人で人類学者の Casey Man Kong Lum さんの本による

ものです。それには、世界中の華僑によって楽しまれるカラオケの話があります。 

 

In Search of a Voice 

Casey Man Kong Lum 

私は初めてカラオケ大会に参加したときに感じたことを鮮明に覚えている。パーティの主催者の一

人がリビングルームにカラオケセットを用意していた。間もなく彼はビートルズの歌をみんなの前で 

 

訳例 7 VOICE 
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歌いだした。私はテレビの映像がちょっとばかばかしいように感じたがそれよりも主催者の人がビー

トルズのなんて言う歌かもわからない歌を歌うように言ってくるかもしれないという予感で頭の中は

いっぱいだった。 

そのカラオケ大会でよく歌っていたのは三人だけだった。主催者たちは歌の途中や歌と歌の合間に

ワイヤレスマイクを頻繁に渡そうとしたがみんなはまるでマイクに触れるとやけどをしてしまうかの

ようにマイクから逃げていた。私はみんなに対しても自分自身に対しても恐ろしいマイクから遠ざか

るためにあらゆる言い訳を使った。ある時点で「まだ食べたものを消化中だから歌えない」と自分が

言っているのに気づいた。最悪のときには「研究の一環としてここで観察しているので自分が歌うわ

けにはいかない」という、自分でもよくもぬけぬけとそんなことが言えたものだと思う言い訳をして

しまった。 

しかし、その晩の途中、カラオケに対する私の反応が徐々にかわっていくのを感じた。笑い者にな

る恐怖はまだあったが、歌うことへのためらいはそれほどではなくなった。しかしそんな間に、主催

者たちは歌ってくれない何人かに無関心になった。始めほど歌うように言わなくなったのだ。私は居

づらくなり、少し場違いに感じた。「彼らにうろたえさせられないように」と考えた。 

そして私の「瞬間」はついに、ビートルズの「ヘイジュード」の最後の「ラララ、ヘイジュード」

というフレーズのときに訪れた。主催者たちがほとんど聞こえないぐらいに低音でセンチメンタルに

歌っていたので私も徐々にコーラスに入っていった。「ラララ・・・」主催者たちからは不服そうな

反応はなかったし、他の人、特に妻から別段変わった反応もなかったので私はだんだん大きな声で歌

い始めた。 

その数曲後、私はカラオケソロデビューにドン・マクレーンの「ヴィンセント」といういつも聴い

て口ずさんでいる曲を選んだ。私は本当にはその歌を歌えないと気づくのに一分とかからなかった。

少々音程が外れていた。そして何度も息がもたなくなった。私は時々歌詞の前を歌おうとしたり、歌

詞に遅れて歌ったりした。歌の中盤で、私はこの歌が考えていたよりずっと長いことに気づいた。 

家に帰る車の中で、私はずっとパーティに居た人たちがいかに私の歌がひどかったことか気づいた

かどうか考えていた。しかし奇跡的に妻は「驚いたことに驚くほど上手に歌った」といった。 

「上手に！？」と思った。妻が本気でいっていることが分かっていたので妻の褒め言葉に考え込ん

でしまった。それにも関わらず、私は歌についてちょっと気分が良くなった。 

数日後、私はあの晩感じたたくさんの感情—不安からグループに加わりたいという切望、そして並

のパフォーマンスへの積極的な賛同から普通ならうけながすようなほめ言葉を過大であると知ってい

ながら受け入れたことーについて考えずにはいられなかった。また、私は娯楽や一般文化としてのカ

ラオケがアジアの様々な地域の人、アジア以外でのアジア人の地域社会、そして世界中の何百万人も

の人々同様に既にあの晩の主催者のところにも何気なく、目につかず来ていたことについて考えた。

私はもっとそのことについて知りたくなった。 

 

Karaoke in Three Chinese American Communities 

カラオケは、アマチュアが参加して歌うという文化的風習を圧縮して表現している。その風習によ 
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って社会的現実は生み出され、保持され、形を変えられる。カラオケが結局どのように利用されるの

かやそのような利用の仕方が社会に与える影響は、カラオケを利用するような相互的行動によってだ

けでなく、カラオケを使う人々の過去の経験や需要、そして期待によって定められ、従ってカラオケ

の解釈共同体という概念が生まれるのである。 

三つの中国系アメリカ人社会に於ける研究で、私はニューヨーク、ニュージャージ州の大都市地域

に住む初代中国系アメリカ移民の三つの共同体のカラオケ体験に焦点を当てた。私の分析の中心は、

これらの解釈共同体がどのようにして彼らそれぞれの社会的アイデンティティを構築するための集ま

りの場としてカラオケを利用するのかということにあった。私はフィールドワークで集めた独自のデ

ータに基づいて、三つの共同体について、カラオケの異なった利用や意義を表現する三つの異なった

テーマを明らかにした。文化的結合と解釈としてのカラオケ、地位の象徴としてのカラオケ、そして

逃げ場としてのカラオケである。 

一つ目の解釈共同体は、ほとんど香港とその周辺の中国南部出身の下層中産階級から中産階級の広

東人で構成されている。この共同体の成員はマンハッタン区ロウアーイーストサイド地区のニューヨ

ークチャイナタウンにおいて社会的に活発である。彼らの興味は主に広東オペラを歌うことにあるの

だがこの人々は、自分たちで広東オペラを歌い、自分たちの民族共同体の年配者へ文化的行いを提供

するための代用媒体としてカラオケを使っているのである。 

私が調査した二つ目の解釈共同体は大部分が台湾からの移民から成っている。裕福な経歴を歩んで

きているため、この共同体の成員はニュージャージでも高級な地区に住む高い教育を受けたプロフェ

ッショナルたちである。彼らはカラオケを地位の象徴と見る解釈の基準枠を身につけている。私はこ

の裕福な解釈共同体で彼らの富と社会的地位、それからある程度彼ら個人個人の競争心を表現する道

具としてどのようにカラオケが人々に使われているのかを検証した。私が調べた三番目の解釈共同体

の成員は大部分が中国系のマレーシア人でニューヨーククインズ区にあるフラッシング地区に住んで

いる。これらの人々には不法移民が多く、それゆえ闇経済に追いやられている。この共同体の多くの

人々にとってカラオケは一時的な逃げ場を提供しているのである。 

 

Karaoke as Escape 

Ah Maa は夏に５５歳になった．その当時の知り合いのほとんど皆が，彼女のカラオケ誕生パーテ

ィに姿を見せた．Ah Maa の友人の大多数は中国系のマレーシア人で，フラッシング地区の近くにあ

る労働者階級地域に住んでいる．Ah Maa と彼女の友人たちは、たいていは社会的，教育的，経済的

な地位の低い素性の出だ．例えば，非常に幼いときに，Ah Maa は日本が侵略を始めた後，そして第

二次世界大戦が終わる前，中国南部の生まれ故郷からマレーシアに両親によって連れてこられた．

Ah Maa は実用的なレベルの中国語（そしてほかのどんな言語も）を読み書きする能力を身につける教

育を十分に受けることがまったくできなかった．これは彼女が今，「カラオケで歌うときテレビに表

示される言葉を読む」ことができないという理由もあって非常に残念に思っている不十分な点だ． 

「物静かで素朴な男性」である夫と結婚してからは，Ah Maa は７人の子供たちを育てるため単純な

仕事（特別な能力を要さない単純でつまらない仕事，普通賃金も低い．）をすることに生活の大半 
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を費やした．彼女がマレーシアでした最後の長期の仕事はクアラルンプールの町にある日本の会社

での清掃婦としての仕事だ．土曜日には，daaikamje，伝統的な中国の結婚式で晩餐会が終わるまで花

嫁に付き添うために雇われる女性，としてアルバイトをしたものだった．1986 年のある日，アメリカ

から戻ってきた友人と話した後，Ah Maa は夫に，アメリカに楽しみのため旅行に行きたい，と言っ

た．しかし，Ah Maa の頭に実際にあったのは，アメリカに働きに行って，「アメリカドルをいっぱ

い」稼ぎ，それから「家に戻って晩年を夫と末娘と一緒に暮らす．絶対家を買ってね．」ということ

だった．（Lougungとは広東語で夫を指す口語的表現．） 

何人かの彼女のマレーシア人の同期生だけでなく、100 年前かそこらの多くのヨーロッパやアジア

からのアメリカへの移民と似ていて、Ah Maa はアメリカに定住することを全く意図せず移住労働者

としてアメリカへやって来た。Ah Maa と彼女の不特定のカラオケ友達は、認可を受けていない移民

である。1990 年代初頭、彼女は香港から来た夫婦の家政婦と乳母をしていた。その夫婦は実業家で、

ロングアイランド海峡を望む高価な地区に莫大な財産を持っていた。彼らは Ah Maa に家の中の小さ

な部屋を与え、給与の支払いを不法にこっそりと行い、保険等は一切出なかった。日中、Ah Maa は

一人で家事仕事をし、庭を掃除し、雇い主とその子供たちの食事の用意をし、余分のお金を稼ぐため

に、庭の端の雇い主の私有桟橋にある、彼らの娯楽のためのボートを洗っていた。そこにはその夫婦

のテニスコートもあった。 

Ah Maaは 1週間のうち 6日間ロングアイランドにとどまるより他なかったという事実は、彼女に孤

立や孤独と言った絶望的な感覚を与えた。「私はここに捕まっているんだ、ほら。」Ah Maa はインタ

ビュー中しばしば私に言った。まるでその巨大な家が大きな檻以外の何者でもないかのように。「捕

まっている」や「退屈だ」や「孤独だ」という言葉は、私が仕事中の彼女と話していた 2 年間に渡り、

常に彼女の意識の中に存在していた。実際、彼女をカラオケへと駆り立てたのは孤立や孤独と言った

彼女の非常に絶望的な感覚であった。 

1992 年の終わり頃、Ah Maa はクラブでの友人のバースデイパーティーで始めてカラオケと出会っ

た。Ah Maa は、クラブでは「みんな楽しく歌っている」という事実に魅力を感じた。彼女にとっては

全く新しい体験だったので、つまり、カラオケは彼女が仕事をしている間にカセットプレイヤーでか

けていた「自分が知っている古い歌」とはとても似ていない歌（もしくは鼻歌）だったので、彼女は

ステージに上るのをためらった。彼女は初めに友人にマイクをもつように提案されたとき、どうした

らよいのか少しわからなかった。Ah Maa は「私はあなたが歌っているのを聞くのが好きよ」と言って

自分に弁解した。しかしながら、内心ではクラブにいた他の人たちのように歌えたらなぁと願ってい

たことを彼女は私に白状した。 

この、友達の誕生日会での Ah Maa にとって初めてのカラオケパーテイーが、彼女をカラオケに巡

り会わせたのだった。６日間の、島での孤独な滞在の間、彼女に社会的同一性と主体性を与え続けて

いたのはこのカラオケ愛好家達との絆だった。マレーシア出身の彼女の多くの友達と同様、Ah Maa

は、それ程歌が上手くなかったにも関わらず歌うのが好きだった。彼女は私に一度「私の声は雄のガ

チョウみたい。」と語った事がある。しかしそれでも、歌う事は Ah Maa にとって大切で明確な役割

があったのだった。 
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私は生まれてからずっと歌うのが好きでした。働いている時にも歌うのが好きです。特に、平静さ

を失っている時に歌うのが好きです。歌詞に集中して、それ以外を心から閉め出します。そうする

と落ち着けます。嫌な事は思い出さない様にします。 

 

Ah Maa とその友人の多くにとってカラオケで歌う事は、無機的で戸惑う様な日常生活の、退屈で

決まり切った仕事から気をそらす手段の一つとなっていた。彼女は語る。「私にもなんでこんな事を

しているか分からないわ。そのうち公営住宅に住まなくても済む様に、故郷に一つ家が欲しい、って

事だけは確かだけど。」 

 

Summary Analysis 

この解釈できる共同体の人々はだまされる感覚、毎日の反復作業、退屈で決まり切った仕事、孤独

な現実などから逃げることができる、束の間の社会的かつ象徴的な安息地としてカラオケを作ったの

だ。カラオケを歌うことは彼らにとって最高の娯楽なのである。彼らがカラオケを使うのは歌ったり

聞いたりすることを通じて同じような生活の歴史を共有する人々と交流する一定の社会的な場を作る

ためであり、これらは共同体の人々、そして社会的、経済的状態が全く逆である人々でさえも自分自

身の声、自信や関係の声を持つ事が可能な場所なのだ。カラオケの使用は逃げ場や健康に良いメカニ

ズムを求める人々のニーズに応えているし、逃げ場やそのメカニズムはたとえ一時的であったとして

も彼らを生きる方法へと導いてくれる。 

[東京大] 
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Professor Takumi Moriyama is a cultural anthropologist. One of the most important ways in which 

he conducts his research is through personal interaction with the people he is studying. So fieldwork 

is an important part of his academic study.  

From 1987 to 1990, Professor Moriyama was involved in what’s known as ‘participant observation’ 

on the island of Madagascar. Madagascar is located off the coast of the African continent.  

The key point about participant-observation is that the researcher participates in the culture he or 

she is also observing. The researcher, in this case Professor Moriyama, becomes immersed in the 

culture, learns its languages, and takes part in its everyday routines, rituals and activities.  

Professor Moriyama talked to us about the time he spent doing fieldwork in Madagascar:  

 

One of the reasons I decided to study cultural anthropology was that I had always interested in questioning 

things that seemed natural and self-evident. I thought that encountering different cultures and different people 

would give me a chance to understand myself my own cultural commonsense in relative terms. One thing led to 

another and I ended up focusing on culture and people of Madagascar.  

I lived on the island for three years. Sometimes, cultural difference manifested itself in really obvious ways, 

like the time when I crashed my motorcycle and broke a leg. The villagers who came to help me insisted that I 

should be taken straight to a traditional healer, who would work on my leg while praying to various gods and 

ancestors. It was very difficult to decline this offer and get myself to the nearest hospital instead.  

Usually though, my experience of difference in Madagascar was not dramatic at all, but really quite subtle, 

not unlike the difference of distance I feel from my friends and acquaintances in Japan.  

What I learned through my fieldwork was that it was wrong to define the people of the island as “completely 

other”, just because they live so far away from Japan. At the same time, I also came to feel strongly that it was 

just as wrong to expect people who share my cultural background to act and think in the same manner that I do. 

Difference and distance are not the same thing.  

I learned many things about Madagascar while doing my fieldwork, but in the end, perhaps the most 

significant lesson I learned was not how to see myself relatively through my encounters with others but to reflect 

on the reasons why I want to see myself in relation to others. 

[東京大] 
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Introduction 

Ai Tanji 

男と女にはいろいろな違いが確かにあるように思われ、もっとも基本的な性差が生理学的、身体的、

精神的の違いのなんであるにせよ、性差がはっきりと社会的影響力を持っているように思われます。

しかし、これらの影響はとても複雑な形で現れます。あなたが駒場キャンパスを見まわしたとき、東

大には男に対して圧倒的少ない女しかいないことを疑問に思うことはありますか？もしくは、ノーベ

ル賞受賞者が男に対して女が圧倒的に少ない理由を詳しく考えたことはあるでしょうか？ 

140年ほど前のビクトリア朝のイギリスを生きていた人に男と女のしめる社会的位置の違いについ

て尋ねれば、ほとんどすべての人はその理由を生まれつきそなわった男と女の先天的違いに求めるで

しょう。私たちはこの考え方のもっともはっきりした例をダーウィンの「人間の由来」(1871)に見て取

れます。 

ダーウィンは男の女に対する身体的な力のみならず、精神的な力での「疑いようもない優位性」に

気づき、この違いは生まれつきの違いであり、「生存闘争」と「自然選択」による長い長い進化の過

程の中でゆっくりと築きあげられたものだと主張しました。 

 

 私たちは男が女と比べて、大きかったり、強かったり、勇敢だったり、喧嘩っ早かったり、エネ

ルギッシュだったりすることは、原始時代から受け入れられていたことで、そしてその後、主とし

てほかの男との女性の占有のための争いを通してさらに強化されたものと結論付けてよいだろう。

男の知的能力の高さや想像力の豊かさは、もっとも有能な男が自分たちと自分たちの妻や子孫たち

を養い守っていくことに成功したことによる、自然選択と受け継がれていった習性があいまった結

果だといえるだろう。（20 章） 

 

ダーウィンの女と男の違いは生物学的もしくは進化論的に決定されているという理解はヴィクトリ

ア社会に広く受け入れられ、産業革命以降の日常生活の規範的構造を正当化するイデオロギーを支え

ました。この社会というのは男と女の社会的役割が、男は外で仕事、女は家で家事と育児という風な

区分が強くなっていった社会です。 

 これに対して、フェミニストという言葉もなかった時代のフェミニストであったミルは「女性の隷

従」（1869）において、社会的性は社会的に作られるという全く逆の考えを主張しました。 

 

男が女なしの社会で発見されたなら、もしくは女が男のいない社会で発見されたなら、もしくは

もし女が男に支配されることのない男と女の社会があったとしたら、生まれつきの男と女の精神的、

道徳的違いはもっと肯定的に知られていたことだろう。現在において女の人の生まれつきの特性と

呼ばれているものというのは完全に人工的に作られたものであり、いいかえればある方向からの抑

圧、不自然な他方からの刺激の結果である。 

 

ここから見てわかる通り、ミルは二つの社会的性差をなにか二つの性の生まれつきの欠かすことの 

訳例 8 GENDER 
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できない決定的特徴の結果というよりは、人工的に作られたものであると主張しています。ミルによ

れば、はっきりとした違いというのは遺伝的生物学的決定というより教育や外部的な出来事の結果で

あるとしています。要するに、ミルはその違いを生まれより育ちと関連付けたということです 

20世紀のフェミニズムにははっきりとダーウィンの生物学的、進化論的決定説を否定し、ミルの社

会を与えられなかった。だから、女性はほんのわずかな詩を書く見込みさえも与えられなかった。そ

れが私が自分の部屋とお金に対して強いストレスを強いられた理由だ。」とのべて明らかにしていま

す。フランスのフェミニストの思想家であるボーヴォワールはこの彼女の批評家としての文章になら

って、『第二の性』（1949）で書いています。「女性は女性として生まれるのではなく、女性になる

のだ」と。 

構築主義が私たちの性差への理解を発展させてくれると言えるにしても、それらの違いに関するす

べての疑問に関して解答できるとはいえません。Psychological review に掲載された論文から抽出さ

れたもので作られた3つの文章で作られた今回のセッションの文章は、これらの違い、またその起源や

その性質も、今日において私たちのもっとも熱い議題であると主張しています。 

 

Biobehavioral Responses to Stress in Females 

Shelly E. Taylor, Laura Cousino Klein, 

Brian P. Lewis, Tara L. Gruenewald, 

Regan A. R. Grung, and John A. Updegraff  

最初の文章は論文の導入部分からの抜粋です。ここでは著者が彼らの研究の背景の概略について説明し彼らの研

究を実行に移したカギとなる疑問について明らかにしています。 

 

闘争逃走反応は人のストレスによる原始的な反応であると一般にみなされている。初め、1932年に

ワーターカノンによって述べられ、生理学的には闘争逃走反応は生理学的には交感神経系の副腎髄質

刺激による、ホルモンカスケードを生成する働きに特徴づけられる。この生理学的現象にくわえて闘

争逃走反応は人間のストレスに対する対応行動の隠喩であるとされ、人間（もしくは動物の）の交感

神経の興奮に反応して逃げるか戦うかはストレス因子に起因するとおもわれている。生命体が脅威の

対象や肉食動物を見極めて、その生命体が現実的に肉食動物に打ち勝つ可能性があった場合、攻撃す

る可能性が高い。敵がもっと手ごわいと判断されるような状況の場合きっと逃走が適切だろう。 

調整されつつ行われるストレスへの生物学的な反応は肉食動物からの攻撃、同じ種族のほかのメン

バーからの襲撃、火事、地震、竜巻、洪水など恐ろしい出来ごとによる恐ろしい状況などすべての恐

怖に対する反応の核となると信じられている。つまり、適切かつ調整されたストレスへの反応は生存

の核になるともいえる。自然選択の原則を通して、ストレスに対する反応がうまい生物個体はのちの

世代にその反応を受けつぐだろう。それにより、闘争逃走反応は進化の結果生じた反応であると考え

られる。 

闘争逃走反応であまり知られていないことだがそのパラメーターを調査する実験は男、特にオスの

ネズミに対して行われた。最近まで性別における研究の分布の偏りもそうだった。どうして、ストレ 



第 8 章 GENDER  §1 本文訳 

52 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スの研究は男のデータばかりに重きを置くのか？この偏見にたいするいいわけは最近まで女性の医学 

的薬の実験や、慢性的病気の治療法の研究や、病気に対する免疫の弱さの研究の理論的根拠と似てい

る。理論的根拠とは女の人は交感神経反応のサイクルは（生理の関係で）ものすごくたくさん種類が

ありすぎて、その実験のデータが混とんとした、そしてたいてい解釈不可能な結果になってしまうか

らだ。闘争逃走反応もきっと女性特有のサイクルの影響を受けるだろう。そして、結果として女性の

闘争逃走反応のことを考察する根拠は一貫性のないものになってしまう。しかし、相反する複数の可

能性のため解釈が難しい女性の性質のデータがただ単に交感神経系の反応の種類の多さによるだけで

なく、女性のストレスへの反応がもっぱら闘争逃走反応というわけではなく、その反応において闘争

逃走反応という風な反応が有力な候補でさえないからだとしたらどうだろうか？ 

 

この論文の最後の章で、著者は彼らの主張を要約し、彼らの研究の限界を認めたうえで、彼らの結論とのかか

わりについて議論している。2番目の引用はこの章のはじめからである。 

 

私たちは初めにうまいストレスへの反応は自然選択の原則を通して後続の世代に受け継がれていく

と提案した。うまい脅威への対応を持たないものは生殖が可能な年齢まで生き残れる可能性が極端に

低い。追加の推定は主として女性は若い子孫たちを育てることに重要な役割を担うので、後世に首尾

よく受け継がれていく脅威への反応というのは自分と同じように子孫も守れるものだろう。種の中で

女性というのは、初めは妊娠時から保育に多くの時間を割き、そして主として子孫を成熟させてやる

上で中心的役割を担う。母としての時間を割く量の多さは、女性のストレスへの反応が自分と自分の

子孫の健康を危険にさらさないようなもので、かつ彼らが生き残る可能性を上げるものになることに

つながる。Tending,すなわち静まり、子孫をケアして、環境に溶け込むことは多種多様な脅威に対応

するのに効果的である。対して、女性の一部の戦うという反応は彼女ら自身と彼女らの子孫を危険に

さらすことになる、女性の一部の逃げるという行動は妊婦や、成熟していない子孫をケアする必要性

から失われていくだろう。そんなこんなで、この二つに代わる（闘争逃走反応ではない）反応が女性

のなかで発展していった可能性が高い。 

たくさんの脅威的状況において自分と子孫を守ることは難しく、そして複雑な義務だ。そして、効

果的社会集団の利用するものはそれをしないものに比べて多くの脅威にうまく対応できる。この仮説

は女性が脅威から自分と自分の子孫が、複数いる群れの仲間にまもってもらえる確率を最大にするよ

うに、ストレスへの反応において選択的に連携するという予想につながる。それに応じて、私たちは、

女性の子孫を世話して社会集団と連携するというストレスへの反応は、ストレスのかかる状況の女性

や子孫を援助してくれるものや保護を与えてくれる連合のネットワークを形成する befriending の過

程により容易になると主張する。 

私たちは tend-and-befriend pattern（子供を世話して、社会集団と連携する）の根底にある生理学的

メカニズムは attachment care giving system、すなわちその母親の絆と子供の成長の役割のため主とし

て以前に調査されてきたストレス関係のシステムであると提案する。ある観点からいえば、女性のス

トレスのかかる状況に tending の反応は、子孫たちの基本的生物学的調整システムの発達にとても重 
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要だと思われる幼児への愛情のシステムに相当するものとしてあらわれるようだ。おおくの調査は母

の幼児への愛着と幼児の感情的、社会的、生物学的発達については調べているが、母親のtendingを引

き起こさせる母親のメカニズムに相当する者の研究をしている学問は少ない。私たちはこのバランス

を正そうと試みた。加えて、仲間を助ける傾向はきっと attachment-care giving systemに便乗して、

したがって、最低でもtendingを規制する同じ生物行動学的システムに部分的にでも調整されるだろ

う。この分析から交感神経系が闘争逃走反応に生理学的基盤を提供するのと同じように神経分泌系の

メカニズムがこれらのストレスへの反応を調整するようだ。 

 

未来の研究とのかかわりの議論でこの論文を結論付ける前に、著者は彼らの研究についての彼らの社会的、政治

的見解について説明しています。 

 

この問題は性による人間の行動の違いが社会的規範で理解されるべきあるのか、それとも生理学的反

応で起こったと理解されるべきなのかの問題としておこる。たとえば、人間の行動にはかなりの柔軟

性があることを考えると母の子孫への時間を割く量は父のものより多くあり続けるのか、否かという

疑問が生じる者もいるだろう。返答としては現代の男と女の親としての時間の割き方の差はストレス

への反応が進化してきた頃の違いに比べると重要ではないことに言及する。進化論的生物行動学的主

張は現代の人間の行動を規定するものでなければ、かといって、現在の人間の行動が柔軟性を持って

いることが必ずしもそれに対する反論になるわけでもない。私たちは人間の社会的役割は文化によっ

て相当異なるし、tend-and-befriend patternに似た行動パターンをとることを規範として女性に課して

いるような社会が存在することもあり得るが社会規範だけでそれを説明できる可能性は低い。社会規

範のポジションは私たちが定めた種の相似性について述べることでなければ、基本的な私たちのポジ

ションのための生物学的証拠を説明することでもない。それにもかかわらず、未来の研究は環境の情

報の影響を受けやすい私たちの生物学的行動学的モデルの役割を詳しく研究することが重要である。 

性による行動の差を生物学的基盤があるものだとする分析はさらに重大な政治的不安を引き起こ

す。たくさんの女性は、ある程度もっともなことであるが、そのようなモデルは差別や社会的抑圧の

手本に使われるかもしれないと感じる。そのような徒労が起こらないように、私たちは私たちの分析

は女性を支配する社会的規範について特定の規範を前提にしてはいないとはっきりさせておこう。私

たちの分析がこのメカニズムの理由から女性は母親、いい母親、父親よりいい親でなければならない

といけないと言っているものであると解釈されるべきではない。同様に、この分析が女性というのは

当然男より社会的であり、不適切な社会の基本的骨組を形づくり保ってはいけないという責任を負わ

される証拠として解釈されるべきでもない。 

しかし、ほかの政治的心配としてはきっと生物学的基盤が何を意味しているかを誤った前提に基づ

いているものだ。生物学的人間行動の分析は時に社会科学者によって柔軟性のなく不可避的に人間の

行動のことを述べているとか、人間の行動が均質的であると考える還元主義的な試みと勘違いされる。

そのような理解によりいわれのない行動の生物学的基盤に関する心配を構成する。生物学というのは

運命のような一つの中心的傾向ではなく、社会的、文化的、認識的、感情的認識に影響し、影響しあ 
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い実質的な人間の行動の柔軟性の結果になる一つの中心的傾向であるのだ。ここ十年の生物学的研究

は、遺伝子の発現からストレスの多い状況への急性反応までの幅広い研究でも、生物学が行動に影響

を与えるのとちょうど同じように行動が生物学に影響を与えることを示している。社会規範や生物学

を人間の行動の説明と見るよりもっと生産的で理論的で裏打ちされた戦略としてはどのように生物学

や社会規範複雑にからみついて人間の行動の柔軟性の説明になるかに気付くことだろう。 

[東京大] 
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What exactly is stress? While there are hundreds of ways to define it, generally speaking, we can 

think of stress as a physical and emotional reaction within your body to an outside stimulus called a 

stressor. For example, your body reacts when the outside temperature becomes cold or the quality of 

the water you usually drink everyday changes suddenly. And stress is simply unavoidable as long as 

you are alive. A Canadian scholar Hans Selye, who proposed the theory of stress in the 1930’s, and is 

today regarded as the father of the stress field, once even argued that without stress, there would be 

no life. In all our lives then, there is good and bad stress, for example, having a particular ambition 

can be a positive stress. Everyone needs to have positive stress like this in order to lead a fulfilling and 

worthwhile life. But there is plenty of negative stress too. This negative stress which we call “distress” 

can come from things like exhaustion, or difficult human relationships, even lack of confidence. 

Sometimes, the same stressor can produce both positive and negative stress, depending upon the 

individual who is experiencing it. For example, a determination to pass the University of Tokyo’s 

entrance exam can produce positive stress and enable successful results for some people. But it can 

lead to too much pressure for others, even resulting in the failure of perfectly able and competent 

candidates. We need to have a balanced amount of stress in our lives to be productive. People who 

have no stress often lack goals and dreams, and don’t do much exercise. People who have too much 

stress suffer from bad human relationships and overly busy lives. An appropriate amount of stress 

will make our lives more meaningful and enjoyable. As conscientious university students trying to 

balance the demands of your academic requirements and the pleasures of social life, many of you are 

probably feeling too much stress rather than too little right now. Even if you feel confident, that you 

can manage your stress by yourself, there are some easy and practical things you can do to ease the 

negative stress you may be feeling. One of Dr. Selye’s suggestions is to divert our attention away from 

the cause of the stress. Of course, it’s important to think about the issues that are affecting you, but it’s 

equally important to have some time off. You can practice giving your mind and body a break from 

stress in a variety of ways. In fact, one of the most effective but also easiest ways to manage your 

negative stress is simply to laugh. Laughing, some scholars suggest, is good for your autonomic 

nerves. It’s also good for your stomach muscles which are indispensable to your health. And in any 

case, laughing makes you feel happy and contented, and diverts your attention from the negative 

stresses that may be affecting you. I don’t just mean smiling or chuckling but really laughing. Have 

you laughed like that lately? Probably not. Let’s try. Everybody, relax your face, muscles now and 

laugh. 

[東京大] 

GENDER Listening Script 
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Introduction 

Ryuichiro Usui 

 コーヒーの原産地であるエチオピアでは、人々が、殻がとってあって、乾いたコーヒーの豆を噛ん

で、深い平なべで挽いて、牛乳とバターで煮るというコーヒーの儀式がある。コーヒーの準備ができ

ると、儀式に参加している料理と人々は祝福をうけ、数粒のコーヒー豆が地面へとまかれると同時に

祈りをささげる人は｢この世に平和が続きますように、人々が健康でいられますように｣という。 

 この儀式の名前は、｢虐殺されたコーヒー(slaughtered coffee)｣と訳されるだろう。虐殺しているコー

ヒーという考えは、野蛮に聞こえるかもしれないが、この儀式は深い意味がある。我々は人々が他の

生き物を殺さずに生きることができないということを覚えていなければならない。｢殺生｣が牛を殺す

ことであれ、ジュースのためにブドウを搾ることであれ米や小麦のような穀物をまくために地球を掘

ることであれ、人間の飲食はいつも殺生によるものである。このエチオピアの虐殺の儀式はコーヒー

でさえ人々が虐殺しなければならないことに気づいていることを示している。それは地球への感謝の

気持ちを表す必要性をもまた示している。 

 コーヒーを入れて飲むことの実践は人間の文化の歴史に長々と編みこまれている。アラブのことば

の kahwa(coffee)のひとつの解釈として、その語は、｢謙遜(modesty)」を意味する語に由来するのでは

ないかというのがある。コーヒーを飲むということは、意味のない暴飲暴食と同様に虚栄心や不必要

な社会化を反映した宗教的集団で元来発展してきた。イスラム世界中へととても早く広まったコーヒ

ーを飲むやり方は、さまざまな世界的動向と関係していた。16 世紀には世界市場における革命が起こ

ったときに、もともと東洋世界とよく貿易をしていたアラビアの商人は、自分たちが重大な危機に瀕

していることに気がついた。しかし突然、まさにその瞬間に、新しいコーヒーの商品がアッラーから

授けられた贈り物のように現れた。カイロの大商人はすぐにこの新しいものをつくり、販売して自分

たちが力を取り戻せるような方法を理解した。しかし最初のうちは、コーヒーの広まった消費を助長

するために彼らはその社会的地位を上げる必要があった。彼らのアプローチは大都市のもっとも繁栄

している区域に豪華な｢コーヒーハウス｣を設立することだった。 

 イスラム世界における、この方法に基づくカフェは近代西洋諸国において大きな役割をはたしてい

る、というのもそれはコーヒーハウスという概念だけでなくイスラム世界のコーヒー豆も輸入するか

らだ。しかし、コーヒーが世界的なものになるにつれて、コーヒーといまだにエチオピアのコーヒー

虐殺儀式においてあがめられるその起源との関係はだんだんと弱まっている。今日コーヒーが消費さ

れている国々に住む、販売者と消費者は主に価格と品質に興味がある。彼らは、自分たちの前にある

テーブルの上のコーヒーが、地球から、人々から、地球の他の場所の水から実際にその命が手に入れ

られたものであり、どこからともなく現れたものではないということに気づいていない。 

 最初に現れたときからずっと、コーヒーは人類と自然との変わり続ける関係に光を当て続けている。

今日、いったいどんなことを我々は尋ねているだろうか？地球温暖化はコーヒーを挽くのといったい

どう関係しているのか？コーヒー豆を綺麗にする過程は、土壌や水の汚染にどう寄与するのか？コー

ヒー畑が広がるのと森林破壊はどう関係しているのだろうか？ 

 コーヒーは単なる飲み物ではない。コーヒーハウスは単なる建物ではない。コーヒーとコーヒーハ 

訳例 9 COFFEE 
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ウスは糸のようなもので、歴史から社会学、心理学から人間の言語行動、ビジネスとしての医学から

環境の研究や環境破壊の研究までにわたる全ての学問分野をに網をはっている。もしあなたが自分の

目にあなたの次の１杯のコーヒーからあがる快くカールした何本もの幹を追うのを許せば、あなたは

人間社会を形作る新たな相互に影響する力の新たな配列を見始めるだろう。 

 

Coffee and Globalization 

Ryuichiro Usui 

 あなたはプラハで“カフカ”というカフェやロンドンで“ヴィクトリア”という喫茶を見かけても特に

何ともおもわないでしょう。しかし、ハンス・ディートリヒ・ゲンシャーが元ドイツ連邦共和国の外

務大臣だったことを考えると、ザグレグに“カフェ・ゲンシャー”があることに驚くだろう。しかし、

実はクロアチアには相当数のカフェ・ゲンシャーが存在し、それには納得のいく理由がある。ユーゴ

スラビアが１９９０年代に民族紛争に巻き込まれたとき、世界中が反対していたにもかかわらず、ゲ

ンシャーはクロアチアを独立へと導くことに成功した。カフェは感謝の意を示すおもしろいショーで

ある。クロアチアを訪れたとき、私はこういったカフェでコーヒーを飲む事もあった。 

私はクロアチアの専門家ではなく、クロアチアについてあらかじめ知っていたことと言えば、そこ

はネクタイが発明された国であり、2000 年のサッカーワールドカップで日本と対戦した国であるとい

うことだ。戦争の傷が残る国だというイメージを持っていたことを別にすれば、そのときはこれくら

いしか私がクロアチアについて語れることはなかった。しかし、一度ザグレブとタルマツィア海岸沿

いの古都であるドゥブロヴニクを訪れた後は、私が思ってきた国のイメージはなんと不適当だったの

か気づいた。確かに見える形で戦争の傷は残っていたが、とても安全で訪れる価値があるように思わ

れた。海岸要塞の都であるドゥブロヴニクは古代ギリシャの時代からアドリア海を見下ろす位置に建

っている。それは平静と平和な雰囲気によって威厳のある都市であった。そしてもちろん、そこにも

コーヒー屋はあった。要塞のパイルゲートの右隣に、私は良いコーヒー屋を見つけた。今回は、カフ

ェゲンシャーではなく、インターネットカフェであった。 

 ドゥブロヴニクのインターネットカフェは、その町全体と同じように気前よく世界に開けていた。

どのコンピュータの前に座ってもすぐにウィンドウズのシステムによって世界の情報があふれる仮想

世界へ導かれる。同時に、カフェの窓はアドリア海の水に向けて開いていて、その海の向こうには東

の地中海やアフリカ、そしてアメリカがある。そう、そのとき世界の注目はニューヨークに向けられ

ていた。ハンガリー製コンピュータで埋め尽くされたインターネットカフェの一角にはドイツ製のＴ

Ｖがニューヨークのワールドトレードセンターの映像を映していた。その日、世界はさらに小さくな

ったように感じた。そして、クロアチアはただの国際通信ネットワークのもう一つの部分に思われた。

実際に、そのときクロアチア国営電話会社がドイツテレコム社に買収されそうになっていた。 

 今は世界化の時代だ。でも地方的なことがもはや重要でないというわけではない。人間はまだとて

も地方的に存在している。 

だからおそらく本当は、人々が言うように今はグローバリゼーションの時代なのではなくグローカリ

ゼーション、すなわち世界的、地域的という両極の状態が同時に至る所で共にしっかりと混ざり合っ 
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た時代なのだ。世界経済がどのようになろうとも、地域的なレベルでは経済はあらゆる所で低迷して

いる。多国籍企業だけが見事なまでに国際的なやり方で急速に力をつけ続ける。それに比べて、国民

国家には本質的に地域的な存在しかない。国民国家の基盤は人民と税である。しかし多国籍企業は国

民国家とは違う空間に存在していて、安い労働力と低い税を探し出すために事業の中枢を世界中自由

に動かすのだ。石油に次いで２番目に世界で取引されている世界的な必需品であるコーヒーが世界化

の本質を極めてよく実証している。ハンス-ディートリヒ・ゲンシャーの話に戻って、ドイツのコーヒ

ーを例にとってみよう。ドイツのスーパーで売っているコーヒーが５００グラムで４ユーロするとい

うのを考えてほしい。それは約５００円だ。その４ユーロのうち、たった約０.８ユーロ（１００円）

がコーヒーの栽培者にわたる。それに対して、１.2 ユーロ（１５０円）がドイツ政府にわたることに

なる。コーヒーを生産している国のほうがそれを消費している国よりもお金を少ししか得られないの

はおかしいのだが、これが世界市場が動く仕組みである。１９９５年、ドイツ政府はコーヒーの関税

で１１億５０００万ユーロ相当を得た。２００３年、ドイツ政府が発展途上国援助に当てた予算は３

５億であった。言い換えれば、ドイツ政府がコーヒーから得ている収益は同政府が海外援助にあてて

いる予算の約３分の１に等しい。ドイツが発展途上国を援助する理由としてあげているのは「貧困を

根絶すること」で、中央アメリカや南部アメリカのコーヒー栽培者の中には確かにひどく貧困に苦し

められている人もいる。しかし、ここで問題となっているのは、海外からの発展援助が直接コーヒー

栽培者のためにはなっていないということである。 

19 世紀中ごろの間、ドイツは中央アメリカ、特にグアテマラとコスタリカの高地にコーヒー農場を

作ろうと大変努力をした。それらの国々の高地に作られた巨大なプランテーションは土着の文化と言

語に壊滅的な打撃を与えた。そして、19 世紀後期に、大成功をおさめたドイツのコーヒー農園主がメ

キシコへと標的を移した。このように国境を越えることは世界化へのまさに最初の一歩である。今日、

メキシコはコーヒー生産で世界第 4 位に位置づけており、また、グアテマラやメキシコを含む地域で

ナウマンコーヒー団体が結成された。ナウマンコーヒー団体は今日ハンブルグの本社から、世界のコ

ーヒー取引の 10 パーセントを支配している。 

ナウマン社とドイツは印象的な組み合わせである。世界的に見てドイツはコーヒー輸入量にいおい

てアメリカについで第 2 位である。そして、(コーヒー豆の)生産地でいられた豆には高い関税がかけら

れるのでドイツのコーヒー輸入の圧倒的大多数は生の豆である。ハンブルグに拠点を持つナウマン団

体がこれらの豆がドイツに届けられてからいることを担当する。一包みのコーヒーに４ユーロかかる

という先ほどの例に立ち戻ってみると、4 ユーロの半分以上(2.2 ユーロ)が貿易業者、輸送業者、豆を

いる業者に(これらの人々はすべてナウマン団体に属するが)行くということがわかる。つまり、これは

国と会社との間のすばらしいコラボレーションなのである。そのうえ、さらにいっそう逆説的なこと

にドイツはコーヒー豆を作ることができないのにこの課程の結果、いたコーヒー豆の世界でもっとも

大きな輸出国の１つになのである。世界規模の市場は確実に不可思議な地理的状況を生み出す要因と

なっている。 

 我々はザグレブの"カフェ Genscher"で、有名なドイツ人と、いっぱいのコーヒーとともに開始した。

我々は、さらに有名なドイツ人と予言とともに、メキシコで結した。かつてカールマルクスは、その 
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進んだ機械と高い技術力で世界市場を支配するような資本は、土壌と肉体労働の尊厳の価値を下げる

だろうといった。この予言はいくらかの真実を含んでいただろう。というのは、たとえどんなに多く

メキシコにジャーマニアやシュワルツワルドといったドイツの名前が、それらとともに豊かな自然の

移植されたイメージをともなっていようとも、これらのコーヒー農園が、人類が土壌とともに仲良く

働いていけるような土地とは、いかなる風にも理解されないであろうからだ。かつて有能な人間の手

によりなされたものは今となってはどんどん進んだ機械によって引き継がれている。地方の人々は機

械のできないようなたぐいの仕事しか今となってはしない。アジア通貨危機の一年前の 1994 年にはペ

ソの危機がメキシコを襲った。メキシコのコーヒー農場の主は、暴動を起こした。ヨーロッパに本部

があり、税金の安いガテマラに登録してあるような、地方の支配的な多国的ビジネスは、ポストモダ

ンでポスト産業主義の未来の世界に存在するようだが、それらのメキシコの労働者たちは、まるで前

近代的で、全産業主義の粗暴な労働の世界で身動きがとれなくなっているかのように扱われている。

この意味で、我々が世界化を１杯のコーヒーの生産により展開されたものとして見るとき、我々は世

界化の一例というよりむしろ植民地主義とぽすと植民地主義、前近代と近代が恐ろしくひとつに混ぜ

合わされてようなやり方で、世界の人と地方の人を一緒に崩壊させていくようなグロテスク化になっ

ていくのを見るだろう。 

[東京大] 
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The reading for today’s session touches on a wide range of places ― from Cairo to Zagreb to Hamburg to 

Mexico. And it covers a wide variety of topics ― from soccer to coffee to exchange rates to internet cafés. Holding 

all of this together is the underlying theme of global flow and exchange. Professor Usui’s round-the-world essay 

certainly raises some important questions about the globalization of agricultural commodities. But as this essay 

suggests, agricultural globalization is not only limited to actual products like coffee. The global circulation of 

products is closely tied to the global circulation of people, of technology, and of knowledge.  

Some of you may have noticed a small rice paddy near the Komaba Todaimae Station, right next to the 

Komabano Park. It’s owned by a nearby high school ― so some of you may even have planted and harvested rice 

there. Students from the high school have the chance to get some hands-on experience in rice farming right in the 

middle of Tokyo.  

This field is called the Kellner rice paddy. In today’s reading, Professor Usui recalls how he once visited a café 

in Zagreb named after a famous German politician. Here in Megro we can walk across the train tracks and visit a 

rice paddy named after a famous German teacher.  

Oskar Kellner arrived in Japan in 1881, in response to an invitation he had received from the Japanese 

government. He’d been asked to come to Tokyo to teach the latest theories and practical methods of modern 

agriculture at a newly established college in Komaba. Perhaps you’ve heard of Sapporo Agricultural College, 

where the famous Professor William S. Clark taught for one year. Komaba Agricultural College also played a 

crucial role in the development of agricultural science in Japan. It’s the ancestor of the University of Tokyo’s 

present Department of Agriculture.  

As a professor of agricultural chemistry at Komaba ― teaching in English! ― Oskar Kellner taught many 

promising students. Some of his students went on to become influential bureaucrats and scholars. They played an 

important role in setting the course of Japanese agricultural policy and science in the twentieth century. Kellner 

taught subjects that were not widely known at the time in Japan, such as plant nutrition, livestock nutrition, plant 

physiology, and climatology. At the time, these subjects were regarded as cutting-edge science. It was taken for 

granted that mastery of these topics was essential for the development of profitable agriculture, and therefore for 

the establishment of a strong nation-state.  

Kellner believed that the latest scientific knowledge should be applied even to rice growing, which of course 

already had a long tradition in Japan ― although not in his native Germany. During the course of his eleven-year 

career at Komaba, Kellner performed various experiments to determine the best water quality and fertilizer for 

growing rice. The results of his work here on this campus made a significant contribution to the development of 

rice growing in Japan.  

The Kellner rice paddy at Komaba is not only a direct legacy of his dedication to science and to his students. It 

also attests to the complexity and to the creative potential of the global circulation of knowledge, technology, 

products ― and people. 

[東京大] 
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Introduction 

Masami Nakao 

どれだけポリネシアの国をいえるだろうか。おそらく、ポリネシアといえば、サモアとかトンガと

か、フィジーとかいう名前が思いつくだろう。しかし、世界地図で場所を示せるだろうか。 

ポリネシアは、だいたい太平洋の三角形のエリアである。ハワイ諸島が一番上。ニュージーランド

が西の下でイースター諸島が東の下。ポリネシアは多分地球上で一番最近になって人が住み始めた場

所。メラネシアからの人たちがだいたい 3000 年か 4000 年前になってようやく渡ってきた。その人た

ちがもともとは、だいたいその 50000 年前にアジアからメラネシアに移ったことを考えれば、ポリネ

シアに渡るまですごい時間がかかったということが分かる。多分、航海の技術が発達したからポリネ

シアに渡ることができた。メラネシアに移るときは、海面が今よりもずっと低く、メラネシアで島か

ら島へ移動するのは別にたいしたことではなかった。しかしポリネシアは、非常に遠くて裸眼では見

えなかった。 

学者たちは、航海というのはたいてい、行ったり来たりするものだと考えている。海の民が新しい

島を見つけると、その島と自分たちの住む島を行ったり来たりして、その新しい島を拠点にする。海

の民はいつも広い海の方を見ていた。海の民は海のおかげで 1000 ものほかの島に行くことができた。

そのおかげで、ポリネシアの島は独自の文化を持つだけでなく、たくさんのほかの島と共通するもの

を持っている。 

ヨーロッパの人にとって一番なじみのある世界地図というのは、真ん中に経度 0 度の線があって、

ロンドンのグリニッジをとおっていて、だから、ポリネシアがあるオセアニアは地図の一番右と左に

真っ二つになっている。昔のヨーロッパに地図には、すごく遠いところのように見えるオセアニアの

ところにモンスターや大きな滝が書いてあって、未開だということをあらわしていた。世界は平らで

はなくて丸いということが分かった後でも、この地域はヨーロッパの人にとって、地球の反対の場所

であり、だから、地理学的につじつまを合わせるために必要だった日付変更線をおけた。 

ヨーロッパの人が最初は海路や資源を探すために、後には、最近独立したアメリカのかわりに、定

住したり搾取したりするところを探しにこの地域に来た。ヨーロッパの開拓者たちにとって、ポリネ

シアは、まだ使わずに残っている資源、あるいは、人跡未踏の憧れの楽園、あほな野蛮人の住むとこ

ろ、それか、その三つ全部だった。でも一つ分かっていることがあった。それは、自分たちのような

文明化された国からの使者がその地に訪れれば、それは、自分たちにとって利益になるということ。

そしてかの地にいる、自分たちを待っている人たちにとっても。 

しかし、ポリネシアの人にとって、地球の反対側からわざわざ人が来るなんてことは、全く望んで

いたことではなかった。それに、ポリネシアにヨーロッパの人が増えるにつれて、英語を話す人が入

植した地域の社会は、白人や英語が優勢になった。土着の人たちの生活様式はこれまでに例を見ない

ほどかわり、時には入植者の文化や言語を使うよう強制された。その結果、英語が母国語だという世

代も出てきた。だから、現代のポリネシア人の自らの像というのは複雑なもので、特に英語でそれを

説明するときは余計に複雑である。 

英語で書かれたポリネシアの詩というのは、その地域の土着の言語で書かれたものとは明らかに一 
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線を画する。昔のポリネシア文学は、文字で書かれることはなく、口承されていた。それは、儀式に

おいて詠唱されていたり、思ったことをいうというものだったり、あるいは、部族の神話、歴史、家

系のような大事な知識を残すための歴史の記録としての役割もした。英語の詩の中には昔からの生活

様式や文化といったものを取り入れようとしたものもあるし、近代的な都会での生活を謡ったものも

ある。いずれにせよ、どちらも今のポリネシアの生活には必須のものだ。 

ロバートサリバンの詩、ホンダワカは、この二つの水準を縒る。サリバンは若いマオリの詩人。ポ

リネシアの詩の寄せ集めの編者の一人であり、その序章が今回の１０章のメインテキストとなってい

る。ワカというのは、おおきなカウリマツをくりぬいて作った船で、５０人くらい人が乗れる。マオ

リには、マオリの先祖は伝説の母国、ハワイキから、７つのワカに乗りニュージーランドへ渡ったと

いう言い伝えがある。そして、今のマオリの人はみな、その先祖の誰か一人にまで系譜を辿れるとい

う。だからワカは、マオリ個人の源流や家族の歴史に関係するだけではなく、海の民としてのマオリ

のアイデンティティーをもあらわしている。 

日本の車とワカを併存させるのは一見不釣合い。日本車は現代のニュージーランドの景色になじん

でしまっているが、それはニュージーランド固有の文化とは無関係。それに、サリバンは、自身のホ

ンダの車をワカと呼ぶ。その古い車は、サリバンの、人生において重要だったいろんな体験を全部み

ていた。父の死、息子の誕生、図書館員としての経歴、そしてなによりも、詩の創造。ホンダワカの

詩はすぐにマオリの伝統、そして、詩人の伝統の中に組み入れられた。 

ヨーロッパの人がポリネシアに住み始めてから２００年以上が経ち、ポリネシアの地の固有のもの

と外部からのものとが複雑に絡み合ったものを紐解くことは難しい。それに、ポリネシアのひと自身

もヨーロッパによって押し付けられた固定観念を利用することもしばしば。個人によって発せられた

声によってのみ、隠された真実に達することができるのではないか。 

ホンダワカ 

きょう３０ドルと引きかえに、 

ペンローズの解体業者に 

ホンダ・シティを引き渡した。 

 

それは７年前６０００ドルで買ったもの。 

窓の下にさびがついて、 

サイドウィンドーの周りにも。 

車検のときに、こう書かれた。 

「この車にはたくさんの錆があります。」 

 

その車に乗って、ブラフへパットおじさんの葬儀に行った。 

途中モエラキで少しとまって、 

空を見た。夢のような空。 
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ある日友達がその車に乗って私たちについてきた。 

テムエラが生まれるから、国立産婦人科病院まで。 

（私たちは彼女のおおきなシトロエンに乗っていた。） 

 

ホンダに乗って、家族に会いに、 

オタキにも行った。ウェリントンにも。 

 

ホンダに乗って図書館学校にも行った。 

ヴィクトリア大学のとなりだった。 

 

夜、家族の再会のパーティが終わってから、 

ホンダに乗って、おじいちゃんを乗せて、小川を渡った。 

 

テムエラが初めて乗ったのはホンダ。 

ホンダはとても重要なものだった。 

 

私の詩において。 

そして、私はもうホンダを捨てた。 

Whetu Moana, Ocean of Stars 

Albert Wendt, Reina Whaitiri and 

Robert Sullivan 

ポリネシア。それはまさに多様なイメージをもつところ。たくさんのイメージを呼び覚ます。あっ

たかい南国の海、やしの生えた浜辺、草でできた小屋、半裸の浅黒い少女、キャプテンクックやウィ

リアムブライ、そしてケビンコスナーやエルビスプレスリー。ポリネシアとして知られる地域は実際

すごく美しいところが、同時に、何世紀もの間並大抵でない困難になんとか打ち勝ってきた多くの人

たちの故郷でもある。外部の人が太平洋にロマンチックな考えやイメージを持つから、彼らが来てか

らずっと私たちは苦しめられてきた。だからポリネシアの物書きや芸術家、学者や政治家にとって、

ずっと、休暇や休養のイメージを打ち壊すことが課題だった。 

ポリネシア、メラネシア、ミクロネシアというのは、太平洋の文化地域である。メラネシアやミク

ロネシアの人が太平洋に住み始めたのはだいたい 50000 年前。私たちポリネシアの祖先は、3000 年と

か 4000 年前になってすみ始めた。そして彼らは、海をテモアナヌイアキワと呼んだ。三つの地域の名

前や境界は、200 年前になって決められたもの。私たちも決定に加わったが、ほとんどは外の人が決め

た。でも違いはあまりなく、外の人にとって、例えばトンガの人とサモアの人、ニウエの人とマオリ

の人を区別するのは多分難しかった。でも私たちは、文化間の違いを尊重し、そういったものに喜 
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んで注意を引く。 

ポリネシア人が始めてこの地域に来た時、多分、太平洋の境界線についてあまり知らなかったと思

う。彼らはその知識を、広い海に広がった島々を探検したり、そこに移り住んだりする過程で習得し

た。昔のポリネシア人にとって、空も海も、境界がなく無限に広がったものだったに違いない。とい

うのも、人がどのように生活して互いに関係しあうかは、この二つをどれだけよく理解しコントロー

ルできるかにかかっているのだから。この途方もなく広い空と海は、ポリネシアの人の知る世界であ

ったし、これからもそうであろう。私たちの世界観は独特で、世界は高く広く深く、大陸やおおきな

島から来る人たちとは違って、世界にはほとんど制限がないように思う。ポリネシアの人は、細部に

まで気を配って自らの血統を記録し、地球と、空と、神と、そしてお互いとの絆をつくり、強める。

ポリネシア人はまた、死んだら星になって広い太平洋に住む人々を導く。人々は世界の読み方、対処

の仕方を学び、つまり海流、風、星の読み方を学び、その知識をもちいて生を営む。だから、海、空、

星のイメージを組み入れて、このアンソロジーを星の海と名づけた。このタイトルは同時に、アンソ

ロジーにはたくさんの詩人や詩があり、その起源は太平洋や、たくさんの文化にあるということをも

意味する。 

ポリネシアは、ハワイ（北東）から横にいってラパヌイ（イースター諸島）、そして下はアオテアロ

アやニュージーランドが南西にある。その三角形の中には、トンガ、サモア、クック諸島、ニウエ、

トケラウ、ソシエテ諸島がある。また、メラネシアにはロツマのような、ポリネシアの飛び地がある。

こうした国々は、火山諸島から環礁まで、雪を抱く山から青い砂浜まで、とても多様である。このア

ンソロジーは英語を話す国の詩に限定した。それは、歴史の事件のせいでフランス語のポリネシアの

作品が締め出されたからだ。 

ここ 200 年間、まずヨーロッパ、次にアメリカやアジアの植民地化の影響で、私たちの文化は急に

変わった。宗教、食事、輸送手段、家、意思疎通、生活のあらゆる面が植民地化の影響を受けた。同

様に、私たちの多くが、いまやヨーロッパやアジアなど、他の血をひく。太平洋の民は、メラネシア

やミクロネシアも含め、いつもほかの島の人と結婚してきたのだ。 

1950 年代、脱植民地化運動がおこり、たくさんの国は独立をとりもどしたが、アオテアロアやハワ

イ、ソシエテ諸島などは植民地のまま残った。こうした国に住むポリネシア人は、政治的独立をしよ

うとする少数派であり、自らの文化を守り、発展させようとこころに決めている。文学や芸術は、脱

植民地化プロセスの一環であり、植民地の影響を受けてできた新しい文化を、自由で独立した国だと

するのに役立つ。 

ポリネシアは、外部の人の著作によって生み出され、その著作は、私たちの地域に関してたくさん

の神話を生み出した。１９５０年くらいから、ポリネシア人も本を書き始め、自身の世界観をしめし、

私たち自身と場所を中心にすえた。こうした変化はすべて、私たちが選んだ詩のなかに顕著であり、

世界観の相互にかかわるようすを示す。ポリネシア人の活気にあふれいくつもの言語を話す多様性に

は共通点があり、それは、海、語彙、社会的文化、価値観、植民地の歴史である。こうしたものが力

となって私たちの詩を一つに纏めあげる。 

私たちの地域にはたくさんの西洋の神話があり、それは、ミードによる性的魅力から、うその旅行 
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者取引や、キャプテンクック伝説まで。このアンソロジーによって、西洋の目が、現在過去の神話か

ら、ここにふくまれた、詩人たちによって表現された真実に移ることを望む。 

詩が好きなポリネシア人として、ここ 20 年で私たちの地域に生まれ出た詩を見たい。そしてその詩

を通して、私たち、私たちの文化に何が起こったか、何が起きているかを見たい。詩というのは私た

ちにとって一番ふるい芸術の形式であり、いまだに敬意を持たれ、愛されている。この古い詩の伝統

がどのように新しい詩にあらわれているのか。このことを検証できる詩の収集をしたかった。 

しかし、なぜ英語で書かれた詩だけに注目するのか。４０超の固有の言語、それに英語、フランス

語、ポルトガル語、スペイン語、日本語などなどこのポリネシアにはある。単に、この全部の言語を

アンソロジー化することができなかったのだ。英語は 200 年以上この地域にあるし、現在も一番あり

ふれた意思疎通手段である。英語は太平洋の言語になった。実際ポリネシアにはいろいろな英語があ

り、それぞれのポリネシアの国で英語を土着化し勝手に使用している。だから、マオリ英語もあるし、

サモア英語、ハワイ英語などがある。ピジン語もたくさんでてきて、ハワイのクレオール英語などが

ある。植民地化した人の言語はポリネシアの語彙や概念が導入され、より豊かに復活してきたし、そ

うし続けている。 

このアンソロジーのなかみは、そうした英語やピジン語の多様性を表している。詩人の大半は二ヶ

国語を話すが、詩を書くのはおもに英語である。残りの人は土着語を話せない故、英語だけで書く。

この星の海では、国別でなくて名前のアルファベット順で人を並べた。私たちの目的は、太平洋の詩

を並列に並べることで共通なところもあるが変わったところもある文化の見方をつくりだし、年齢、

言語、場所、政治形態、性などのようなたくさんの色をみせるプリズムをとおしてポリネシアの詩を

ながめることだ。２０年後にもポリネシアの詩は予想できない方向へ発展しつづけていると思う。私

たちの歴史が発展してきたように。このアンソロジーが今日のポリネシアの詩を正しく映しているこ

と、将来の基準点となること、あらゆる教育段階の人にとって有益な教育材料になることを切に願う。 

帰郷 

彼はまだ子供だった。 

あなたの一番上の子。 

奴隷として 

盗まれた。 

運ばれた。 

オーストラリア。 

あなたは泣いた。 

親に小言を言われすまなく思って。 

ひとをやった。 

彼をさがしに。 

でもどこを探せばいいの？ 

赤い大きな国の。 
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150 年たって、彼は帰ってきた。 

青い目をして金の髪の毛。 

彼はがけに座った。 

そこはあなたがよく座っていたところ。 

彼が戻るのをずっと待って。 

貿易風は、 

あなたの歓迎の抱擁。 

シギは歌う。 

歓迎の歌を。 

そして彼らは飛び去った。 

ポンゾンビーをこえて 

きのう夜明けのほんの少し前、庭がすごく寒かったけど、黒い星がポンゾンビーの上空に、うちの

家の真上に止まったんだ。第三種接近遭遇みたいな感じだった。だから窓を開けたんだ。サムは言っ

た。それで、宇宙旅行、終わりのない海、それと神の、明るくて深い、改心させられるような匂いを

吸い込んだ。でも神とか信じないんじゃなかった？私は言った。いまはもう信じるよ。彼は笑った。 

[東京大] 
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Aotearoa is a Maori place name. New Zealand is the English name for the same place. Aotearoa / 

New Zealand is a place that has come into being out of a history of mixing and negotiation. Like its 

dramatic landscape, full of life and movement, Aotearoa / New Zealand today is a place that is visibly 

still evolving.  

Scholars today are energetically debating the history of the Maori settlement of Aotearoa. There’s 

also an energetic debate going on today about the future of Maori, Aotearoa / New Zealand. How 

should the Maori aspects of modern Aotearoa / New Zealand be maintained and respected?  

For some people, the best way to maintain and to respect Maori tradition is to tie its preservation 

and future development to tourism. Historically, Maori culture has had a strong tradition of 

welcoming and guiding visitors and this tradition is being carried on today in places like the 

Auckland Museum, where visitors from around the world can study Maori artifacts, watch 

performances of traditional Maori song, dance, and ritual, and interact with the performers.  

Visitors are also warmly welcomed at Rotorua, a half-day’s south of Auckland. Rotorua is famous 

not only for its geothermal activity ― its geysers, mudpools, and hot springs ― but also for its 

presentation of Maori culture and history. At the New Zealand Maori Arts and Crafts Institute, for 

example, tourists can visit the carving school, Te Wananga Whakairo, which is located next to a 

reconstructed Maori village. The village is usually called “Whakareawarewa”. But its full length 

Maori name is a bit longer. “Te Whakarewarewatangao-teopetauawahiao”.  

The knowledgeable Maori guides and performers who work at Whakarewarewa take pride in 

explaining the village and its traditions to visiting tourists. Many Maori believe that welcoming and 

interacting with visitors is an integral part of modern Maori culture.  

Others, however, disagree. Some Maori people feel that their culture is being commercialized, 

turned into a commodity, something that can be packaged and sold. They think the way that Maori 

history is told at Whakarewarewa is over-simplified and superficial. Another criticism is that the 

Maori people whose culture is being commodified and sold to tourists have little control over the 

process themselves and don’t benefit much financially. Some people argue that Maori tourism is 

dominated by non-Maori and non-local developers. Local Maori people are mainly involved as 

guides, or performers, and have little control over the Maori tourism industry as a whole. 

Atotearoa / New Zealand today provides us with a good example of the way that unique places 

come out of histories of mixing and interaction, histories that are sometimes peaceful, and sometimes 

not. Today’s debates over the protection and promotion of Maori culture are an essential and creative 

part of the ongoing negotiation of Aotearoa / New Zealand as a shared space. In the workshop of the 

carving school, the students learn their craft; the tourists learn from the students. This small space of 

integrated work and learning provides a nice example of a place in which the mixing of different 

interests and histories has been successfully negotiated. 

[東京大] 
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Introduction 

Shigeki Noya 

ある一つの物体を異なる角度から見たらどうなるでしょうか？コーヒーカップのような何の変哲も

ないものを使って試してみましょう。どう持とうが、どう首をかしげてみようが、それは同じコーヒ

ーカップに見えますよね。ある角度からみたらコーヒーカップに見え、また別の角度から見たらリン

ゴや鉛筆に見えたなんてことがあったらとても奇妙でしょう。コーヒーカップはあなたがどう視点を

変えようと、遠くから、又はすぐ近くから見ようと、同じコーヒーカップなのです。このような経験

から、物体は、私達がそれをどう見るかに関係なく一定不変のものである、とたやすく推測できます。

しかし実際は、そんなに単純ではないのです。 

ある時期日本では、若い女性の間で 10cm 以上の厚底の靴やサンダルを履くのが流行っていました。

これは間違いなく、かえって不安定な靴であり、かなりの若い女性達がつまずいたり、さらには転ん

だりしたのには疑いもありません。しかしそれにも拘らず、女性たちはそのような流行の先端をいく

厚底靴を履く事ができて幸せなのでした。私が思うに、彼女たちはただ単に異なるスタイルを求めて

いただけではなく、周りの景色も違ったものに変えたいと思っていたのです。厚底靴を履くというこ

とで、そうした変化がもたらされました。同じように、あなたは通りの真ん中でしゃがみ込む人をよ

く見たものでしょう。未だにやっている人もいます。多分、あなたもやってみるべきなのです。 

おそらく、見るものがやや異なって、少し変わって見えるでしょう。体を傾けたり地面にねそべった

りすれば、周りの景色や物体がさらに変化することでしょう。いったい何が変わったのでしょうか？

少し前コーヒーカップの例で学んだように、物体の意味は変わっているようにはみえません。やっぱ

り人は人、コーヒーカップはコーヒーカップ、木は木に見えます。しかし確かに何かが変わっている

のです。 

物は、私達とそれとの関係が変わると、意味を変えます。コーヒーカップは、それにコーヒーを注

ぎ入れ、そこからコーヒーを飲むものと私達が理解している限り、その意義を保ちます。しかしなが

ら、ひっくり返して―もちろんその表現自体からしてどれだけ私達とコーヒーカップとの関係が規格

化されているかが表されている―片方の端に金属片をつけた短い紐を、コーヒーカップの中央部につ

けてたらし、ひさしの下にぶらさげ、それがこの物体の標準的な扱い方となったら―それは風鈴と見

なされることになるだろう。テーブルについた時にコーヒーカップを見ると、手を伸ばせばとれるよ

うに見える。そのことは、コーヒーカップが容器の一種である事を表している。またドアの前にたて

ば、ドアは開けられたり閉められたりする物体に見える。私達はドアをそのように見るように慣らさ

れているのだ。だから、もしドアがねじれて取り付けられていたり、ただの玄関のように見えるのに、

道のど真ん中においてったりしたら、戸惑わずにはいられないだろう。このような意識を持って周り

を見渡せば、実際物体は私達の気づく以上に私達の見方を制限しているということが分かる。物体は

とても限られた方向で、私達をそれらに関連付けようとしているからである。私達の標準的な見方を

不安定にすることによって、私達と、周りにある物体との関係が変化し、それによって今度は物体の

まさにその意味が変化するのは、このためである。 

しかし、もちろん物体の意味を変化させるのは簡単な事ではない。もし突然、なじみのある何らか 
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の物体を異なった見方で見る事になったら、必ずや幾分かのちょっとした好奇心を感じることだろう。

しかしこれが単なる偶然の出来事であるならば、私達の見方はすぐに安定化し、標準に戻ることだろ

う。単にコーヒーカップを逆さまにひっくり返しただけでは、コーヒーカップとしての意味を本当に

は変えないのはこのためである。その意味を本当に不安定にするためには、「標準」の状態を変えるか、

今基準となっている見方を新しい方向に向けねばならない。今現在私達が「逆さま」と呼んでいるも

のが標準となり、コーヒーカップを机の上におく標準的な方法と考えていたものが逆さまとなった時

―それが、コーヒーカップがコーヒーカップであることをやめた瞬間である。そうなると、私達は、

その物体を見る方法だけでなく、それとの関係そのものも変えねばならなくなる。 

写真はその点において、写真家と物体との関係を表す物である。この章に出てくる写真は、たまた

ま倒れた、又は人工的な創作をしようと試みる者が撮ったのではない。つまずくことや倒れる事が日

常生活の一部となっている者が撮っている。だから、それらの写真の持つ力は単に映像としての演出

によるものではなく、それらを撮った者の身体によるものでもある。上下逆さまの写真には、ひっく

り返った体がつきまとう。倒れた体からの視点は、標準化された見方に挑む。それらの写真を、われ

われが常日頃規範として用いている視点の内で見る限り、それらの中から生ずる新しい意味を完全に

とらえる事はできない。それにも拘らず、私達はそのような制限の中でさえ、それらの写真が「何か」

を不安定にし、変形させる力を持っていると感じる事ができると私は思う。 

 

The Fall Guy 

Samantha Ellis 

Martin Bruch は転ぶ。それもたくさん。そして転ぶごとに、転んだ後の視点での写真を撮る。今ま

でに 366 枚撮ってきて、それは彼を転ばせた出来事を起こった順番に記録した写真となっている。彼

の歪んだ写真は、オーストラリアやベネチア、ビエンナーレで展示されてきて、来週ロンドンで公開

される。 

ブルースはこだわりのある男だ。彼は会う人すべての写真を撮り、その一方、音を管理するという

昼の仕事では、ドアのきしる音を調節するのに忙しくしている。「想像しうるすべてのドアは開いたり

閉じたりしている。玄関にドアがあって、木のドアだったり金属製のドアだったり…」彼はまた、仕

事で写真関係のプロジェクトも抱えている。ある赤いソファに座る人すべての写真を撮るというもの

である。もう一つのプロジェクトはトランクと呼ばれている。「街に出た時は、開いた車のトランクを

撮る。決して終わる事はないよ。何百万もの車があるからね」 

1961 年にチロルのハルで抽象画家の息子として生まれた。彼のお気に入りの芸術家は環境芸術家の

Andy Goldsworthy,大聖堂などを包むアートで知られる Christo と Junne-Claude 夫婦、フェルトや動

物の脂肪を用いた彫刻で知られる Joseph Beuys だった。彼の持った初めてのカメラはプレゼントとし

てもらったものだった。ロモ社の、重くて不細工なもので、ロシアのレニングラードの光学器機工場

で作られ、1990 年代の熱狂的な芸術ブームを突如生じさせたカメラだった。旧ソ連時代のカメラはば

かばかしいほど技術のないしろものであったが、愛好家たちはその写真にかかるかすみを愛するよう

になった。ブルースはこのロモを愛していたが、1250 枚撮っても 50 枚しか、何とか使い物になるもの 
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がないと分かった後は幻滅を感じた。 

そして彼の平衡感覚が、多発性硬化症によってゆらぎ始め、転ぶようになった。「ある日転んだ時、

誰も今まで撮った事のない景色であると思った。やみつきになり、自分がそれを写真におさめねばな

らないと確信した。写真家のほとんどは床に寝て写真を撮ったりはしないから。」そして１９９６年の

５月、彼は転んだ所、厳密に言えば転んで地についた場所から写真を撮り始めた。彼のあだ名は「壊

れる」とか「衝突する」という意味の Bruthlandwangen(=crashlandings)だった(crashlanding＝緊急事

態のために機体の破損を覚悟の上で不時着する事)。 

優れた腕前には興味がない。「僕はいつもコダックの FunFlash というカメラを使っている。とって

もシンプルで、99.9％リサイクルできて、もし僕がそのカメラの上に転び乗ってしまったとしても、壊

れないんだ。」彼には別のルールもある。それは、いつもフラッシュを焚き風景写真を撮るということ

だ。（水平方向に見る時、眼鏡を水平にかけるように。）そしてそれらを小さく見せるのだ。「人々はい

つも、「ゆっくり写真を引き伸ばせ」というが、私が思うに、写真にもっと近寄って引き延ばすのが一

番いいのです。」 

そのスナップ写真はほとんど計算されたものではなく、クラクラする風景を逆さまにした世界を垣

間見せる。階段が突然立ちふさがったり、建物が曲がったり、道路が垂直に跳ね上がっていたり。時

折、倒れたイスによって、彼がどのように倒れ落ちたのか分かる。彼のスクーターが何枚かの写真の

隅でほのかに輝いている。後の方の写真では、彼の車いすの輝く取手が大半を占めるようになる。「写

真は僕の病気が悪くなっていく年代記なのです」と彼は言う。MS（＝多発性硬化症）に苦しむすべて

の人がこんなにたびたび転ぶ訳ではないが、それでも多くの人は彼のやるような危険を冒そうとはし

ない。「ワイルドで、冒険的だ。車いすに座り、押し出されるんだから。」 

写真に写っている人々はおもしろがったり、困惑したり、ぎょっとしたりしている。一つの写真で

は、緑のビロードの服を着た双子の年金生活者が、不思議の国のアリスに出てくる女王のように、か

らかうような顔をしている。もし人々が彼を助けようと駆け寄ったり、カメラをさっと取り出せない

くらいひどい転び方であったりしたら、その場所や日付や時間を記録するために黒写真をとる。ある

黒写真は、エスカレーターを後ろ向きのまま落ちた時の事を記録している。「少なくとも僕がエスカレ

ーターの 6 ステップ分の大きさだということは分かるね」と彼は言う。 

彼は車のトランクを撮る。なぜなら「そこは公の場所での個人的な領域だから」で、人前で転ぶ事ほ

ど個人的かつ私的な事はないからである。それはただ単に一目にさらされることではなく、見知らぬ

人があなたを知っている気になる方法なのだ。人々の反応を記録することで、彼は立場を逆転させ、

人々を彼の観察対象としてしまう。 

彼の次のプロジェクトとして、Handbike 映画がある。頭にカメラを取り付け、開けた道をスピード

をあげて走る。車が遠くに撮影され、彼の３輪の車いすから通行を記録する。しかし彼は雑音につい

ては気にしていない。ウィーンのリングストラッセ道路で、車の騒音に負けじと叫ぶ彼の声をほとん

ど聞けないくらいに大きいものだった。「これが僕の伝えたい事だ。」と叫ぶ。「雑音だ。雑音の中にも

静けさがあると思わないかい？」ひどく怒った運転手がクラクションを鳴らす。「僕が怒らせたんじゃ

ないよ」と彼は言う。今までにパリとウィーンで撮影した。次はロンドンだ。「とりつかれているよ。」 
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彼はまた、今だに倒れた時の写真も撮り続けている。 

他の写真家達は、絵筆と違ってカメラはほとんど身体の一部で、もう一つの目なんだという考えを

漠然と抱いている。Susan Sontag いわく、「写真は単なる映像ではなく、現実の解釈をするものである。

また軌跡でもあり、本物から直接写し取った、足跡や死面のようなものである。」ブルースの作品にお

ける写真は、ほとんどレントゲン写真のようなものだった。落ちた時の感傷や、病気がどんどん悪化

するのを記録することが出来る点において。Bruchlandungen は彼の驚くべき積極性の記録であると同

時に、MS との葛藤の記録でもある。写真は別の機能も果たすのである。「写真を撮るのを恐れてはな

らない」という。「撮るまさにその時になって写真を撮る瞬間、感傷に浸る時間はない。」彼にとって、

写真は悪い思い出ではなく、生きている証なのだ。「私は 366 回、転んだときに写真を撮った」と言う。

「写真を撮っていなくても、転んだのはさらにたくさんある。でも生きているよ。」 

[東京大] 
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OK, this story-"The Fall Guy" from the Guardian newspaper-askes us to address some pretty 

important questions. It invites us, for example, to address the questions, to address questions like: 

What is 'ability'? What is 'disability'? What is 'handicap'? And what do these things mean for the 

people concerned? 

If you look at these pictures, on the video,[um] they show people communicating in Japanese sign 

language. [Um] can you understand what they're saying? Probably not. But there doesn't seem to be 

any way that they're not communicating, in a completely viable way, and the language that they're 

using gives them the chance to express themselves, in any way that they wish to. 

Not being able to hear might be seen as a disadvantage by many people but that doesn't mean that 

deaf people are not able to communicate with each other. 

There's a mis[understanding]-another misunderstanding about sign language, and that is that it's 

somehow inferior, it's gestural only. It doesn't [umm] have the same depth and degree and subtletly of 

meaning that [um...] spoken language has. But, let's have a look at that question, and look a little bit at 

the history of American Sign Language, ASL. 

[Um] in 1816, is when the history of ASL really started. A young graduate graduate from Yale 

University who was a Protestant minister, his name was Thomas Hopkins Gallaudet. He became 

interested in the education of deaf children and he wanted to find out as much as he could about 

teaching methods, and so he took a trip to Europe, where it was possible for him to study that kind of 

thing. And on his return to the United States, he set up a school for deaf children and it's this point 

that marked the begnning of the history of [Japanese-of, er, excuse me] American Sign Language. 

It's interesting to note that at its earliest stages, American Sign Language was fairly much a 

gestural language: the signs were fairly simple, the degree of subtlety, the range of meaning were 

relatively limited. But pretty soon, these signs become standardized, they become more compact, the 

degree and range of meaning become much, much wider and [er] soon it become equal to [er] spoken 

language in the degree and subtlety of meaning it could communicate with. 

[Um...it may be that]...if you look at people communicating in sign language now, [it's] it's difficult 

to tell what a sign means just by looking at it. In other words, it's no longer just gestural. [Um] so, the 

association of form and meaning has become symbolic. And a fairly efficient definition of language is 

to say it's a system of symbolic communication-and that's exactly what American Sign Language and 

other sign languages are. 

But what about American Sign Language now? It's used on a regular basis by [er] 500,000 native 

speakers, in the United States and Canada. It's taught as a foreign language in many American 

universities, so that students who are not deaf can learn American Sign Language and, through 

learning American Sign Language, they can learn about the culture of deaf people and learn about 

what they're interested in, the kinds of topics that are important to them. In other words, it's equal to 

any other foreign language. 

[東京大] 
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英語 I 2006 年度・夏学期・1 年生試験問題 

 A  以下の文章を読んで設問に答えなさい。 

So why is there so much controversy surrounding Mauna Kea today? 

(1)Much of the blame belongs to astronomers. For many years, the astronomy community was, through 

ignorance or arrogance, insensitive to the sanctity of Mauna Kea to some Hawaiians. In their eagerness to 

build bigger and better telescopes, astronomers forgot that science is just one way of looking at the world, and 

that we must be respectful of world views that differ from our own. Mauna Kea was a sacred site to the 

Hawaiian people long before there were ever telescopes there, and so (   X   ) have a moral obligation to 

help preserve the (2)dignity of this holy place. 

But sensitivity to other cultures is a (3)two-way street. Science, too, is a culture, an ancient one whose roots 

go back to the dawn of human civilization. Today the science of astronomy transcends race, religion and 

language. Calls from some Native Hawaiian and environmental groups for the dismantling of telescopes on 

Mauna Kea or banning future development there (4)are also culturally insensitive because (   Y   ) ignore 

the kinship astronomers (5)feel with the mountain as they explore the cosmos in what is ultimately a spiritual 

quest for (   Z   ), too. 

 

1. 下線部(1) の意味として最も適したものを1つ選び、解答欄【1】にマークしなさい。 

a. Astronomers should accept much of the responsibility for the controversy. 

b. Astronomers should blame the Hawaiians for their insensitivity. 

c. The Hawaiians should accept much of the responsibility for the controversy. 

d. The Hawaiians should blame astronomers for their insensitivity. 

 

2. 下線部(3) “two-way street” はどのようなことを示す比喩だと考えられるか。次のうちから最もふさわしいものを1 

つ選び解答欄【2】にマークしなさい。 

a. 両者が平行線で交わることのないことを示す比喩。 

b. 両者が全く逆の方向に進んでいることを示す比喩。 

c. 両者がいつかは交差点にて交わることができる（接点を見出せる）ことを示す比喩。 

d. ひとつに見えるものでも二面性を持つものだということを示す比喩。 

e. 一方通行ではなく，向き合う両者が互いに譲り合って進むべきことを示す比喩。 

 

3. 下線部(4) “are” の主語として最も適したものを1つ選び解答欄【3】にマークしなさい。 

a. calls                                             b. environmental groups 

c. groups who are dismantling the telescopes          d. some Native Hawaiians 

e. telescopes                                        f. there 

解答はすべて解答用紙に記入のこと。【 】内は、それぞれの設問の答えをマークないし記入すべき解答欄

を示している。選択問題解答欄（マーク式）は【1】～【31】（表面）、記述式解答欄は【ア】～【コ】（裏

面）。なお問題F～I は、聴き取り問題である。（予め問題を読んでおくとよい）。 
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4. 空欄(X),(Y),(Z) に入るべき語句が表す対象、あるいはその行為の主体として次のうちから最も適した組み合わせを1

つ選び解答欄【4】にマークしなさい（選択肢におけるNHEG とはsome Native Hawaiian and environmental 

groups の略とする）。 

a. (X) astronomers (Y) astronomers (Z) astronomers 

b. (X) astronomers (Y) astronomers (Z) NHEG 

c. (X) astronomers (Y) NHEG (Z) astronomers 

d. (X) astronomers (Y) NHEG (Z) NHEG 

e. (X) the Native Hawaiians (Y) astronomers (Z) astronomers 

f. (X) the Native Hawaiians (Y) astronomers (Z) NHEG 

g. (X) the Native Hawaiians (Y) NHEG (Z) astronomers 

h. (X) the Native Hawaiians (Y) NHEG (Z) NHEG 

 

5. 下線部(2) “dignity” と最も近い意味で使われている語を本文中の英語1 語で答えなさい。解答は裏面の記述式解答

欄【ア】に記入すること。 

 

6. 下線部(5) “feel” の主語を本文中の英語で抜き出し、裏面の記述式解答欄【イ】に記入しなさい。 

 

 B  テキストの文意に沿った内容となるように、空欄【5】～【8】内に補うべき最も適したものを1 つ選び 

解答欄にマークしなさい。なお教科書原文で用いられた語句と全く同じになるとは限らない。 

For European colonizers, Polynesia represented a resource to be utilized, an untrodden paradise to be 

yearned for, an immoral barbarian habitat - or all of the above. But of one thing they were certain: the arrival 

of messengers from the civilized world would (   【5】   ) the people that were waiting for them as well as 

they themselves. 

For the Polynesians, the arrival of people all the way from the ‘other’ side of the globe was (   【6】   ) 

eagerly awaited. And, as the European population in Polynesia increased, society in areas colonized by 

English speakers became predominantly white and English-speaking. The (   【7】    ) population 

experienced unprecedented change in their life-styles, often being forced to (   【8】   ), so that finally there 

appeared a generation whose first language was English. 

 

1. 空欄【5】に補うべき最も適したものを1つ選んで解答欄【5】にマークしなさい。 

a. betray 

b. cause harm 

c. do good to 

d. enlighten 

 

2. 空欄【6】に補うべき最も適したものを1 つ選んで解答欄【6】にマークしなさい。 

a. by all means                        b. far from 

c. nothing but                         d. nothing more than 
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3. 空欄【7】に補うべき最も適したものを1 つ選んで解答欄【7】にマークしなさい。 

a. incoming 

b. modernized 

c. native 

d. young 

 

4. 空欄【8】に補うべき最も適したものを1 つ選んで解答欄【8】にマークしなさい。 

a. adjust to the culture and the language of the settlers 

b. decide whether or not to abandon their own culture and language 

c. intermarry with the white settlers 

d. leave their homeland in order to preserve their culture 

 

 C  以下の文章は、ある２つの団体による調査結果について述べた文章である。よく読み設問に答えなさい。 

The crucial question was how to calculate the “use rate,” which was the data intended to show how much 

birds like snipe and plover used the area targeted by the proposed project. At the heart of the controversy was 

the fact that the proposed landfill would radically transform the tidal flats area where the snipe and plover 

flew to spend the winter. The area was an internationally recognized Japanese winter harbor for these birds.  

While something like a “use rate” might seem to be an objective kind of measurement, as it turned out 

there was a huge difference between the use rates calculated by the promoters of the project, on the one hand, 

and by an independent NGO that conducted its own investigation, on the other. The city assessment 

calculated the rate at somewhere between 0.0% and 10.7%. The NGO, on the other hand, calculated the rate at 

between 31% and 96%. This discrepancy followed directly from differences in defining how the use rate was 

determined. For those promoting the project, the use rate was defined as the result of ascertaining “the 

percentage of birds using the proposed area during the day, regardless of whether the land was submerged at 

the time or not.” In contrast, the definition employed by the NGO was: “what percentage of the birds were 

feeding during the time when the area of the proposed project was not submerged under water.” The city 

criticized the NGO’s definition of use rate on the grounds that “an investigation conducted under the 

circumstances most amenable for birds to use the land simply observes one aspect of the birds’ daily activity.” 

 

1. ここで示されているのは、“there was a disagreement over S/N ratio” という状況の例である。この例で、

当該の２団体のうち一方の解釈ではS(ignal) として扱われ、他方の解釈ではN(oise) として扱われてしま

っている情報は何か。下の括弧内に入る形で、記述式解答欄【ウ】に２５文字以内の日本語で記入しなさ

い（書ききれなければ【エ】も使ってよい）。 

(                                      ) の数 
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2. 上記の例は以下のうちどのような主張を導くため挙げられたものか。最も適したものを1 つ選んで解答欄

【9】にマークしなさい。 

a. Even apparently objective data is often a co-product of information and point of view. 

b. Facts appear to allow multiple interpretation. That is the nature of objectivity. 

c. Numbers can never represent objective facts because errors on the human side are inevitable. 

d. People project their value judgment to numbers as a means of resolving disputes. 

 

 D  以下の文章群a～g のうち4 つは、ある種の共同体におけるカラオケの機能について論じた一続きの文 

章を並び替えたものである。 

a. People in this (1)interpretive community construct karaoke scenes as a temporary social and symbolic 

haven where they can escape from a sense of entrapment, the everyday repetition and humdrum routine, 

and the reality of being in isolation. Singing karaoke is more than just entertainment to them. 

b. These are spaces where people in the community, even in the most adverse of social and economic 

conditions, can have a voice of their own, a voice of self-assurance and connection. 

c. Coming from such affluent backgrounds, members of this community are highly educated processionals 

living in exclusive neighborhoods in New Jersey. 

d. How karaoke is ultimately used and the social consequences of such usage are determined by the past 

experiences, needs, and expectations of the people who use it, as well as by the interactional performance 

making use of it, hence the concept of the interpretive communities of karaoke. 

e. They adopt the interpretive frame of reference that views karaoke as a status symbol. 

f. They use karaoke to create certain social spaces to keep in touch with people who share similar life 

histories, through either vocal or silent participation. 

g. The use of karaoke here speaks to people’s need to have an escape, or therapeutic mechanism, that gives 

them access to a way of life otherwise absent from their everyday existence, even if the escape can only 

be temporary. 

 

1. 以下から、その４つの中で2 番目と3 番目に入るべきものを選び、解答欄【10】【11】に記号を1 つずつ

マークしなさい（最初と最後は初めから与えてある）。 

【a】→【10】→【11】→【g】 

 

2. 下線部(1) の説明として最も適切なものを以下から選び、解答欄【12】にマークしなさい。 

a. Those who share a comradeship forged through the same cultural event to challenge the actual 

inequalities in a society. 

b. Those who share an affinity for a globally popular form of entertainment such as manga and anime, 

regardless of their nationalities. 

c. Those who share the same policies for appreciating things and assigning meaning through social 

and cultural environments 

d. Those who share the same view of the world through face-to-face contact in small local communities. 
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 E  テキストに基づいて、下の文章の意味がとおるように、空欄内に補う語句として最も適したものを選択 

肢から選び該当する解答欄に記入しなさい（教科書原文で用いられた語句とは異なる）。 

Pablo Picasso’s early artistic career demonstrates how uniqueness and originality emerge as a result of 

long and arduous efforts made primarily ( 【13】) of tradition and convention. We are so familiar with his 

cubist-style paintings that we tend to think that ( 【14】) looking at the painter in his early teens and , after 

going through a massive self-imposed course of training in rudimentary sketching,  【15】) his own painting 

style. One of his closest friends testifies to the staggering fact that the piles of his discarded sketch sheets 

provided sufficient fuel for a stove all winter long. You may be able to become one of Picasso’s obscure 

epigones simply by imitating his artistic style, but you can never become ( 【16】 ) if you skip the process he 

went through. 

 

1. 空欄【13】に補うべきものを1 つ選び、解答欄【13】にマークしなさい。  

a. by denying the widely recognized framework 

b. by re-interpreting an existing framework 

c. within an already established framework 

d. within the process of promoting the framework 

 

2. 空欄【14】に補うべきものを1 つ選び、解答欄【14】にマークしなさい。 

a. he applied to his painting his eccentric manner of 

b. he had an unusual strategy for 

c. he taught himself the skill of 

d. he was innately gifted in 

 

3. 空欄【15】に補うべきものを1 つ選び、解答欄【15】にマークしなさい。 

a. developed 

b. lost 

c. practiced 

d. regained 

 

4. 空欄【16】に補うべきものを1 つ選び、解答欄【16】にマークしなさい。 

a. a true epigone of a genius 

b. a unique cubist 

c. someone truly original and distinct 

d. someone who is as eccentric as Picasso 
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以下は聴き取り問題です。放送が始まる前に必ず目を通しておくこと。各問題は 2 回ずつ流れます。 

 

 F  本文が放送された後、1)～6) の６つの文が読み上げられる。下の設問に基づき、本文と合致している 

ものにはa. を、そうでないものにはb. を解答欄【17】～【22】にマークしなさい。 

設問：Which of the following statements are consistent with Ms Kudo’s advise to walk properly? 

<< 解答欄での番号>> 1)=【17】, 2)=【18】, 3)=【19】, 4)=【20】, 5)=【21】, 6)=【22】 

 

 G  放送を聴いて空欄に入るべき語句を所定の記述式解答欄【カ】～【コ】に記入しなさい（空欄内には 

入るべき単語の数が示してある）。 

Well, prime numbers actually generate direct benefits to society. Prime numbers【カ】( 5 words ), that is to turn 

a message into a form – essentially a code – that is unreadable to anyone who doesn’t have 【キ】( 6 words ). 

The way encryption is done today 【ク】( 5 words ) that multiplying prime numbers is relatively easy (what, 

for example, is 7 x 13?), but working out what the two prime numbers are【ケ】( 5 words ) a certain result is 

much harder (what 2 numbers, for example, do you multiply together to get 323?). Indeed, with very large 

numbers it becomes virtually impossible to solve such problems, and this leads to コ】( 3 words ) 

 

 H  放送を聴き，次のa～g のうち本文の内容に合致するものを４つ選んだ上で，流れに沿った順番に並び替えて 

解答欄【23】～【26】にマークしなさい。 

a. Kellner applied his various experiences of rice growing in his native country to the development of rice 

growing methods in Japan. 

b. Kellner’s research at Komaba concerned the control of water quality and the use of fertilizer in rice 

growing. 

c. Kellner was a professor of agricultural chemistry, not English. 

d. Some of Kellner’s students promised him that they would become influential bureaucrats or scientists and 

set the course of the nation’s agricultural policy or science in the future. 

e. The Kellner rice paddy is evidence of the global circulation of knowledge, technology, and people. 

f. The subjects Kellner taught were very well-established in Japan and were believed to play an important 

role in developing profitable agriculture and establishing a strong nation-state. 

 

 I  本文が放送された後、その内容に関する質問と答えの選択肢が読まれる。No.1～No.5 の質問に対して最 

も適切な答えをそれぞれa～d の中からひとつ選び、下に指定された解答欄にマークしなさい。 

<< 解答欄>> No.1=【27】, No.2=【28】, No.3=【29】, No.4=【30】, No.5=【31】 
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英語 I 2007年度・夏学期・1年生試験問題 

 A  以下の文章を読んで設問に答えなさい。 

Why are people so interested in “losing weight”? 

First of all, before we even start to deal with this question, we have to remember that being “fat” has 

nothing to do with the innate value of a person. {   5   }, a person who is on the heavy side is quite often 

thought of as being rather relaxed and kind, whereas a thin person may be regarded as a bit (   1   ). Social 

preference for particular body shapes changes over time. It is quite possible that in the future there may come 

a time when a heavier body type is preferred. 

(8)On the other hand, as long as humans are (   2   ) creatures, “staying (   3   )” will be something 

that remains an absolute value. For an average male between the ages of 20 and 30, 40% of body weight 

consists of muscle and 20% consists of fat. (9)Not all of this fat is unnecessary baggage. One gram of fat has 9 

kcal of energy. This figure is twice that of the energy level of glucose. In other words, fat is the best source of 

energy for the human body. Medically speaking, when body fat is less than 10%, various functions of the body 

go into decline. {   6   }, when body fat exceeds 25% … the changes of diabetes and heart diseases increase. 

Regardless of social preferences for particular body shapes, it is important to keep the percentage of the 

body fat between 10 and 20% for men and 15 and 25% for women simply in order to stay healthy. It is quite 

(   4   ) today to try to reduce body fat by diet or by limiting the amount of food intake, but this method 

results in the loss of muscle as well as fat. (10)This,{   7   }, leads to the decline of the basal metabolism … 

and this actually makes the body more prone to gaining weight. 

 

1. 空欄(1)～(4)に入るべきもっとも適切な語を下からそれぞれ 1 つ選び、それぞれの記号を解答欄【1】～【4】

にマークしなさい。ただし、1 つの語を 2 回以上用いてはならない。 

a. active        b. biological    c. focused       d. healthy       e. important      f. natural 

g. nervous      h. popular      i. sharp        j. social          k. strong 

 

2. 空欄{5}～{7}に入るべきもっとも適切な語句を下からそれぞれ 1 つ選び、それぞれの記号を解答欄【5】～

【7】にマークしなさい。ただし、1 つの選択肢を 2 回以上用いてはならない。なお、選択肢においては

文頭に来るべき文字も大文字になってはいない。 

a. in case        b. in contrast    c. in fact       d. in opposition 

e. in return      f. in reverse     g. in turn 

 

 

 

 

 

解答はすべて解答用紙に記入のこと。【 】内は、それぞれの設問の答えをマークないし記入すべき解答欄

を示している。選択問題解答欄（マーク式）は【1】～【42】、記述式解答欄は表面【A】～【E】および裏

面の【ア】～【セ】。なお問題 E ～ H は、聴き取り問題である。あらかじめ問題を読んでおくこと。 
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3. 下線部(8)では、どのような主張に対比させて「他方では」と言っているのか。もっともふさわしいもの

を下から選び、その記号を解答欄【8】にマークしなさい。 

a. Social values relating to being fat can vary. 

b. Being fat can be considered a sign of a relaxed personality. 

c. Being thin is something that will always be important for humans. 

d. A person with a higher percentage of body fat will be more valued in the future. 

 

4. 下線部(9)の意味としてもっともふさわしいものを下から選び、その記号を解答欄【9】にマークしなさい。 

a. Some body fat is unnecessary as it contains energy. 

b. Part of the fat contained in the package is indispensable. 

c. The body fat humans carry around is just useless baggage. 

d. Some of the body fat humans carry around is vital for health. 

 

5. 下線部(10)の意味としてもっともふさわしいものを下から選び、その記号を解答欄【10】にマークしなさ

い。 

a. Reducing not only body fat but also muscle. 

b. The method resulting in the loss of body fat. 

c. The difficulty of diets as a way of losing weight. 

d. Reducing body fat by limiting the amount of food intake. 

 

 

 B  以下の文章を読んで設問に答えなさい。 

   ... what does it mean to know what lumbago is like? More than ten years ago I suddenly developed a 

severe back pain and started to have difficulty moving around. Before this experience, I had (   A   ) 

someone said she had lumbago and I thought I could sympathize with her. However, after having 

experienced it myself, my sympathetic understanding of persons suffering from lumbago clearly became 

deepened. At least, so it seems to me. 

Or, what does it mean to know what sorrow is like, for example, the sorrow which a parent feels on losing 

a child? Even though we sympathize deeply with their situation, there seems to be an essential element in 

their sorrow which we cannot experience, and in this sense our understanding and our knowledge about their 

sorrow has an essential limit which is impossible to overcome, (   14   ) information we might have about 

their situation. 

We often describe these kinds of situations in the following way: there are things and events in the world 

which we can understand only from “inside.” This place of “inside” is usually called the place of mind or soul, 

and the problem concerning the relationship between this “inside” and “outside” has been called the 

“mid-body problem” by philosophers. The fundamental problem is that we cannot reach this “inside” in the 

same way that we can reach the inside of a room; we cannot open it as we open a closed bag and find what is 

inside. The inner aspect of pain and sorrow cannot be dealt with in the same way as the outer (physical or 
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physiological) aspect can be, and the knowledge of mind and of body are essentially different. 

Perhaps you have already noticed that the implication of these examples is a little ambiguous. On the one 

hand, these examples demonstrate that (15)inside knowledge is important for deepening and enhancing our 

understanding of other people and that it contributes to strengthening interpersonal relationships. On the 

other hand, they could be interpreted in the opposite direction. They could indicate that there is always an 

essential limitation to our understanding of and knowledge of the experiences of other people, as my situation 

and that of others (   16   ) in the strict sense of the word. 

This ambiguity is revealed in a[n] (   17   ) sense in the following example. Everyone knows that all 

individuals will die at some point, and that one must die one’s own death. I know that I cannot avoid my 

death and that nobody can die in my place, substituting for me. In this sense, my death is the most private 

and (   18   ) event I will encounter in my life. However, can I say that I know what it is like to die my own 

death? Can I say that I know it better than anyone else? Obviously I can’t, as I have never experienced my 

own death, and, once I have experienced it, I will be already dead and therefore not in a position to have any 

kind of knowledge about it. In this sense, it is logically impossible for me to have any (   19   ) knowledge 

about the most basic and private event of my own life. To be sure, I can and do have (   20   ) knowledge 

about my own death from biological, sociological and psychological points of view. However, these various 

kinds of knowledge belong to the sphere of knowledge from the outside, and they cannot contribute to my 

acquiring knowledge from the inside. This would be one way of interpreting the apparently innocent proverb 

“seeing is believing.” 

 

1. 以下の語を並べ替えて、空欄(A)を埋めなさい。その場合に、2,4,6 番目となる単語の記号をそれぞれ解答

欄【11】【12】【13】にマークしなさい。 

a. I     b. it     c. meant     d. thought     e. understood      f. what     g. when 

 

2. 空欄(14)にもっともよく当てはまる句を下から選び、その記号を解答欄【14】にマークしなさい。 

a. as much as 

b. in spite of the little 

c. making much of 

d. no matter how much 

e. owing to much 

 

3. 下線部(15)にもっとも意味の近いものを下から選び、その記号を解答欄【15】にマークしなさい。 

a. knowledge accumulated and shared in a close group 

b. knowledge concerning mind and soul 

c. knowledge gained from direct personal experience 

d. philosophical, ethical and moral knowledge 

e. vague knowledge the point of which is hard to get 
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4. 空欄(16)にもっともよく当てはまる句を下から選び、その記号を解答欄【16】にマークしなさい。 

a. are always the same 

b. cannot be the same 

c. can be different 

d. may be different 

e. should be the same 

 

5. 空欄(17)～(20)に当てはまる語を下からそれぞれ選び、その記号を解答欄【17】～【20】にマークしなさ

い。ただし、1 つの語を 2 回以上用いてはならない。 

a. common        b. considerable  c. extreme       d. genuine 

e. hidden         f. intimate      g. shared         h. strict 

 

 

 C  以下の文のうち、g.は paragraph の最後の文である。他の 6 つの文を並べ替えて。適切な paragraph と

し、文の順序に合わせて a.～f.の記号を解答欄【21】～【26】にマークしなさい。また、文 c.をわかりやすい

日本語に訳し（ただし文中の”for this reason”が指している内容を明らかにする必要はない）、解答用紙裏面の

解答欄【ア】以下に書きなさい。必要に応じて【オ】まで用いてよい。 

 

a. “Globalization” is a catchphrase everywhere in today’s world. 

b. However, is it really true that there is a standard variable that is universally applicable? 

c. Important variables are for this reason likely to vary in accordance with cultural and historical context. 

d. In fact, important variables are always deliberately selected, and depend on the subject and the purpose of 

the particular research project in question. 

e. Talk of universals such as the “global standard” promotes the idea that there actually are such things as 

global standards and variables that are applicable to every context and every culture. 

f. It seems worryingly possible that globalization will lead to the enforced export of culturally specific 

variables: the variables of a powerful culture could easily become imposed on other cultures, where they 

may well be entirely in appropriate. 

g. This is one of the major issues at the heart of science and technology studies today. 
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 D  以下の文章を読んで設問に答えなさい。 

Since the 1950s decolonisation has taken place, and (   27   ) most of our nations are again politically 

independent, some, such as Aotearoa, Hawai’i and the Society Islands, remain colonised. Polynesian people 

within these countries are now minorities (   28   ) for their political independence and are (   29   ) on 

saving and developing their cultures. Literature and arts are part of the decolonisation process and help 

define new cultures as they emerge from colonial influences as free and independent nations. 

Polynesia was written (   30   ) existence by outsiders and literature has created many myths about our 

region. From about 1950 Polynesians have been writing back, presenting (カ)our view of the world and 

placing (カ)our people and places, at the centre. All these changes are evident in the poetry we have selected, 

which reveals an interconnected web of worldviews. There is a commonality in our (31)bubbling polyglot 

Polynesian diversity, the commonality of the ocean, of a shared vocabulary, of our communal cultures and 

values, and our colonial experience. There are the forces that (   32   ) our poetries together. 

There are many western myths surrounding our region, ranging from Mead’s fascination with the sexual, 

to the cardboard, (33)plastic culture of the tourist trade and the myths surrounding Captain Cook. We hope 

this anthology succeeds in shifting the western gaze from current and historical myths onto the expressive 

reality of the poets included here. 

 

1. 空欄(27)を埋めるのにもっとも適切なものを下から選び、記号を解答欄【27】にマークしなさい。 

a. however   b. since   c. therefore   d. whereby   e.while 

2. 空欄(28)と(29)をそれぞれ埋めるのにもっとも適切なものを下から選び、記号をそれぞれ解答欄【28】と

【29】にマークしなさい。 

a. attempting   b. committed   c. deciding   d. desirable   e. engaged   f. intent 

g. occupied     h. striving 

3. 空欄(30)を埋めるのにもっとも適切なものを下から選び、記号を解答欄【30】にマークしなさい。 

a. for   b. into   c. off   d. towards   e. without 

4. 下線部カ”our”における「われわれ」とは誰か。解答用紙裏面の解答欄【カ】に英語で書きなさい。 

5. 下線部(31)の”bubbling”を言い換えるとしたら、もっとも適切なものはどれか。下から選び、記号を解答

欄【31】にマークしなさい。 

a. boiling   b. gaseous   c. foaming   d. lively   e. transient 

6. 空欄(32)を埋めるのにもっとも適切なものを下から選び、記号を解答欄【32】にマークしなさい。 

a. attract   b. carry   c. draw   d. take   e. unify 

7. 下線部(33)の”plastic”を言い換えるとしたら、もっとも適切なものはどれか。下から選び、記号を解答欄

【33】にマークしなさい。 

a. artificial   b. convenient   c. colourful   d. creative   e. fragile 
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以下は聴き取り問題です。朗読が始まる前に必ず目を通しておくこと。朗読は 2 回ずつ流れます。 

 E  放送を聴いて、【34】～【38】の質問に対してもっとも適切な答えを、それぞれ a.～d.の中から 1 つ選び、

指定された解答欄にマークしなさい。 

 

【34】What kind of “inequality” is the speaker talking about? 

   a. Only young people have been encouraged to feel individual. 

   b. All of us are brought up to feel either helpless or determined. 

   c. Some of us are brought up to feel individual but others are not. 

   d. Some young people can feel but others feel self-determining. 

 

【35】What attitude does the speaker approve of as a good way to be in the world? 

   a. Feeling neither completely free totally helpless. 

   b. Feeling comfortable with one’s total lack of freedom. 

   c. Feeling completely self-determining and free as an individual. 

   d. Feeling total freedom and complete helplessness at the same time. 

 

【36】The speaker says she has become a bleaker person. What reason does she give for this? 

   a. She has become more optimistic about the power of being hopeful. 

   b. She has become aware of the impossibility of believing in what is truly important. 

   c. She has become less cautious about believing in the values she advocated in the address. 

   d. She has become less convinced that the values she tried to communicate will make the world a better 

place. 

 

【37】In what way does the speaker think our age is probably not outstanding? 

   a. Our age is only slightly darker than previous ages. 

   b. Our age is no less dark than most of human history. 

   c. Our age is not necessarily the brightest in human history. 

   d. Our age is not as dark as some of the darkest times in human history. 

 

【38】Why does the speaker think it is important to stay hopeful? 

   a. Because we can be optimistic when we have an obligation to others. 

   b. Because it is our duty to take responsibility for our own happiness. 

   c. Because it is our responsibility to others in a time when it is difficult to be optimistic. 

   d. Because we should take responsibility for the fact that the world is not getting better. 
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 F  放送を聴いて、その内容と一致するように以下の文章の空欄[A]～[E]を放送に含まれる語(各 1 語)を用い

て埋めなさい。ただし、名詞の数
すう

（単数・複数）は以下の文章に合わせて変えてもよい。解答用紙表面の記述

式解答欄[A]～[E]を用いること。 

 

Just as [A] can make data seem “objective,” photographs can make visual data seem real. So in order to assess 

that “[B]” it’s important to be highly [C] of the [D] by which those visual images were [E]. 

 

 

 G  放送を聴いて空欄【サ】～【セ】を読まれたとおりの語句で埋めなさい。空欄内には入るべき単語の数

が示してある。解答用紙裏面の記述式解答欄【サ】～【セ】を用いること。 

 

I lived on the island for three years. Sometimes, cultural difference 【サ 6 words 】, like the time when I 

crashed my motorcycle and broke a leg. The villagers who came to help me insisted that I should be taken 

straight to a traditional healer, 【シ 6 words 】 while praying to various gods and ancestors. It was very 

difficult to 【ス 6 words 】 to the nearest hospital instead. Usually, though, my experience of  “difference” in 

Madagascar was not dramatic at all, 【セ 4 words 】, not unlike the difference or distance I feel my friends 

and acquaintances in Japan. 

 

 

 H  本文が放送された後、その内容に関する質問と答えの選択肢が読まれる。Question1～4 の質問に対して

もっとも適切な答えをそれぞれ a.～d.の中から 1 つ選び、指定された解答欄にマークしなさい。 

 

Question 1 = 【39】   Question 2 = 【40】   Question 3 = 【41】   Question 4 = 【42】 
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英語 I 2008年度・夏学期・1年生試験問題 

 A  以下の文章を読んで設問に答えなさい。 

In his introduction to The Games of J. Fischer Harry Golombek, the English chess player and author, 

describes the collection of games recorded in the book as a demonstration of (A)’the unique quality of Bobby 

Fischer as a player’. Bobby Fischer is a legendary American chess player who became world champion in 1972 

but then mysteriously withdrew from serious play soon after, rejecting all the conditions for another 

championship game and consequently (   1   ) his title by default. 

But what kind of ‘unique quality’ of a chess player can a collection of printed games demonstrate? Does 

this collection of Fischer’s games convey to us how uniquely this grandmaster behaved ― or misbehaved 

even ― during the World Championship at Reykjavik? Is it a record of something uniquely different from 

conventional chess in terms of rules or strategy? Not at all. What the book contains is nothing other than a 

collection of the most beautifully played chess games: Fischer’s ‘unique quality’ shows itself in the 

superhuman way he accurately combines a very limited number of appropriate moves, chosen from an 

astronomical number of possible ones, into a series of (   2   ) attacks and stout defenses. In other words, his 

(   B   ). Golombek hastens to justify his use of the word ‘unique’ by stating: 

  I am not saying that his play has been entirely (   3   ) by those that have gone before him. No player 

starts off from, as it were, a vacuum and every one of us, from the veriest tyro to the superlative 

grandmaster, is part of a continuous and unbroken chain in the development of chess throughout the 

ages. 

Perhaps we can generalize a moral from this specific remark made about this particular maverick chess 

genius, one which should always be kept in mind in this age of individualism: you cannot come up with 

something truly ‘unique’ and ‘original’ without learning the basic rules of the activity you are to be involved 

in and becoming deeply (   4   ) in its long-established traditions and conventions. 

Another important point to make in this context is that uniqueness or originally is not a goal you should 

aspire to attain, but a quality which you unconsciously acquire as a result of, and (   5   ), the efforts you 

make to improve yourself in that activity. It is very much like a mischievous angel who quickly flies away the 

instant you ask for his help but comes down unnoticed to assist you when you (   C   ). 

 

1. 空欄(1)～(4)に入るべき最も適切な語を下からそれぞれ一つ選び、それぞれの記号を解答欄【1】～【4】

にマークしなさい。但し、一つの語を二回以上用いてはならない。 

a. affected        b. devastating   c. discarded    d. imitating   e. immersed       f. imposed 

g. individuating   h. interacting   i. producing   j. related      k. relinquishing   l. uninfluenced 

2. 空欄(5)に最もよく当てはまる句を下から選び、その記号を解答欄【5】にマークしなさい。 

a. in contrast to     b. in proportion to     c. on behalf of     d. with relation to 

解答はすべて解答用紙に記入のこと。【 】内は、それぞれの設問の答えをマークないし記入すべき解答欄

を示している。選択問題解答欄（マーク式）は【1】～【39】、記述式解答欄は表面の【A】～【J】と裏面

の【ア】、【カ】～【セ】。なお問題E～Hは、聴き取り問題である。あらかじめ問題を読んでおくこと。 
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3. 下線部(A) ‘the unique quality of Bobby Fischer as a player’ は何であると述べられているか。最も適切な

ものを下から選び、その記号を解答欄【6】にマークしなさい。 

a. how unconventionally Bobby Fischer behaves when he wants to win a game 

b. the fact that Bobby Fischer is a mysterious, legendary American chess grandmaster. 

c. the fact that Bobby Fischer makes continuous efforts to improve himself in his activity 

d. the special way Bobby Fischer combines a limited number of possible moves. 

4. 以下の語を並び替えて、空欄(B)を埋めなさい。その場合に、三番目と九番目になる単語の記号をそれぞ

れ解答欄【7】【8】にマークしなさい。 

a. chess   b. code   c. fixed   d. itself   e. manifests   f. of   g. rigidly   h. the   i. uniqueness    

j. within 

5. 以下の語を並び替えて、空欄(C)を埋めなさい。その場合に、三番目と九番目になる単語の記号をそれぞ

れ解答欄【9】【10】にマークしなさい。但し、不要な語が二つあるので注意すること。 

a. accomplish   b. approves   c. are   d. convey   e. exerting   f. he   g. means   h. of 

i. something   j. to   k. yourself 

 

 B  以下の文章を読んで設問に答えなさい。 

Things seem (A)to take on a life of their own when they are turned into numbers. Think about hensachi for 

example, or TV ratings ― even educational and research evaluations. Once things are transformed into 

numbers, they start to seem objective and globally applicable, things that have no context and can be applied 

everywhere. 

The text for this session argues for the importance of going back to the moment when a particular number 

gets defined and thinking carefully about the process that produced (B)it. It’s a good idea to stop and consider 

what has been ignored and what has been considered important in the definition of that number. Or, to put in 

another way, how have “noise” and “signal” been differentiated? Depending on this kind of judgment, the 

methods of approximation will differ and hypotheses for calculation will vary, and this, in turn, will lead to 

different numbers. It is a serious mistake to skip over the process of approximation and the construction of 

hypotheses and treat calculated numbers as objective results that are universally applicable. 

“Globalization” is a catchphrase everywhere in today’s world. Talk of universals such as “the global 

standard” promotes the idea that there actually are (C)such things as global standards and (D)variables that are 

applicable to every context and every culture. However, is it really true that there is a standard variable that is 

universally applicable? In fact, important variables are always deliberately selected, and depend on the 

subject and the purpose of the particular research project in question. Important variables are for this reason 

likely to vary in accordance with cultural and historical context. It seems worryingly possible that 

globalization will lead to (E)the enforced export of culturally specific variables: the variables of a powerful 

culture could easily become imposed on other cultures, where they may well be entirely inappropriate. This is 

one of the major issues at the heart of science and technology studies today. 
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1. 下線部(A)の意味に最も近いものを下から選び、その記号を解答欄【11】にマークしなさい。 

a. to acquire an independent value and importance 

b. to appear often in our daily life 

c. to become usable without permission from others 

d. to increase their dependence upon others 

2. 下線部(B)の it が指すものを問題文中から抜き出して、裏面の記述式解答欄【ア】に記しなさい。 

3. 下線部(C)の such things の特徴として適切なものには a,不適切なものには b を、解答欄【12】～【16】

にマークしなさい。 

【12】Things which are deliberately selected, and depend on the subject and the purpose in question. 

【13】Things which are likely to vary in accordance with cultural and historical context. 

【14】Things which are objective and globally applicable. 

【15】Things which have no context and can be applied everywhere. 

【16】Things which suffer from neither the methods of approximation nor hypotheses for calculation. 

4. 下線部(D)の variables を言い換えるのに最も適切なものを下から一つ選び、その記号を解答欄【17】にマ

ークしなさい。 

a. cultural diversities                                 b. evaluation criteria 

c. science and technology                             d. sending out from the country 

e. violent protest against other countries 

5. 下線部(E)の内容に最も近いものを選び、その記号を解答欄【18】にマークしなさい。 

a. diplomatic boycott                                 b. insistence on adoption 

c. protection of international trade                     d. sending out from country 

e. violent protest against other countries 

 

 C  以下の文章を読んで設問に答えなさい。 

When I was seventeen, I was involved (   1   ) a car accident. Three of us decided to go out to get 

burgers at midnight one Saturday. We got as far as four blocks from the house when a car, driven by a woman 

rushing home to her children, hit us. A man walking his dog saw the accident. He said that her car hit ours on 

the passenger side. She was speeding. Our car rolled once and then the tires peeled off as the wheel rims dug 

into the asphalt. As the rims gouged the road, the car flipped into the air and sailed into a telegraph pole. It 

wrapped itself around the pole and slid to the ground with a resounding crash. The engine of the woman’s car 

ejected by the impact of the collision and lay several metres away from the crash site. 

What happened inside our car? 

When the other car hit us, we were talking, but I don’t remember the topic. I caught a glimpse of 

headlights. There was a bang, which stopped the conversation. We turned upside down. I raised my arm 

above my head to protect myself (    2    ) my fall on the car’s ceiling as we rolled. I smelt dust in my 

nostrils. There was (A)another loud explosion, and I felt jerked about and dropped. Dust and glass went 

everywhere. As the car stopped, I turned to the friend who was driving and remarked that this meant 

hamburgers were out of the question. The accident gave me a broken pelvis. 
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To onlookers, the incident looked far worse than my recollection of it. To me, it was much like rolling 

down a hill in a potato sack (    3    ) someone making violent banging noises as I went. (    B    ). 

The sports commentator at a racetrack can describe a fall or a crash in the way the crowds see it but not 

(    4    ) the driver or rider suffers it. 

My experience of the crash was no fun, let me tell you, but it was a long way from the dramatic eyewitness 

account reported what our crash was like for onlookers. My account told how it felt for me, an insider. 

 

1. 本文に記述された事故の最初の瞬間を最も正しく表している図を、下の a～h から選び、解答欄【19】に

マークしなさい。なお、便宜上、車は全て左ハンドル車とし、★印の付いた車を語り手（私）の車とする。 

 

2. 下線部(A) “another loud explosion”の説明として最も適切なものを下から選び、解答欄【20】にマークし

なさい。 

According to the passage, the narrator (“I”) heard “another loud explosion” when 

a. the car collided with the engine of the woman’s car. 

b. the car had its tires flattened. 

c. the car hit the telegraph pole. 

d. the car landed on the ground with a resounding crash. 

3. 空欄(   B   )を埋めるのに最も適切なものを下から一つ選び、解答欄【21】にマークしなさい。 

a. I would be more scared if I had been the witness walking his dog. 

b. I would be more scared if I were the witness walking his dog. 

c. I would have been more scared if I had been the witness walking his dog. 

d. I would have been more scared if I were the witness walking his dog. 

4. 空欄(1)～(5)を埋めるのに最も適切な語を下からそれぞれ一つ選び、解答欄【22】～【26】にマークしな

さい。但し一つの語を二回以上用いてはならない。 

a. against     b. also     c. as     d. because     e. for     f. from     g. in     h. on     i. over    

j. when       k. with 
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 D  以下の下線部(1)～(5)には、それぞれ不要な語が一語ずつ含まれています。その単語を解答用紙裏面の記

述式解答欄【カ】～【コ】に記入しなさい。 

   If we suddenly happen to see some familiar object from a different perspective, we will no doubt feel a sort 

of unstable curiosity. (1)But as long as this is merely a chance for occurrence, our perspective will very quickly 

stabilize itself and return to normal. (2)That is why simply turning a coffee mug upside down does not really 

change its meaning as a coffee mug will at all. (3)In order to really destabilize its meaning, we have to change 

the position of the “normal” state or reorient the standard into perspective. When what we currently call 

“upside down” becomes standard ― and when what we used to think it was the normal way of puFing the 

mug on the table becomes upside down ― then that is the moment when the object ceases to be a coffee mug. 

(5)We have to change not only the way we look at the object but also the very remote relationship we have with 

it. 

 

以下は聴き取り問題です。朗読が始まる前に必ず目を通しておくこと。朗読は二回ずつ流れます。 

 

 E  放送を聴いて、空欄【サ】～【セ】を読まれたとおりの語句で埋めなさい。空欄内には入るべき単語の数

が示してある。解答用紙裏面の記述式解答欄【サ】～【セ】を用いること。 

   Today, we usually 【サ 6 words】, to the accompaniment of a ukulele or guitar. But in the old days, hula 

was the accompaniment to chanting or poetry. A chapter recited a poem, and the hula performance repeated 

and reinforced the chanter’s spoken words 【シ 4 words】. 

   Some chants celebrated the king and his family. Others 【ス 5 words】, or welcomed visitors. Some were 

dedicated to gods and goddesses, 【セ 5 words】. The poems were chanted with drums, made of gourds or 

wood. 

 

 F  放送を聴いて、【27】～【35】のそれぞれが放送の中で述べられている内容と一致する場合は a を、一致

しない、あるいは一致するかどうか明らかでない場合は b を、解答欄【27】～【35】にマークしなさい。 

【27】 Dr. Nowak was proud of his discovery and spoke freely about it. 

【28】 Euclid, a Greek scholar, revealed a characteristic of the prime numbers. 

【29】 Finding prime numbers is becoming difficult as the number of those not yet discovered is now 

small. 

【30】 Many British national newspapers reported the discovery on the front page. 

【31】 Mathematics was a kind of hobby for Dr. Nowak. 

【32】 Simon Singh argued that the discovery would bring about positive economic effects. 

【33】 Simon Singh seemed more impressed by the discovery than the discoverer himself. 

【34】 The discovered prime number was very large ― 7.8 million. 

【35】 The discovery mentioned in the tape was achieved in a research laboratory at Dr. Nowak’s hospital 
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 G  放送を聴いて、その内容と一致するように以下の文章の空欄【 A 】～【 J 】を放送に含まれる語（各

一語）を用いて埋めなさい。但し、同じ語を複数回用いたり、要約文中の語を用いたりしてはならない。解答

は、解答用紙表面の記述式解答欄【A】～【J】に記入すること。なお、”a(n)”は、次に入る語によって”a”ま

たは”an”になることを示す。 

   The history of American Sign Language started when Thomas Hopkins Gallaudet founded a(n) 【 A 】 for 

the education of deaf children. He had studied 【 B 】 【 C 】for them in 【 D 】because he hoped to 【 E 】 

out as 【 F 】 as 【 G 】about them there. American Sign Language started out as a rather simple and limited 

means of communication, and was a kind of 【 H 】language. However, it quickly became standardized and 

sophisticated, and has developed to be able to express things its signs do not 【 I 】like, so now it meets the 

definition of language as a(n) 【 J 】 sign system. 

 

 H  放送を聴いて、【36】～【39】の質問に対して最も適切な答えを、それぞれ a～d の中から一つ選び、解

答欄【36】～【39】にマークしなさい。 

【36】 According to the speaker, 

a. advertisements and greeting cards are useful for studying paintings. 

b. appreciation of a work of art needs attention and thought. 

c. enjoying great paintings involves our eyes, not our cars. 

d. the origin of art can be found in our everyday life. 

【37】If we want to appreciate a work of art, the speaker advises us most importantly to 

a. accept the opinions of professionals humbly. 

b. acquire relevant knowledge of art history. 

c. take proper training in analyzing paintings. 

d. trust what our intuition tells us. 

【38】In this lecture the speaker says that 

a. a great artist may be neglected in his lifetime because originality looks more striking at first. 

b. artists are required to live in a network of collectors and dealers. 

c. artists will succeed in the long term only if they have enough courage and individuality. 

d. popularity is no reliable guide to artistic merit. 

【39】According to this lecture, the severest critic of art is 

a. experience          b. knowledge          c. time          d. vision 
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英語 I 2009年度・夏学期・1年生試験問題 

 A  以下の文章を読んで設問に答えなさい。 

 

Pablo Picasso’s early artistic career demonstrates how uniqueness and originality emerge as a result of 

long and arduous efforts made primarily within a pre-established framework of tradition and convention. We 

are so familiar with his cubist-style paintings that we tend to think that he was born with a God-given talent 

for looking at the world in that ‘( ア )’ way, but that is not the case. Picasso started out as a(n) ( イ ) 

representational painter in his early teens and, after going through a massive self-imposed course of training 

in rudimentary sketching, gradually moulded his own painting style. One of his closest friends testifies to the 

staggering fact that the piles of his discarded sketch sheets provided sufficient fuel for a stove all winter long. 

You may be able to become (a)one of Picasso’s obscure epigones simply by imitating his artistic style, but you 

can never become a Picasso if you skip the process he went through. 

Individualism is one of the basic tenets of democracy, and the belief that individuals take priority over 

(b)the aggregate they make up together has found its way into various codes of conduct at different levels of 

human relationships. People try to stand out as individuals and be ‘uniquely’ different from others. American 

TV programmes encourage you to ‘be yourself’. But a casual attempt to be different from other people quite 

often ends up being just an eccentricity. (c)We should always be mindful that we can only meaningfully 

behave ‘like ourselves’ within the whole system of human society, and therefore that we need to make 

strenuous efforts to learn that system works in the first place. 

 

1. 空欄(ア)、(イ)に入れるべき語として、次のうちから最もふさわしい組み合わせを 1 つ選び、解答欄【1】

にマークしなさい。 

 a. (ア) original       (イ) eccentric                b. (ア) spiritual      (イ) self-taught 

 c. (ア) unique        (イ) conventional            d. (ア) ordinary      (イ) traditional 

 e. (ア) established    (イ) unremarkable 

 

2. 下線部(a)の意味として最もふさわしいものを 1 つ選び、解答欄【2】にマークしなさい。 

 a. a faithful and devoted follower of Picasso 

 b. an unknown and inferior follower of Picasso 

 c. an undetermined and illegitimate follower of Picasso 

 d. a dedicated and fervent follower of Picaso 

 

 

 

解答はすべて解答用紙に記入のこと。【 】内は、それぞれの設問の答えをマークないし記入すべき解答欄

を示している。選択問題解答欄（マーク式）は【1】～【40】、記述式解答欄は表面の【A】～【H】と裏

面の【ア】～【オ】。なお問題E～H は、聴き取り問題である。あらかじめ問題を読んでおくこと。問題内

容に関する質問は、原則として一切受け付けない。 
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3. 下線部(b)の the aggregate の具体例としてふさわしいものを以下から 2 つ選び、解答欄【3】の二カ所にマ

ークしなさい。 

 a. constitution           b. culture                c. environment 

 d. family                e. history                f. nation 

4. 下線部(c)の文には、取りさるべき語が一つ含まれている。その余計な語を抜き出して、表面の記述式解答

欄【A】に記しなさい。 

 

 B  以下の文章を読んで設問に答えなさい。 

 

Modular forms live in a four-dimensional space called hyperbolic space. (a)The hyperbolic universe is 

tricky to comprehend for humans, who are constrained to living in a conventional three-dimensional world, 

[ 1 ] (b)four-dimensional space is a mathematically valid concept, [2] (c)it is for this extra dimension that gives 

the modular forms such an immensely high level of symmetry. 

Modular forms stand very much on their own within mathematics. In particular, they would seem to be 

completely unrelated to elliptic equations. The modular form is an enormously complicated beast, studied 

[ 3 ] because of its symmetry [ 2 ] discovered only in the nineteenth century. The elliptic equation dates back to 

the ancient Greeks and has nothing to do with symmetry. Modular forms and elliptic equations live in 

completely different regions of the mathematical cosmos, and nobody would ever have believed that there 

was the ( ア  ) link between the two subjects. However, Taniyama and Shimura were to shock the 

mathematical community by suggesting that elliptic equations and modular forms were [ 4 ] one and the 

same thing. According to these two maverick mathematicians, they could unify the modular and elliptic 

worlds. 

In September 1995 an international symposium was held in Nikko. It was a ( イ ) opportunity for the 

many young Japanese researchers to show off to the rest of the world what they had learned. They handed 

around a collection of thirty-six problems related to their work, accompanied by a ( ウ ) introduction－Some 

unsolved problems in mathematics: no ( エ ) preparation has been made, so there may be some ( オ ) or already solved 

ones among these. The participants are requested to give comments on any of these problems. 

Four of the questions were from Taniyama, and these hinted at a ( カ ) relationship between modular 

forms and elliptic equations. These innocent questions would ultimately lead to a revolution in number 

theory. 

 

1. 下線部(a)～(c)のうちいずれか一つには、取りさるべき語が一つ含まれている。余計な語を含む文の記号と

その余計な語をハイフンでつないで表面の記述式解答欄【B】に記しなさい。(例：「a-The」) 

 

2. 空欄[ 1 ]～[ 4 ]に入れる語句として、次の a～h のうち最もふさわしいものをそれぞれ 1 つ選び、解答欄【4】

～【7】にマークしなさい。ただし、同じ選択肢を二回以上用いてはならない。 

 a. and                b. but                c. effectively        d. instead 

 e. largely             f. not                 g. or               h. rarely 
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3. 空欄( ア )～( カ )に入れる語句として、次の a～f のうち最もふさわしいものをそれぞれ 1 つ選び、解答

欄【8】～【13】にマークしなさい。ただし、同じ選択肢を二回以上用いてはならない。 

 a. curious    b. humble     c. mature     d. remotest    e. trivial    f. unique 

 

 C  以下の文章を読んで、論旨が通るように空欄[ 1 ]～[ 6 ]に入るべき最もふさわしい文を下の a～f からそれ

ぞれ 1 つ選び、解答欄【14】～【19】にマークしなさい。ただし、同じ選択肢を二回以上用いてはならない。 

 

There are things and events in the world which we can understand only from “inside.” This place of 

“inside” is usually called the place of mind or soul, and the problem concerning the relationship between this 

“inside” and “outside” has been called the “mind-body problem” by philosophers. The fundamental problem 

is that [ 1 ]; we cannot open it as we open a closed bag and find what is inside. The inner aspect of pain and 

sorrow cannot be dealt with in the same way as the outer (physical or physiological) aspect can be, and the 

knowledge of mind and of body are essentially different. 

Perhaps you have already noticed that the implication of all this is a little ambiguous. On the one hand, it 

seems that [ 2 ] and that it contributes to strengthening interpersonal relationships. On the other hand, the 

opposite interpretation is also possible. It could be that [ 3 ], as my situation and that of others cannot be the 

same in the strict sense of the word. 

This ambiguity is revealed in an extreme sense in the following example. Everyone knows that all 

individuals will die at some point, and that one must die one’s own death. I know that I cannot avoid my 

death and that nobody can die in my place, substituting for me. In this sense, [ 4 ]. However, can I say that I 

know what it is like to die my own death? Can I say that I know it better than anyone else? Obviously I can’t, 

as I have never experienced my own death, and, once I have experienced it, I will be already dead and 

therefore not in a position to have any kind of knowledge about it. In this sense, [ 5 ] . To be sure, I can and do 

have considerable knowledge about my own death from biological, sociological and psychological points of 

view. However, [ 6 ]. This would be one way of interpreting the apparently innocent proverb “seeing is 

believing”. 

 

a. inside knowledge is important for deepening and enhancing our understanding of other people 

b. it is logically impossible for me to have any genuine knowledge about the most basic and private 

event of my own life 

c. my death is the most private and intimate event I will encounter in my life 

d. these various kinds of knowledge belong to the sphere of knowledge from the outside, and they 

cannot contribute to my acquiring knowledge from the inside 

e. there is always an essential limitation to our understanding of and knowledge of the experiences of 

other people 

f. we cannot reach this “inside” in the same way that we can reach the inside of a room 
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 D  以下の文章を読んで設問に答えなさい。 

 

Objects change their meanings when our relationships with them change. A coffee mug retains its meaning 

as long as we understand it to be an object to pour coffee [ 1 ] and to drink coffee [ 2 ]. However, (a)if we turn 

it upside down－and of course this expression itself shows how our relationships with the mug has been 

standardized－and dangle a piece of string downwards from the center with a piece of metal attached at one 

end, and if then we hang it like that under the eaves, and if that becomes the standard way to treat this objects

－well, then it will come to be regarded as a wind chime. When I sit at a table and look at a coffee mug, it 

looks as if I can hold it when I reach [ 3 ] it. It is telling me that it is a kind of vessel. Or if I stand in front of a 

door, the door looks like an object to be opened or shut. We are trained to see the door that way. So if a door is 

installed crookedly, or if we see (b)a door that looks just like a front entrance but is sitting right in the middle 

of a road, we cannot help but feel baffled. If we look around us [ 4 ] this kind of awareness, we notice that 

objects actually limit our view much more than we realize, because they encourage us to relate to them in very 

particular ways. This is why the act of destabilizing our standard perspective shifts our relationship with the 

object around us and this, in turn, shifts the very meaning of the object. 

But of course shifting the meaning of an object is not that easy. If we suddenly happen to see some familiar 

object from a different perspective, we will no doubt feel a sort of unstable curiosity. But as long as this is 

merely a chance occurrence, our perspective will very quickly stabilize itself and return to normal. That is 

why simply turning a coffee mug upside down does not really change its meaning as a coffee mug at all. In 

order to really destabilize its meaning, we have to change the position of the “normal” state or reorient the 

standard perspective. When what we currently call “upside down” becomes the standard－(c)and when what 

was the normal way of putting the mug on the table becomes upside down－then that is the moment when 

the object ceases to be a coffee mug. We have to change not only the way we look at the object but also the 

very relationship we have with it. 

 

1. 空欄[ 1 ]～[ 4 ]に入るべき最もふさわしい語を下からそれぞれ 1 つ選び、解答欄【20】～【23】にマーク

しなさい。ただし、同じ選択肢を二回以上用いてはならない。 

 a. at     b. by     c. from   d. for    e. into   f. on     g. to     h. with 

 

2. 下線部(a)の内容を簡潔な図に記しなさい。表面の記述式解答欄【C】～【G】を 1 つの解答欄とみなし、

罫線を無視して解答となる図を記すこととする。なお、mug の内部がどうなっているかがわかるように

描くこと。 
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3. 下線部(b)の内容を最も正しく表している図を下の a～e から 1 つ選び、解答欄【24】にマークしなさい。 

 

4. 下線部(c)には we used to think という句が欠落している。最も適切な文にするためにはどの単語の後ろに

挿入すればよいか。その単語を表面の記述式解答欄【H】に記しなさい。 

5. 本文の内容と合致するものを下記から 1 つ選び、解答欄【25】にマークしなさい。 

a. It is not difficult at all for us to change the meaning of an object. 

b. Simply turning a mug upside down does not give it a new meaning. 

c. Unusual objects always destabilize our standard perspective. 

d. We need unstable curiosity to change our relationship with an object. 

 

以下は聴き取り問題です。放送が始まる前に必ず目を通しておくこと。各問題は 2 回ずつ流れます。 

 

 E  次の 1～4 のそれぞれについて、放送された内容と最も良く一致するものを 1 つ選び、その記号を解答欄

【26】～【29】にそれぞれマークしなさい。 

 

1: 【26】 

 a. A physical and emotional reaction is called a stressor. 

 b. A stressor is a person who suffers from stress. 

 c. People living in Canada experience plenty of stressors. 

 d. Water can be a stressor if it is different in quality. 

2: 【27】 

 a. Hans Selye carried out further research into stress. 

 b. Hans Selye is a Canadian physicist. 

 c. Hans Selye proposed the theory of stress in 1913. 

 d. Hans Selye regarded stress as inevitable. 

 

 

 

 



第 12 章 過去問題集  §4 2009 年度問題 

101 

 

3: 【28】 

 a. Ambition can produce negative stress when it causes too much stress. 

 b. Difficult human relationships always produce positive stress. 

 c. Exhaustion leads to lack of confidence and is the cause of distress. 

 d. Stress is the product of a less meaningful life. 

 

4: 【29】 

 a. We can lead a worthwhile life by regulating the amount of stress we have. 

 b. We must have the ability to withstand the various stresses arising from the job. 

 c. We need as much stress as possible to make ourselves mentally tough. 

 d. We should diminish the amount of stress to enjoy our life. 

 

 F  放送を聴いて、空欄【ア】～【オ】を読まれた通りの語句で埋めなさい。空欄には入るべき単語の数が示

してある。裏面の記述式解答欄【ア】～【オ】を用いること。 

Now let’s focus our attention on the way our body weight shifts. We need to check that our weight 【ア

5words】, favouring the outer or inner edges of our feet. Our strides should be longer behind than in front. 

And is 【イ 5words】 or upwards and downwards, that means the weight shift is not being done properly. One 

more thing－don’t take really long strides. If you want to walk faster, it’s better to increase the number of 

steps you take 【ウ 5words】. 

Of course, there are other important elements besides posture 【エ 4words】 if we want to make sure that 

our walking is effective exercise. We need to think about the correct way of breathing, and of course we 

should 【オ 6words】. 

 

 G  次の 1～4 のそれぞれについて、放送された内容と最も良く一致するものを 1 つ選び、その記号を解答欄

【30】～【33】にそれぞれマークしなさい。 

 

1: 【30】 

 a. The distance call of the female finch is higher in frequency. 

 b. The distance call of the female finch is wider in frequency. 

 c. The distance call of the male finch is not clear enough to hear. 

 d. The distance call of the male finch is not loud enough to locate. 

 

2: 【31】 

 a. The female finch does not move away from the male finch but just remains close to him. 

 b. The female finch waits for the male finch to find her. 

 c. The male finch goes out to find the female finch because he is tempted to do so. 

 d. The male finch has better hearing ability to find its partner. 
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3: 【32】 

 a. Cheeping chicks are fed by their parents to make them stop begging. 

 b. Dying chicks are not strong enough to take food from their parents. 

 c. Parent birds give food to their children to make them stronger against enemies. 

 d. The loudest chicks have the best chance of survival because they appeal most to their parents’ love. 

 

4: 【33】 

 a. A bird was once observed to clean other birds’ territory in preparation for mating there. 

 b. A bird was reported to use beginning calls to deceive other birds in a feeling place. 

 c. A male bird used the alarm call to keep a female bird to himself. 

 d. Sometimes birds use their mating calls to deceive other birds. 

 

 H  英語について書かれたエッセイに続いて、Question1～7 が放送される。その内容に沿うものは a を、誤

りを含んでいたり内容に関係なかったりするものは b を選び、解答欄【34】～【40】にマークしなさい。 

 

Question 1: 【34】 

Question 2: 【35】 

Question 3: 【36】 

Question 4: 【37】 

Question 5: 【38】 

Question 6: 【39】 

Question 7: 【40】 
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【 01 】a【 02 】e【 03 】a【 04 】c 

【 05 】c【 06 】b【 07 】c【 08 】a 

【 09 】a【 10 】f【 11 】b【 12 】c 

【 13 】c【 14 】d【 15 】a【 16 】c 

【 ア 】sanctity【 イ 】astronomers 

【 ウ 】問題の土地が水に沈んでいるときに利用する鳥 

 

 

 

【 01 】g【 02 】b【 03 】d【 04 】h 

【 05 】c【 06 】b【 07 】g【 08 】a 

【 09 】d【 10 】a【 11 】a【 12 】f 

【 13 】c【 14 】d【 15 】c【 16 】b 

【 17 】c【 18 】f【 19 】d【 20 】b 

【 21 】a【 22 】f【 23 】e【 24 】b 

【 25 】d【 26 】c【 27 】e【 28 】h 

【 29 】f【 30 】b【 31 】d【 32 】c 

【 33 】a 

【ア】この理由によって、重要な変数は文化的、歴史的な

背景にしたがって変化しそうである。 

【カ】Polynesians 

 

 

 

【 01 】k【 02 】b【 03 】l【 04 】e 

【 05 】b【 06 】d【 07 】d【 08 】f 

【 09 】k【 10 】h【 11 】a【 12 】b 

【 13 】b【 14 】a【 15 】a【 16 】b 

【 17 】a【 18 】b【 19 】b【 20 】d 

【 21 】e【 22 】g【 23 】a【 24 】k 

【 25 】e【 26 】f 

【ア】a particular number 

【カ】for 【キ】will 【ク】into 【ケ】it 

【コ】remote 

 

 

 

 

【 01 】c【 02 】b【 03 】d,f【 04 】b 

【 05 】a【 06 】e【 07 】c【 08 】d 

【 09 】f【 10 】b【 11 】c【 12 】e 

【 13 】a【 14 】f【 15 】a【 16 】e 

【 17 】c【 18 】b【 19 】d【 20 】e 

【 21 】c【 22 】d【 23 】h【 24 】c 

【 25 】b 

【 A 】works 

【 B 】c-for 

【 C 】~【 G 】略 

【 H 】what 
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